






































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　叩たたくような雨音だけが、静せい寂じやくを支配していた。

　水たまりに滲にじむ赤色が、少しずつ、少しずつ広がっていく。

　気が付けば、あれほどあったはずの痛みが、もうない。ただじんじんとした痺しびれと、身体からだが底から冷えていくような感覚だけ。寒いのに、眠くて眠くてたまらなかった。




　──ああ、これが死なんだと。




　小説で読んだ、映画で見た、漠ばく然ぜんとした概がい念ねんが沁しみ込こんでいく。

（クソみたいな、人生だった）

　熱中できるものなんてひとつもなかった。漠然と生きて、ネットで何の益にもならない文句を垂れ流すような毎日。

　若い頃はもっとすごい何かになれると思っていた。けれど、そんなことは全然なくて。恋人には裏切られ、友人関係も薄いものしかない。

　何のために生きてるかも分からない、くだらない人生。

　……だからだろうか。死にたくない、とは思わなかった。

　ただ、まさかこんな形で──通り魔に刺されて死ぬなんていう、普通ではありえない死に方をするなんて思わなかっただけ。

（ああ、クソ）

　もしも生まれ変われたら。

　……せめてこんなクソみたいな生き方は、もうしたくない。

　目を閉じる。




　そして、俺は死んだ。





　　　◆　◇　◆






　──雨音だけが、静寂を支配していた。身体を叩く雨粒が、いやになるほど痛い。それに混じって、赤子の泣き声さえもする。

　うっすらと目を開けると、そこは森の中だった。

　おかしい。こんな深い森、都心にあっただろうか？　誰かが俺を運んだのか？　まさかあの通り魔が？

「赤子か」

　ふと、突然、目の前に現れたのは老人の顔。

　──ジジイ、見てないで助けろ！

　思わず心の中でそう叫んでしまい、そして恥じた。俺はさっきまで死を受うけ容いれていたのに、ああ、やっぱり死にたくないんだと。

「……これが、神の思おぼし召めしというものか……」

　老人が手を伸ばし、そして俺を抱だき起おこす。

　フードを被かぶった老人の腕は、思ったよりもずっと硬かたかった。いや、男を一人軽々と持ち上げるなんて、老人の筋力じゃない……？

　違う。

　ようやく、俺は気づく。

　自分自身の身体が小さくなっているんだと。さっきから聞こえる赤子の声は、自分のものなのだと。

「ワシの罪を、いまさら償つぐなえというか……双ふたつ神かみよ」

　深々と、老人はため息を吐ついて、そして立ち上がる。

　マントの裏側に隠れたおかげで、痛かった雨の感触が止やんだ。

　俺は生きてるのか。死んでるのか。




　ああ、眠い。

　ただひたすらに、眠い──。
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　自分の状況をようやっと整理して認められたのは、一年が経たってからだった。

（俺の身体からだは、どうやら赤子になってしまったらしい）

　そして森の中に捨てられていたのを、老人に拾ひろわれたというわけだ。

　どこで生まれて、なぜ捨てられたのかはわからない。

　ただギリギリ離乳食が食べられたのは助かった。なぜなら、乳を与えてくれる存在などいるはずがないからだ。

（じいさんが母乳を出せるわけがない）

　俺を拾ったジジイは、なぜか山奥に小屋を建てて住んでいた。世捨て人、というやつなのかもしれない。

　ものすごく寡か黙もくなジジイで、俺に話しかけてくることは少ない。ただ黙々と、同じルーティーンで過ごすだけ。

　朝起きる。湯を沸わかす。飯を食う。俺に食わせる。外に出る。そのうち帰ってきて、また飯を食う。湯で濡ぬらしたタオルで身体を拭き、そして寝る。

（……このジジイ、赤子の面倒の見方なんて知らないだろ）

　なにしろ一日の半分も家にいないのだ。勝手に漏もれ出だす排はい泄せつ物ぶつも、俺は自分でなんとかしなくてはならなかった。

　俺に与えられる飯は豆を潰した謎のペーストだけで、クソマズイ。多分コレ、俺じゃなかったらヤバかったんではないだろうか。

　ただ、このジジイが助けてくれなければ、俺は死んでいただろう。だから俺はジジイを恨んだりしなかったし、「仕方ないなあ」で済ませていた。

　都合の悪いことを他人のせいにして生きるのは、もうしたくなかった。

　それに、これが異世界基準なのかもしれないし。

　そう。俺は異世界に転生していた。

　それを悟さとったのは、ジジイに連れられて小屋の外を歩いていたときのことだ。遠くにデカいトカゲ──ドラゴンが飛んでいたのである。

（ドラゴンでけぇ！　すげぇ！　そして怖こわっ!?）

　赤子。異世界転生。

　そういう小説も、まあ読んだことがあるし、正直心が躍った。この世界でなら俺は何かを為なせるのではないかと、根拠もなくそう思った。

　……だが、ステータスやら、チートやら。なんだか聞いたことのあるものは、俺にはないらしい。

　それが、この一年での結論。俺は正しよう真しん正しよう銘めい、ただの子供だった。

「はあ……」

　結局俺は、この世界でも何者にもなれないのかもしれない。

　そんなことを思い始めた頃だった。

　ため息を吐つきながら、見慣れすぎてもう何も思わなくなった山の景色を見ていると、ふと、じいさんがどこかに出かけていくのが見えた。

（そういえば……いつも一体何をしてるんだ？）

　それは単純な好奇心だと言えたが、後で考えると、ひどく危険な行為だった。

　何せ俺はまだ小さくて、歩くことさえ一苦労。尾行なんて普通に考えてできることではない。しかもこの世界には魔物や魔獣と呼ばれる存在もいるのだ。あのドラゴンのように。

　じいさんの行き先がほんの目と鼻の先でなければ……自分で尾行を始めておいてなんだが、背筋の凍こおる話だ。

（こんなところで、一体何を……）

　疲れ果て、好奇心が半ば文句になりかけていた俺の目に飛び込んできたのは……ただ刀を振るう、ジジイの姿だった。

　日が昇るうちから沈むまで。ただ繰り返し、刀を振るう。ただそれだけ──なのに。




　その剣は、美しかった。
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（なんで……）

　その衝撃を、俺はどう言葉にすればいいのだろう。

　ただ強きよう烈れつで、鮮せん烈れつで。

　どうしてか、涙が出た。

　今にして思えば、俺は初めて見たのだ。

　たった一つのものに、己の全てを捧ささげた生き様を。

　だからこそ美しい。じいさんの生き様の全てが、その剣にはあったから。




　だから、これは必然だったに違いない。

「じいさん、俺も剣をやりたい」

　何年か経って、ようやく言葉をまともに話せるようになった俺が、真っ先に言ったのがそれだった。

　ジジイはぎろりと鋭するどい目で俺を見て、そして無言でそっぽを向いた。

　無視かよと思ったが、違ったらしい。

　数日後、どこかから持ってきた木刀──後になってじいさんが自分で作ったのだと知った──を、俺に放り投げてきた。やたらと重く、真っ黒な木刀を。

「行くぞ」

　じいさんはそう言って、俺を外に連れ出した。

　──そこからは、ひたすらに剣を振るう日々が続く。朝から晩まで、俺のルーティーンはじいさんと全く同じものになった。

　剣を振るう。ただ振るうのではない。じいさんの見み様よう見み真ま似ねで。じいさんの教え方は──まあ、俺の育て方と同レベルだった。下手くそに振るったら、頭をコツンとやられる。それだけ。口に出しての指導なんてろくにしなかった。

　でも。それは見て学べということなのだと、俺は悟った。

（俺も、あんな風に）

　一振りを、ただじいさんに近づけていく。それがひたすらに難しく、同時に楽しかった。そして俺はその完成度を、じいさんに『コツン』とやられる回数で把握することもできた。

　そんな毎日に慣れて、どれほどが経ったか。ついに一度も『コツン』とやられることなく一日を終えたその日、じいさんが言った。

「明日は遠出する」




　俺たちは山を下り、ふもとにある森の方まで来ていた。

　俺がじいさんに拾われたあたりだ。

「来たぞ」

　じいさんの声に、思わず押し黙った。その声に秘められた迫力に、思わず力がこもる。

　じいさんの指さす方を見ると……そこには、熊くまがいた。

（デケェ……！）

　しかも普通の熊じゃない。

　いや、普通の熊に遭遇したことはないが、普通の熊は人間の身長ほどもありそうな爪つめなんて生えているわけがないし、あんなにデカくもないだろう。

　とても猟りよう銃じゆうなんかでは仕留められそうもないサイズだ。

「そこを動くな」

　じいさんは、悠々と歩きながら、腰から刀を抜き放った。

　今日の装備はいつもの木刀ではない。真剣だ。

　しかもそれは、前世でも見覚えのある武器──刀だった。いわゆる打うち刀がたなというやつだろうか。見とれてしまうほどに美しい刀だった。

「ガアァァアアア────ッ！」

「じいさん！」

　熊がおぞましい咆ほう哮こうをあげ、その巨大な爪を振り下ろす。

　俺の声が届いたのか、判別する術すべはなかった。ただ、その瞬間、じいさんの手が刀の柄つかに触れたように見えた。




　ただ、それだけだ。

　バケモノみたいな熊が、縦に真っ二つに裂さけていく。




　どすん、と音を立てて熊がくずおれ、いまさら思い出したように鮮血が噴き出し、血だまりを作っていく。

　その時には既にじいさんは背を向けていて、チン、と音を立てて刃が鞘さやに納まるところだった。

　何が起こったのか分からない。だが結果は明らかだった。

　じいさんは、ただの一ひと太た刀ちで、あの熊を一刀両断したのだ。ぞっとするほどの畏い怖ふと興奮が、俺の背を粟あわ立だたせる。

（強すぎる……）

　このじいさんは人類のカテゴリーに入れていいんだろうか？

　その太た刀ち筋すじはまるで見えなくて──あまりに圧倒的なその強さに、俺は無性に憧あこがれた。

　じいさんは俺のところまで来ると、一言。

「やってみろ」

　……いやそれは無茶じゃないかなぁ？

　俺を無視して、ジジイが指さした先。そこには唸うなり声ごえをあげる狼おおかみがいた。

　さっきの熊よりはマシだろうか、と思いきや──一匹、二匹、三匹……いやいや十匹はいるんですけど!?

「いきなりあの数は無理だろ!?」

　こちとら初めての実戦なんだって！

　俺の悲鳴に似た叫びに、じいさんはふんとわずかに鼻を鳴らした。

　その姿が霞かすむように消え──狼どもの首が瞬またたく間に飛んだ。

　飛んだ首は合計八つ。残ったのは二匹だけ。しかも狼の背後にじいさんが陣取ったものだから、その退路を完全に断つ形だ。狼たちは驚いたように振り向き、後ずさりながら唸り声をあげて……俺に目標を変えた。

（噓うそでしょ!?）

　咄とつ嗟さに刀を抜く。

　ここに来るまでに、じいさんに持たせてもらった刀だ。

　逃げてくれればいいのに。いや、逃げられないと本能で悟ったのか。

（勝てるのか？）

　しかも狼、二匹相手にだ。目が赤いのを見ると、ただの狼じゃないのかもしれない。

　俺は毎日素振りを続けただけの人間だぞ？　真剣を握ったのは、今日が初めてでしかない。

　手が震え、足が震え、喉が渇かわく。頭の中で、失敗する言い訳が何度も何度も巡った。

　狼から放たれる殺意は本物で、襲い掛かるべく、少しずつ俺を包囲しつつある。初めて浴びせられる殺気に、足がすくむ。

　こんなの無理だ。そう叫ぼうとも思った。じいさんに助けを求めれば、なんとかなる。……だけど。

（また逃げるのか？）

　逃げて、逃げて、逃げてばかりの、十数年。

　毎日木刀を振るい続けた、数年間。

　変わりたいと思った。変われたと思った。逃げ続けた先には、何もなかったから。

　──もう二度と、逃げてなどやるものかと。




「くっそがあっ！」

　俺の叫びをトリガーにしたのか、狼たちが一いつ斉せいに飛び込んでくる。しかも微妙に高さが違う、俺の上半身と下半身にそれぞれ嚙かみつこうとする、絶ぜつ妙みような連携だ。

　──足を使え。

　囁ささやかれたような気がして、俺は踏み出した。震えていた足は、ちゃんと動く。

　二対一はだめだ。まずは一匹潰す。右からとびかかる狼の横に回り込むように、身体を反転させる。

　ふと、ジジイと目が合った気がした。




（ああ、俺は）

　俺はようやく気付く。あのやたらに重い木刀は、この刀と重さも同じ。握りも重心も、違和感がまったくなかったことを。

　身体が遅ち滞たいなく動く。もはや数えきれないほどに繰り返した動きを。

　じいさんの素振りを、静かになぞるように。

（あんたに憧れたんだ、じいさん）

　全身の筋肉を、動きを、加速するように、螺ら旋せんにまわすように。




　速さではない。強さではない。力ではない。

　ただ落ちるように。水が滴したたり、風がそよぎ、葉が落ちるように。




　俺は刃を落とす。

　その一いつ閃せんは、まるで当然のように、狼の首を刎はね飛とばした。





　　　◆　◇　◆






　そして、月日は流れた。

「ただいま」

　扉──はウチにはないので、入口にかけられた布をめくりながら、俺は帰宅を告げた。

「ワウッ」という鳴き声が聞こえて、そちらを見ると、真っ黒な犬……というか狼が尻しつ尾ぽを振っている。

「おークロ、ただいま。留守番ありがとな」

　その全身をわしゃわしゃと撫なでて、もふもふを堪たん能のうしてから、腰に差していた刀を立てかける。

　そして、家の中を見回した。──当然だが、他に誰もいない。

「ったく……」

　ため息を吐いて、水みず桶おけから一杯水を汲くみ、喉を潤うるおした。

「まだ帰ってこないのかよ、じいさん……」

　今この家に住んでいるのは、俺一人。と、一匹。

　じいさんが姿を消したのは、今から一年前だ。手紙を一枚残して、どこかへとふらっと消えたまま、帰ってこない。

　俺の背もすっかり伸びた。たぶん二は十た歳ちはいってないと思う。まあ正確な年齢は知る由もないが、一人で暮らす分に苦労はない。

「まあじいさんがくたばるわけないから、どっかで生きてるんだろうけど」

「ワウ」

　クロは静かに鳴いて、肯定してるんだかしてないんだか──ともかくもう一度、俺はクロを撫でた。

「メシにするか、クロ」

「ワウッ」

　元気よく振られた尻尾に、俺は苦笑した。

　じいさんが残した手紙の内容を思い返しながら。








　拝はい啓けい




　旅に出ることにした。

　お前に教えられることは、もうワシにはない。

　あとは好きにしろ──と言いたいが、そういえば手紙を書いていて、お前に名をつけていないのを思い出した。

　一応、ワシからはユキトの名を贈おくる。名乗る名乗らぬは好きにしろ。




　もしも、己がまだ未熟と感じるならば、ワシを見つけ出してみろ。その時、お前がどれほど成長できているのか楽しみにしておく。




　──追伸。

　家に残した刀と金は餞せん別べつだ。好きに使え。

　修行は怠おこたるな。武の道は一日にして成らず、生しよう涯がいを賭としても成らぬものと心得よ。


敬具　　








　……残された手紙を読んで思ったのは、名づけって今更かよ……という文句より、そういやじいさんの名前知らねぇわ、という驚きよう愕がくの事実だった。

　何せこの山小屋には俺とじいさんしかいないのだ。名前なんてなくっても、コミュニケーションにはまったく不足がなかった。

　そして金である。金を見て俺はようやく、そういえばこの世界の街って行ったこともないんだけど、というのを思い出した。

　金があるんだから当然街もあるんだろう。異世界の街ってどんなだろうな。すごい興味がある。

　冒険者とか、王様とか、姫様とかいるんだろうか？

（もし姫騎士とかいるならぜひ見てみたい）

　いや、じいさんはいかにも日本人って感じだし、もしかしたら超和風の街かもしれない。──などと思いつつも、じいさんが消えてから今日までの一年間、結局俺は一度も山を下りていない。

　なぜかというと、目標があったからだ。

　それは……この山を『制覇する』ということ。

　俺が住んでいるこの山は、登れば登るほどに魔物が凶悪になっていく。

　じいさんに言われるまでもなく、剣の修行を怠るつもりがない俺としては絶対に頂上を制覇したい。

　これをやらずに下山するのは『逃げ』のような気がするのだ。

「ま、そろそろいけそうな気はするけどな」

「ワウ？」

　クロに首を傾かしげられて、俺は苦笑した。

　──このクロは、俺が森の中で拾った子狼だ。

　多分、魔獣だと思う。最初に俺が斬り殺した狼と同種のやつだ。ただ違うのは、色が黒いということ。そのせいかこいつは同族から孤立し、大おお怪け我がをしていたのだ。それを助けてやったら懐なつかれて、今は一緒に住んでいる。

　最初は危なくないかと思いはしたものの、今やクロは俺にとって最大の癒いやしだ。

　孤独っていうのは、どうにも心を蝕むしばむ。クロがいなかったら、俺は一年もここに長居せずにとっとと下山していたに違いない。

「さっ、できたぞ、クロ！」

　クロ用のステーキ──なお材料は牛の魔獣だ。なぜかクロは生より焼けた肉が好きらしい──を皿に盛って地面に置く。

　尻尾を振りながら皿に顔を突っ込むクロに、小さく苦笑しつつ、俺は自分のステーキも焼くべくフライパンに肉を投入した。





　　　◆　◇　◆






　俺が生まれ育った山は、まさしく天てん嶮けんというべき山だった。

　断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきの連続。登山道などあるはずもなく、ましてや登山道具など俺が持っているはずもない。おまけにそんなところで魔物に出くわしたら最悪である。

　一番やばかったのは、崖をロッククライミングもどきで登っているときに襲ってきたハーピーの群れ。

　あれはマジで死ぬかと思った。ハーピーに飛び乗ることに失敗していたら、と思うと今でも冷や汗が出る。

　この世界はゲームじゃないし、魔物が手加減なんてしてくれるはずがない。どいつもこいつも殺意がマジだ。中には頭を使って必殺の状況を仕上げてくるような奴やつもいた。

　しかも雪が解ける夏から、秋が終わるまでには登りきらなくてはならない。冬が来れば、登るのはまず不可能である。

　どうにか頂上に到着したのは、下山の時間も考えればギリギリだった。

「やっとここまで来たか」

　何度も何度も死にかけて、ついに辿たどり着ついた山頂。

　そしてそこにあったのは──。

「巣だな、これは」

　見た目は燕つばめの巣に近いだろうか。だがスケールが明らかに違う。葉や枝を集めて作った巣が、山頂のだだっ広い空間全体を占有している。

　こんな広い空間を巣にする奴がいたとしたら、それはつまり、本体もクソデカイということになる。

「嫌な予感しかしないなぁ」

　俺の頭によぎったのは、ひとつの予想。だけどな、多分そうだと思うんだよ。だって前に見たことあるし。

　不意に聞こえた、頭上で羽ばたく音。俺は空を見上げる。

「……だよねぇ」

　黒こく竜りゆう。その名が、真っ先に浮かんだ。

　天上から俺を睥へい睨げいするそいつ……漆しつ黒こくの鱗うろこを持つドラゴンは、不ぶ躾しつけな侵入者に巨大な咆哮をあげた。

「ＧＲＡＡＡＡＡＡＡＡ───!!」

　咄嗟に飛びのく。何の前触れもなく、俺が立っていた地面が爆ばく砕さいした。

　──風の魔法か。

　魔物の中には、魔法を使う奴がいる。さきほど名を挙げたハーピーもそうだ。あいつらは風魔法を得意としていて、ウィンドカッター（仮）を無数に放ってくる厄やつ介かいな魔物だ。

　風の魔法が厄介なところは、不可視だということだ。音で判別はできるのだが、視覚の場合と比べて避けるのが非常に難しい。

（ちっ──）

　刀を抜き放ち、飛来する風を斬り裂く。

　風の弱点は、脆もろい、つまり攻撃力が弱いということだ。斬ってもなおこちらを焼いてくる火、質量のレベルが違う土や水に比べ、見切れば対処は容易たやすい。

　だが、こいつは。

（重……ッ!!）

　ハーピーなんかとは、まるでレベルが違った。

　あちらが風の刃とするならこちらは風の爆撃。直撃したらただで済むとは思えない。

　足を使え、と。

　じいさんの言葉が脳裏を灼やいた。

（わかってるさ！）

　半ば胸中で叫ぶように返しながらも走り出す。

　その俺を追うように、次々と飛来する風の爆撃が地面を跳ね飛ばし、草木が派手に宙を舞った。

　巣の上は非常に走りにくいが、このくらいはなんともない。

　じいさんとの修行は、剣だけでなく身しん体たい能力全体に及およんだ。某国の映画に出てきそうな、岩の上をぴょんぴょん跳ぶあれもリアルにやらされた。

　戦いにおいて、足は非常に重要だ。歩法は奥義に通ず、というのは前世で聞いた話だが、まさしくその通り。

　だがそれでも、状況は圧倒的に不利。

　曲がり、跳び、次々に飛来する爆撃を避けつつも、胸中でそう愚ぐ痴ちをこぼさずにいられなかった。

　相手は上空。降りる気配はまったくなし。当たり前だ。空を飛ぶというアドバンテージを捨てる理由など欠片かけらもない。──だが。

（俺は、この山を登ってきたんだ）

　その中には、当然空を飛ぶ奴など山ほどいたのだ。空を飛ぶ相手への対策が、ないわけがない。

　この世界は、異世界だ。異世界には魔法がある。

　生あい憎にくと魔法使いに会ったことはないが、魔法が実在する異世界で、剣技はただの剣技でいられるだろうか。

　答えは、否である。

　魔法使いが魔法を使うように、剣士もまた目に見えぬ力を技と成す。

　抜刀。

　鞘から抜き放たれた一閃は虚こ空くうを奔はしり、黒竜の翼を斬り裂く。




　──斬形、断たち紡つむぎ。




　刃を風によって伸長し、遠距離まで斬撃を届かせる技だ。衝撃波みたいなものを飛ばす技ではないので、断ち斬れるか否かは己の技量次第。

（クソ硬かてェ！）

　他の魔物とは比べ物にならない硬さに悪態をつきながら、身体を翻ひるがえして爆撃を避けつつ地面に着地する。

　じいさんとの修行の成果のおかげでこれまで刃を届かせても斬れないなどということはなかった。ここに来てはじめての敗北だ。

「ＧＲＡＡＡＡＡＡ───！」

　傷をつけられた怒りか、黒竜はさらに咆哮をあげ、がむしゃらとも思える速度で爆撃を連発する。黒竜の爆撃は激しさを増し、しかし息切れする様子もまるでない。

　肺の中の空気を思いっきり吐き出し、自分を『冷静になれ』と落ち着かせた。

「やっぱ、使うしかないよな」

　じいさんがいなくなった後も、この山に居続けた理由。それはこの山を制覇する以外に、もうひとつあった。

　それは、じいさんを超えること。

（──何が、楽しみにしておくだ）

　いつか俺もああなりたいと、その一心で素振りを始めた。

　憧れ、震え、渇かつ望ぼうした。

　超えたいと、切に願った。

　けれど、じいさんは姿を消し、ゆえに、俺は山を下りられなかった。山を下りてしまったら、あの場所を離れてしまったら、眼めに焼き付いて離れないあの光景が、色いろ褪あせてしまうような気がして。

　息を整える。じいさんが俺に残した『気』という技術。気とは呼吸をもって森しん羅ら万ばん象しように通ずるものだと、じいさんは言った。

　詳しい内容は、何一つ語ってはくれなかったが。

　だから……この技を完成させるのに、三年かかった。

「──雷らい霆てい、解放」

　バンッ、と空気が弾はじけるような音を立てた。

　瞬間──一瞬前まで俺が立っていた場所が、黒竜の爆撃によって弾ける。だがそこには、もう俺の姿はない。黒竜の視界にさえ。

　俺は、空中にいた。黒竜の頭上、そのさらに高く。




　──錬れん気き、雷霆解放。




　錬気とは、いわゆる身体強化のことだ。気を特殊な呼吸法で練り上げ、己の身体能力を限界まで高める。その錬気の発展技、雷霆解放──己を雷霆に変え、超速の身体能力を得る技。

　じいさんを超えるため生み出した、俺のオリジナル。

　極めて繊せん細さいな錬気のコントロールが必要で、何度も何度も失敗し、そのたびに死ぬような苦痛を味わった。

「終わりだ」

　天歩を解除し、俺の身体が自由落下を始める。

　殺気に気づいたのか、頭上に俺を見つけた黒竜が、風魔法を連射した。だが、もはや雷速となった俺の天歩を捉えられるはずもない。

　虚空にわずかな雷光を残して、俺の姿が搔かき消える。

（──殺とった）

　黒竜の懐ふところに飛び込んだ俺の瞼まぶたに浮かんだのは、やはり、あの日見たじいさんの一刀で。

　なぞるように。

　落ちるように。

　振りぬかれた一刀は、黒竜の首を断ち斬った。
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　その日、信じがたい連絡を受け取ったヴァイゼフ・リヴォレ陸軍中将は、手元の書類を処理しつつ、何度となく時計を気にしていた。

　そのたびに軍服の襟えり元もとを直し、喉を鳴らす。

　歴戦の勇将であり、戦時において師団を率ひきいれば『鬼』とも例えられる彼が、こうも緊張を隠せないのには、無論理由がある。

　それは、先ほど無線によって告げられた、ある来客についてだ。

「閣下。お客様がお着きになられました」

「っ、通せ！」

　椅子から立ち上がり、開かれていく扉、その先に立つ男性を凝視する。

　かつて見たときよりも白髪が増えたように見える黒髪。腰には一本の刀。

　間違いない……！

「よく来て下さりました。お目にかかれて光栄です、老師」

「突然の訪問、失礼する」

　それは、伝説に語られる剣けん豪ごう。

『剣けん聖せい』と大陸に謳うたわれる、唯一の人物。

　──曰いわく、世界最強。

　──曰く、単独にして戦車大隊に匹ひつ敵てき、いや凌りよう駕がすると軍の情報局が戦力評価を下した男。

　武を貴たつとぶ帝国において、決して無む下げにできない人物だった。

　失礼にならないようソファーに案内し、彼が座るのを確認してから、自分もまたソファーに腰を下ろす。

　秘書が出してくれた茶──老師の趣味に合わせ、予あらかじめ用意しておいた東方茶である──で唇を湿らせつつ、ヴァイゼフは口を開いた。

「まさか、老師ほどの方に、我が要よう塞さいにお越しいただけるとは」

「旅の道中でな。精強と聞くこちらの訓練を拝見させて頂きに参った」

「ええ、それは是非とも」

　ヴァイゼフ中将の心が躍るのも、当然のことだ。

　伝説と名高き剣聖が、訓練を見学する。帝国人、特に帝国軍人はどいつもこいつも戦闘マニアの気質があるものだ。そんな彼らにとって世界最強の武人など大スターに等しい。当然、士気も上がろうというものだ。

　無論、武人だけあってサインなんていう話にはならないが、もし手合わせできたら末代までの自慢話となるだろう。自分も参加できないものか、あわよくば手合わせなど、と逸はやる気持ちを押さえつける。

「旅とおっしゃいましたが、どこまで？」

「帝都まで」

　ほう、とヴァイゼフは相あい槌づちをうつ。

「この時期に帝都ですと……武芸大会ですかな？」

　武芸大会──帝都戦技大会は毎年秋に行われる、双月祭イリオヴアーレの目玉のひとつだ。

　現代戦において戦車や銃といったものが登場し、主力となりつつあっても、白兵戦は極めて重要視されている。

　気や魔法で強化した一剣士が、銃を装備した一個小隊に優まさるのだから当然である。もっとも、それを成しえる者は極めて少数であるが。

　そういう意味で、軍もまた戦技大会を注視していた。スカウトの場としてだ。

　ギルドや傭よう兵へいもそうだろう。あるいは犯罪組織も。

　もし、伝説に謳われる剣聖が観戦するともなれば、今年の大会はかつてない盛り上がりになるだろう。そんな想像を巡らせて、ヴァイゼフは密ひそかに身震いした。

　しかし……と、彼は剣聖の顔を窺うかがう。

　剣聖といえば、ただひたすらに鍛錬に没頭し、他者に興味を示すことはないと聞いていた。市井に姿を現すことさえ稀まれな話だ。どういう心境の変化なのだろう。

「なに、彼あ奴やつもそろそろ来る頃だろうと思ってな」

「彼奴……？」

　ふ、と笑って、老師は茶を啜すする。

（まさか、老師の気を引く人物が……？　どのような手て練だれだ？）

　結局、老師はそれ以上何も喋しやべりはしなかった。

　その後、老師が手合わせをしてくれることを了承し、小こ躍おどりしたヴァイゼフだったが、『老師の気を引く人物』について報告し忘れてしまったのは、果たして吉と出るか凶と出るか。

　今の段階では、誰にも分からないことだった。
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　俺がこの世界に生まれ変わって、十数年。ついに、この日が来た。

「着替えよし、食料よし、忘れ物はなしっと」

　久々の大掃除を終えて、魔獣の皮で作った手製の袋を背負う。

　この袋ひとつ作るにも、大いに思い出がある。皮のなめし方も見み様よう見み真ま似ねで覚えたものだ。

　荷物は最小限。食事は基本的にサバイバル、道中で確保しながら行く。

　また街に下りたときに売れるかもという理由で、黒こく竜りゆうから剝いだ鱗うろこも入れてある。

「行くか、クロ」

「ワウッ」

　クロを一撫なでして家を出る。数歩歩いて立ち止まり、そして振り返った。

　転生してから今日までずっと過ごしてきた家。じいさんと二人、クロが増えてからは三人、じいさんが消えてからはまた二人、ずっと暮らしてきた家だ。

　自然と、俺は家に向かって頭を下げていた。

　頭をあげ、ふうっ、と息を吐いて、そして駆け出す。俺は今日、はじめて人里に下りるのだ。




　山は下りれば下りるほどに魔物が弱くなっていく。だから当然、下りることにさほどの難しさはない。

　だが問題はある。どこに向かえばいいのか、ということだ。山を下りることを決めてから今日まで考えてきたが、結局どこに行けば人里に辿たどり着つけるかなんてわからない。

　だからまずは小川を目指す。

　川沿いに街をつくるのは定番、という何とも怪しい根拠に基づいた理由だ。もし途切れたら、そのときはそのときで考える。

　結局そうするしかない、というのが俺の結論だ。川があれば、とりあえず飲み水には困らないというのが最大の理由でもある。

「ほいっと」

　牛型魔獣の突進をかわし、撫でるように首を落とす。

　山の麓ふもとにある森に生息している魔獣で、その突進は大木さえ簡単に薙なぎ倒たおす威力がある。が、山の魔獣に比べれば今更苦戦するような相手でもなく、あっという間に晩飯に早変わりである。

「クロ、今日はご馳ち走そうだぞ～」

「ワンワンッ！」

　今日は少し先でキャンプかなあと思いながら、川で牛──多分魔獣だろう──の血抜きと解体を進めていく。なぜここでキャンプしないのかと言えば、血が魔物を引き寄せるからだ。

　寝ている最中に襲われるのはとても面倒くさい。夜に森で戦うのは、人間には不利だ。できないことはないが、わざわざやる必要はない。

「しかし、いつ森を抜けられるんだろうなぁ」

「ワフ」

　ついこぼれてしまった愚ぐ痴ちに、クロはひと鳴きを返す。それ何回目だと呆あきれられている気がしなくもない。

　山を下り、森に入ってから一週間。まったくもって抜けられる気配がない。

　ひょっとしたら方向が違うんじゃないか、もしかしてこの世界には森しかないのかとすら思えるほどに。

（こんなことなら、じいさんに少しでも聞いておけばよかった）

　歩けど歩けど森、森、森。旅ってこういうことじゃないよなぁと思う。

（異世界の街ってどんなところなんだろう）

　冒険者ギルドとかあるのだろうか。可愛かわいい受付嬢がいて、強こわ面もての冒険者に難なん癖くせつけられたりして……。なんていう定番の妄想をしつつ牛を解体していると、ふと、遠くから音が聞こえてきた。

　パンッ、という小さな爆発のような音が連続する。

（……銃声？）

　前世の映画やテレビで見た、というか聞いた音にとても似ている。

　まさかこの世界に銃があるのだろうか。そのパターンはちょっと想像してなかった。不意に、銃に襲われて勝てるのか、と想像する。

　銃といえば前世で最強の武器。剣と銃が戦えば銃が勝つ。それが当たり前だ。

　ただ修行を続けていく中で、自分自身、前世では想像もつかないほどの強さを得たという自負もある。岩をも両断する風魔法にも耐えられる。なら銃にも耐えられるかもしれない。

（……見てみたいな）

　もし銃があるのなら、その威力を。その危険性を知っておきたい。

「クロ、ここにいて」

　もしかしたら危険かもしれない。だからクロは置いていく。

　未いまだ断続的に続く銃声の方向に、俺は木々の間を縫って走り出した。
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「このままじゃマズいです、先輩！」

　悲鳴にも似た叫び声に、イリア・オーランドは唇を嚙かんだ。

　イリアは周囲に目線を走らせる。四人の男女──班の仲間たちは、既に限界が近い。

　今日は年に一回行われる野外演習、軍事教練演習の日だ。

　最初は何の問題もなかった。斜しや陽ようの森と呼ばれるこの森は、浅せん部ぶであればそれほど危険性はない。深部に行けば危険になるし、さらにその奥には指定禁域レツドフイールドとされるガリオン山脈があるが、近づかなければいいだけの話。

　しかし何の間違いか、浅部でＣ級指定魔獣、ホワイトウルフの群れに襲撃された彼女たちは、追い立てられるように深部に踏み入ってしまった。

　あの時、無理にでも包囲網を食い破って撤退していれば、と後悔しても遅い。もっとも最初の奇襲によって怪け我が人にんが出てしまった時点で、それは極めて分の悪い賭かけだったのだが。

　気が付けば、ホワイトウルフだけではない、Ｂ級指定魔獣のレッドベアに襲われた彼女たちは、もはや絶体絶命の危地と言えた。

「……リリー、もう動ける？」

「は、はい……」

　リリーと呼ばれた少女は、最初の奇襲で怪我を負ってしまった下級生の少女である。

　止血こそ施ほどこしたが、顔色はひどく悪い。あるいは傷口から菌が入った可能性もある。すぐに本格的な治療をしなければ危険かもしれなかった。

「私が魔獣を引き付ける。その間に包囲を突破して」

「そんな、無茶だ！」

「救援要請は出した、じきにハンターたちが救援に来てくれる。……できたら、ここまで連れてきてくれたら助かるわ」

　学校から貸与された通信機は広域発信機つきである。救援が来るという彼女の言葉は無根拠なものではなかった。

　しかし、それに反発したのは、一人の男子生徒だった。手にしたアサルトライフルを魔獣の群れに向けながら叫ぶ。

「それなら、俺も残る！　君を一人置いてなんていけない！」

「レーヴ君」

　その発言は、一見すれば男らしいものだっただろう。だがそれは、実力が伴ともなっていれば、だ。

「悪いけど、足手まといだわ」

　眉尻を吊つり上あげたイリアは、その発言を切って捨てた。ぐっ、と唇を嚙むレーヴに、今度は「大丈夫」と彼女は笑いかける。

「過分だけど、私がＢ級相当って評価を受けてるのは聞いてるでしょう？　大丈夫、もたせるだけならいけるわ」

「…………」

　その言葉に、同行していたメンバー全員が沈黙した。

　その発言が極めて合理的であることを、彼らは認めざるを得なかったから。

　怪我人を背負ったまま戦い続けるのはあまりに不利。このままでは、救援が到着する前に全滅する。ならば一人を囮おとりにし、他の全員で撤退するしかないのだ。

　そして囮にされてなお生き残れるとしたら、彼女しかいない。

「さあ、行って！」

「くっ──」

　抜剣。一人レッドベアの眼前に躍り出るイリアに、レーヴたち他の面々も従うほかない。「死ぬなよ！」という悲痛な叫び声を残し、イリアとは逆方向に走り去る。

　……イリア・オーランドは、士官学院においても有数の生徒である。

　特にその剣の腕は、ギルドにおいても『Ｂ級相当』とも認められるほどだ。

　だが、相当、である。

　それはつまり、彼女には実戦経験が欠けていることを意味している。

（死ぬなよ、か）

　無茶な注文だな、と彼女は小さく笑った。

　彼女がここに残り、他のメンバーを脱出させる。合理的で、理性的。確かにもっとも助かる可能性が高い。……自分以外は。

　当たり前だ。ここに残される彼女が死ぬ確率は、上がる。

（大丈夫）

　手は震えていない。足も動く。

「騎士の家に生まれた者として、ここで退ひくわけにはいかないわ」

　それは宣言だった。彼女の心を奮い立たせるため、折れないための──たとえこれが最期になろうとも。




　戦え。

　逃げるな。

　命を賭して。

　心の奥底で喚わめきたてる、悲鳴をしまって。





　　　◆　◇　◆






（銃声が離れていく？　でも──）

　森を駆けながら、離れていく銃声に首を傾かしげ、気配を探る。

（いや、一人残ってる。魔獣もそっちに……囮か？）

　銃は気になるが、どう考えても、残っている一人がピンチに思えてならない。

　勝手に乱入したら怒られる、というか敵対視される可能性もなくはないが、いや、見殺しにするのはどう考えてもアウト。

（数は、熊が一、狼おおかみ多数っと）

　歩法、天てん歩ほ。

　宙を駆って直進、さらに加速する。

（捕とらえた──!!）

　刃を落とす。足が地面を滑りながら着地すると同時、熊の首が、何の抵抗もなく宙を舞った。

「えっ？」

　今にも熊と剣を交えようとしていた、一人の女性。そのすぐ横に立って、一言「助すけ太だ刀ちします」と告げた。

　だがその姿を視界に捉えた瞬間、思わず息を吞のむ。

　とんでもない美人だった。前世でも見たことがないレベルの。

　金きん糸しを編んだような髪が風に舞い、切れ長の目はエメラルドのような翠みどり色いろ。その顔立ちは、土つち埃ぼこりで汚れていてもなお女神のように美しい。

「あー……その、大丈夫ですか？」

「は、あ、え、はい」

　混乱しているらしい彼女に声をかけ、安全を確認。

　怪我らしい怪我はしてなさそうだ。服や顔は汚れてるけど、傷は見当たらない。

「えーと、狼のほうも片づけますね」

　とりあえず魔獣死すべし慈悲はない、だ。こいつらがいると落ち着いて話もできない。




　──歩法、白しら水みず。




　流れるように、包囲を狭めようとしていた狼の眼前に歩を進める。

　白水は、簡単に言うと意識の間かん隙げきをつく歩法だ。相手の呼吸を読み取り、急速な加減速を用いた特殊な歩法によって、意識の裏側に回り込む。

　相手にしてみれば、気が付いたら目の前にいた、となる。

　こうなってしまえばもう終わりだ。振りぬいた刃が簡単に狼の首を斬り飛ばし、他にいた狼も同様に斬り飛ばしていく。

　瞬まばたきほどの間に、死体の山ができ上がった。

　血振りした刀を鞘さやに納め、小さく息を吐く。女性の方に振り向いて目線をやると、あからさまに、少女は顔を引きつらせていた。

「……ハンターの方ですか？」

「ハンター？」

　首を傾げると、その目にあからさまな警戒の色が宿った。

　やっべぇめっちゃ怪しまれてる！

「えっと、通りすがりの者で、戦闘音が聞こえたから──あ、俺は向こうの山に住んでたんだけど」

「山？　住んでた？」

「そ、そうだけど……」

　じーっ、と見つめられて、思わず目をそらしてしまう。

　美人に警戒の目で見つめられるのって、なんでこんなに緊張するんだろう。

「……失礼しました。それより、助けていただいて本当にありがとうございます」

「いえ、こちらこそ……」

　何がこちらこそなのか。

　頭を下げ返し、あからさまに挙動不審な自分に呆れていると、

「ふふっ」

　という小さな笑い声が聞こえた。彼女を見れば、口元に手を当てて小さな笑みを浮かべていた。だがそれも一瞬で、彼女はごほんと咳せき払ばらいをして、手に持っていた剣を鞘にしまった。

「失礼しました。凄すさまじい戦いっぷりだったので……助けていただいたのに、失礼な態度をとってしまって」

「あ、いや、ダイジョウブっす」

　なんでそんな口調なのかって？　緊張してるんだよ！　めっちゃ美人だから！

「イリア・オーランドと申します。この度の救援、誠にありがとうございました」

「あー……ユキトといいます。そんなにかしこまらなくても。多分、同年代だと思うし」

　お互いに頭を下げて自己紹介。イリアさんかぁ。名前も美人っぽいなあ。

　歳としは恐らく十代後半、二十歳にはなっていないだろうか。凜りんとした、涼やかな雰囲気の女性だった。もし日本にいたら大騒ぎされること間違いなしの美少女である。

「では、私のことはイリアと」

「じゃあ俺のこともユキトで」

　握手をかわし、涼やかな笑みを浮かべる彼女に思わず見み惚とれてしまいながらも──ふと、背後に迫る気配に気づいた。

「あ、救援が来たみたいだ」

　俺がそう言って振り向くと、その数秒後、木々の向こうから十数人でこちらに向かってくる姿が見えた。





　　　◆　◇　◆






　まさか、こんなことになるとは思っていなかった。

　俺は無実だ。そう叫びたい。

　コンクリート壁に囲まれた密室の中で、あるのは机がひとつと椅子ふたつ。いかにもカツ丼どんが出てきそうな部屋の中で──言ったらマジで出てきそうだから言わない──俺はうなだれていた。

「……で？」

「いやだから、山から下りてる途中で戦闘音がしたもんだから、こりゃ助けに向かわないと、と……」

「ほう。つまり君はあの山、つまりガリオン山脈にいたわけだ」

「え、はい」

　こう答えたが最後、俺はこの部屋に詰め込まれてしまったわけだ。

　ちなみに俺をここまで運んだのは車──そう、あの車だ。自動車だ。エンジンふかしてブンブンいわすあの車だ。

　ちょっと待ってほしい。

　俺は死んで、異世界転生をしたはずである。

　剣も魔法もあって、ドラゴンさえいるあの異世界だ。そのドラゴンをぶっ殺した俺が言うんだから間違いない。

　だがこれは何だ？

　銃はある、車もある、ここに来るまでに携帯電話っぽいものも見た。

　いやいやいや待ってほしい。

　俺の考えてた異世界ってのは、中世っぽいアレであって、銃も車も携帯もあるような世界ではない。断じてない。勇者とか魔王とかいて、なんやかんや活躍してキャッキャウフフのハーレム生活！　的な世界のはずだ！

　銃や車、携帯やらオシャレなカフェやらがあって列車が行きかうような世界ではない！

　俺の考えてた異世界転生と違うんですけど!?　どういうこと!?

「……何を百面相してるんだい、君は？」

「ナンデモナイデス」

　二人きりの部屋の中で、何も言わずに紙にペンを走らせていた青年が、呆れ顔で言った。するとその後ろにある扉が、がちゃりと開く。

「確認が取れた。戸籍登録なし、入国情報なしだ」

「了解です」

　そりゃそうだ、と思った。

　何しろずっと山の中に住んでたのだ。戸籍なんてあるわけないし、あのジジイがそんな気の利いたことをするわけない。

　今の俺の状況は、戸籍もない謎の不法入国者Ａである。

「……あのう」

「ん？　なんだい？」

　恐る恐る声をかける俺に、目の前にいた男性が首を傾げる。

「そのう、俺はこれからどうなるんですかね……？　逮捕されたり……？」

「なんで？　何か悪いことしたの？」

　えっ、と声が漏れそうになった。

　まさかのトラップ!?

「いやでも、戸籍がないとか……」

「そりゃあ君の言うことが正しいなら、あの山にずっと住んでたわけだから。それで罪になるなんてことはないよ」

　苦笑する青年に、どうやら取り越し苦労らしいと、思わず俺はため息を吐ついてしまった。

　目を見合わせた彼らは、少し困ったように笑って、俺の肩を叩たたく。

「ただ、こういうのは滅めつ多たになくてね。外国のスパイじゃないかって声もあって──」

「そ、そんなことは！」

「分かってるよ。外国のスパイがあんな堂々と人助けなんかしないって。ただ一応確認をする必要があるからね」

「確認、ですか……」

「まぁ、その辺は大丈夫だと思うよ。オーランド伯はく爵しやくが口添えしてくれるって話だし」

　オーランドハクシャク……？

　ハクシャク、たぶん伯爵だ。どうやらこの国には伯爵がいるらしい。

「そもそも僕らは警察じゃないし、君を逮捕なんてする権限はない。ただ今は根回し中で、勝手に出歩かれると色々困るんだ。すまない」

「あ、いえ」

「そもそも君がいなかったら、オーランド嬢は無事でいられなかった可能性が高い。君は一人の命を救ったんだ。そんな人を無下にするつもりはない。安心してほしい」

「あ、ありがとうございます……」

　も、ものすごくいい人だ。逮捕されるかもと青くなってたのが、すごい悪いことをした気になるレベルで。

「ただ……ちょっと説明させてほしい」

　彼はもう一人から受け取った地図を開き、机の上に広げた。

　かなり広めの地図だ。その大部分を占める森、そして山。山はなぜか赤い円で囲まれている。

「これが君と会った森。斜陽の森と呼ばれてる。危険度はＥからＢ、そこそこ魔獣はいるけど、浅域であればそれほど危険でもない森だ」

　斜陽の森……俺が捨てられていた森だ。そんな名前がついてたのか。

「で、こっち」

　彼は地図をなぞり、そして赤い円で囲まれた山を指さす。

「こっちはガリオン山脈、ガリオン山と呼ばれてる。このあたりは、いわゆる指定禁域レツドフイールドでね」

「指定禁域レツドフイールド？」

「立ち入り禁止区域ってことだよ。まあ、実際に住んでた君からしたら寝耳に水だとは思うけど」

　マジかよ。おいジジイ、なんで立ち入り禁止区域に勝手に住んでるの？

「まあ立ち入り禁止といっても、私有地というわけじゃない。僕たちハンターギルドが指定して、危険だからと封ふう鎖ささせてもらっているだけだ。入ったからといって法律で罰せられるわけじゃないから、そこは安心してほしい。ただ」

「ただ……？」

「今後、ここに立ち入る──まあ君にとっては里帰りだね。そうする場合、ハンターギルドに連絡してほしい。あと、ここに住んでたってことは他人にはなるべく言わないように……危険度を勘違いした民間人が入ってしまったら事だからね」

　そりゃそうである。まったくもって納得のいく説明に、俺は迷いなく首を縦に振った。

「僕らからはそれだけだ。警察や上への根回しがもう少しかかるから、よかったら休憩所に案内するよ。お腹なかも空いてるだろう？」

　爽やかに笑った青年ハンターに、俺は「そういえばあの牛、結局食わなかったな」なんてことを思い出した。

「ところで、クロ……俺と一緒にいた犬はどうなりました？」

「犬って……まあいいけど。一応魔獣だからね、検疫とか色々あるんだ。もちろん、君との意思疎通もできているようだし、殺処分なんてことにはならない。街で君と一緒に過ごせるようにする。約束するよ」

「……よろしくお願いします」

　クロを勝手に殺すなんてされたら、俺は暴れる自信があるぞ。

　ここは信じるしかないと、俺は頭を下げた。




　案内された休憩所は、学校の食堂にも似ていた。おまけに食券制である。ファンタジー要素ゼロだ。食券の買い方も、俺を取り調べた青年ハンター──シルトさんと言うらしい、銀髪碧へき眼がんの爽やかな青年だ──に習ったのだが、日本と全く同じだった。

　奢おごってくれることになったので、トンカツを頼んだ。シュニッツェル、という名前のやつだ。説明を聞いてもわけのわからん料理もあったのだが、ここでチャレンジする精神は俺にはない。

　シュニッツェルは普通にうまい。ソースはなくレモンをがっつりかけて食べるのだけど、塩やスパイスがいい具合に効いていた。パンも柔らかくて、転生ファンタジーでよく見るゴツゴツ系の黒パンはないらしい。

　ちなみに和食はなかった。

　シルトさんに聞くと、そういう感じの店はあるらしく、ショウユやミソという調味料も、少し高いが市場にあるようだ。

「君は東方の出身なのかい？」

「あ、いえ」

　言われて少し焦った。なんでショウユやミソを知ってるんだと言われると困る。まあじいさんから聞いたということにしておいたが。

「おう、お前がユキトって奴やつか？」

　シュニッツェルを食べ終わり、食後のコーヒーを飲んでいると、野太い声が俺の名を呼んだ。

（でかっ!?）

　身長二メートルほどもある巨漢が、両腕を組んで俺を見下ろしていた。

　口元に大きな傷がある、いかにも荒くれ者という感じの大男だ。

「グラフィオスさん。帰ってたんですか」

「おう、シルトじゃねぇか。さっきな」

　グラフィオスと呼ばれた男は、手に持った缶コーヒーを机に置き、シルトさんの横に座る。

「あのガリオン山脈に住んでたっていう野生児がいるって聞いてな」

「野生児って……」

「で、実際どんなもんだよ」

　何が？　と俺が首を傾げると、「ガリオン山だよ」と彼は言った。

「あのＡ級、下手したらＳ級の指定禁域レツドフイールドに住んでたんだろ？　実際、どんな魔物や魔獣がいたのか聞いておきたくてな」

　はあ、と曖あい昧まいに頷うなずく。

　超絶怖そうな見た目のわりに、話してみるとそうでもないかもしれない。にっと快活に笑うその表情や、眼めの感じなんか理性的というか、むしろ優しげにも見える。

「そうですねぇ……」

　俺は紙カップのコーヒーを啜すすりつつ、あの山を思い起こす。

　確かにハンターという職業上、どういう場所にどんなモンスターがいるかってのは重要な情報だよな。

「まず俺が住んでたのは、山脈の中で一番高い山でして」

　ガリオン山脈、と呼ばれているらしいあの山は、いくつもの山が連なってできている。

　ただ正確には、一番でかい山の周りに、連なるようにして山があるという感じだ。

「周りの山については、正直そこまで危険でもないです。居たとしても、熊、狼、蛇へび、あとは……山頂付近にしかいませんが人型の鳥ですね」

「……蛇は分からんが、人型の鳥は、ひょっとしてハーピーか？」

　多分それです。

「で、一番高い……まあ俺が住んでた山なんですけど、下層、中層、高層で出てくる魔物がぜんぜん違うんですよ」

　下層に出てくる奴は、周りの山に出てくる連中とそんなに変わらない。ハーピーもいない。いたとしても、じいさんに両断されたあの超でかい熊だ。あれがあの一帯のボス級といえる。

　そして中層──ここは俺たちの小屋があった場所だが、この辺りからさらにデカい魔物が出没し始める。キマイラっぽい奴とか。あと魔法を使う敵がかなり多くなってくるのだ。

「中層を越えると、クソでかい鳥や、ハーピーが群れになって襲ってくるので結構危険です。しかもこのハーピーは羽が黒いんですけど、風魔法をバンバン遠距離から撃ってくるんです。対抗策がないと、正直難しいと思います」

　多分あのクソでかい鳥はグリフォンって名前だと思うんだよなぁ。それかロック鳥か。そのうち調べてみようかな。

「そいつぁヤベェな……」

「一番ヤバイのは、断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきを登ってる時とかですね。あいつら遠慮なく身動きできないこっちを狙い撃ちしてくるので」

　その光景を想像したのか、シルトさんなんかは顔色がやや青くなっている。

「しかし中層でも、ヤバい魔獣が出るんだろう？　よくそんなところで生活できたな」

「ああ、まあ対策があるんで」

「対策？　魔物除よけか？」

　え？　そんなのあるの？

　いやありそうだなぁ……。

　俺は首を横に振って、その対策を告げる。

「小屋の周りに、強めの魔物を殺して死体を放置しておくんです。アイツら案外頭がいいんで、危険だと判断して近寄ってこなくなるんですよ」

　とってもシンプルな解決方法。近寄ったら死ぬよ（ガチ）戦法である！

　これの欠点は、毎日狩ってないとそのうち効果がなくなるのだ。あと弱い魔物じゃダメ。逆に寄ってくる。

　上層あたりから強い魔物を引っ張ってきて、適当に死体を撒まいておけば、中層の魔物はまず姿を現さなくなる。当たり前だが大変臭いので、小屋から離れた位置に配置するのがコツだ。

　意気揚々と語っていたのだが、啞あ然ぜんとする二人を見て、しまった、と反省した。

　ここは食堂である。そんなスプラッタな話をしていい場所ではない。メシがまずくなるどころじゃなかろう。悪い事したな……。

「あの……ところで君の荷物に、黒い鱗がいっぱい入った袋があったんですけど」

「あ、それは頂上に住んでたドラゴンの鱗です」

「ドラゴンだと!?」

　えっ、何？

　グラフィオスさんが突然叫んで立ち上がったかと思いきや、俺をガン見してくる。なんかマズいこと言った!?

「え、ええ……売れるかなって……」

「おま、それは──」

　グラフィオスさんが何かを言いい募つのろうとした矢先、ピピピ、という電子音がどこからともなく鳴った。シルトさんがやや慌てたように、ポケットから携帯端末フイジフオンを取り出す。

「失礼。……ええ、ああ、はい。了解しました」

　何やら一言二言話して、シルトさんが携帯を切ると、ふうと息を吐いた。

「あー、ユキトさん。根回しのほうも終わったんですが、その、会いたいと仰おつしやられる方が来てまして」

「え？　俺にですか？」

「はい。オーランド伯爵です。どうされますか？」

　えっ、なんで？

「君が救った、イリア・オーランド嬢の父上だよ。君にぜひお礼がしたいと」




　シルトさんに連れられ、建物の外に出ると、リムジンみたいないかにもな高級車が止まっていた。その前に立っていたロマンスグレーの執事らしき人が、恭うやうやしく俺に頭を下げる。

　だが俺としては、一つ懸念事項があった。

「あの、クロは……？」

　クロを放っていくわけにはいかない。俺にとっては家族なのだ。

「ああ、それは安心してくれていいよ。ギルドのほうで預かっておくから、用事が終われば迎えに来てくれればいい」

「その……一緒に行くわけには」

　と俺が言うと、シルトさんににっこり断られてしまった。

　おめぇ伯爵さまの家に犬連れ込むつもりか？　って顔に書いてあった気がする。




　リムジンから見る街の風景は、イギリスに近いものに思えた。

　もちろん、中世イギリスではなく現代のイギリスだ。

　ゴシックだかバロックだかの感じの建物と、一方でビルやらカフェやら、デパートっぽい現代建築も混在している。

　異世界に来たというよりも、海外旅行に来たという感覚に近い。

　俺の冒険は始まる前に終わった──という謎のナレーションが脳内に流れた気がするが、これはこれで暮らしやすくていいのかもしれない。

　リムジンはやがて都市部の喧けん噪そうを過ぎ、気がつけば背の低い建物が増えていく。

　閑静な住宅街にあまりに似つかわしくない、ドでかい豪邸の目の前でリムジンは止まった。

「でか……」

　中世ヨーロッパ風のお屋敷だ。

　見上げるほどの高さの壁と立派な門、その向こうには広さを間違えてるとしか思えない花壇やら池やらもある。

　車が門に到着すると、ひとりでに門が開いていった。その向こうでは、守衛らしき人たちが、一列に並んで敬礼している。なんだかすごい場違い感が……。

「っていうか、庭広いですね……」

「はい。この庭も、お屋敷も、およそ五十年ほど前から受け継がれているものでございます。何度か改築はしておりますが」

　穏やかな声で答えたのは、同じ車の助手席に座っている、いかにも執事という感じの老紳士だ。きっと名前はセバスチャンに違いない。

　この車に乗っているのは俺、執事さん、そして運転手さんの三人。運転手さんは寡か黙もくなのか、一度も喋しやべってはいない。

「あの、俺こんな服なのですが大丈夫なんでしょうか？」

　俺の服は魔獣の皮をなめして自分で作った品である。当たり前だがオシャレ感はゼロ。執事さんのパリッとしたスーツに比べれば原始人だ。

　俺の言葉に、執事さんはにっこり笑った。

　え？　無言なの？

　その理由は、庭を越えて、屋敷に到着してから分かった。

　車を降りた俺を待っていたのは、三人のメイド。「私は旦那様に報告いたしますので、くれぐれもよろしくお願いします」とセバスチャン（仮）が言うと、にっこり笑った三人のメイドに腕を摑つかまれ、強制連行されることになった。

　ちょ、え!?　どこに連れてく気!?　待ってセバスチャン（仮）ィィィ！

　……などという悲鳴を上げる間もなく、三人のメイドに服を脱がされ風呂にぶち込まれた。抵抗むなしく身体からだを洗われ、お高そうな服に着替えさせられる。

　なんか大事なものを失った気がする……。

　でも久々の風呂は気持ちよかったなぁ……また入らせてくれないだろうか……。

「旦那様。お客様をお連れ致しました」

「うむ」

　ノックの後、返事を確認して扉を開いた執事さんに「どうぞ」と案内されて部屋の中に足を踏み入れる。

「よく来てくれた。ベリオル・オーランドだ」

「は、はじめまして。ユキトと申します」

　頭を下げて挨拶をして、改めて男性を観察した。

　高そうな礼服──金とか銀とかいっぱい装飾があって、胸元にはいくつもの徽き章しようが輝いている──を着た、いかにも高貴そうな人が、柔にゆう和わな笑みを浮かべて握手を求めてくる。

　金髪に青色の瞳。その顔立ちは、確かにあの時会った女性──イリアさんと少し似ているように思えた。めちゃくちゃイケオジなあたりが特に。多分四十代だと思うのだが、二十代と言われても納得してしまえる若々しさだ。

「我が娘を救ってくださったと聞く。本当にありがとう」

「いえ、ただの偶然ですから……！」

　にこやかにお礼を言われて、思わず照れる。イケオジパパの魔力というべきか、これが女性だったら、相手は既婚者なのにコロッといっちゃいそうだ。

「偶然だとしてもだ。君がいなければ、娘は大変なことになっていた可能性が高い。あの子の親として、君に感謝するのは当然だ」

「は、はあ……」

「まあ座ってくれたまえ」と案内されるがままソファーに腰を落とす。と、執事さんが流れるように机に紅茶を置いた。

　勧められるままに紅茶を飲むと、信じられないほどに美お味いしい。

　前世ではコーヒー派だったのだが、紅茶派に転向してしまいそうだ。

「後で家族にも会わせたいと思うのだが、先に少し、話をさせてもらいたくてね」

「話ですか？」

「聞いたところによると……どうやら辺へん鄙ぴなところに住んでいて、あまり世情に詳しくないとか」

　確かに俺は何も知らない。何せ山を下りるまで、この世界は剣と魔法の中世っぽいファンタジー世界だと思ってましたからね。

「我が娘を救ってくれた恩返しというわけではないが……どうかな。私に君を援助させてもらえないだろうか？」

　と、伯爵さまは、俺の予想もしていないことを言い出した。

「援助、ですか……？」

「簡単な話だ。この町に来たはいいものの、今後の予定は決まっていないのではないかなと思ってね」

「ハンターギルドにでも入ろうかな、なんて思ってたんですが……」

　山を下りる前の俺だって、完全なノープランだったわけじゃない。

　幸いにしてじいさんに鍛えてもらった剣の腕があるし、なんか冒険者ギルド的なのに入ってお金を稼ごうと思っていたのだ。

　……もっとも、俺の想像していた世界とはだいぶ違って、予定は総崩れだが。ハンターギルドはそれに近いのかもしれないと思っている。

「それは難しいと思うよ」

　しかし、思おも惑わくを伯爵にあっさりと否定され、俺は愕がく然ぜんとした。

「ハンターギルドも、学力の試験があるからね」

「えっ」

　伯爵は紅茶のカップを片手に小さく笑った。ものすごく絵になっている。紅茶を手に固まった俺と違って。

「確かにギルドは、以前は戦闘能力を重視していたんだが、最近はそうでもないんだ」

　曰いわく。ハンターギルド、というかハンターのありようは、ここ数十年で激変しているらしい。

　ハンターは魔物や魔獣を狩るものだ。だがそれは、ギルドの第一是に『魔を狩り、人々に安全と安定をもたらす』とあるからである。

　要は、ハンターとは民衆の味方、正義の味方というわけだ。

　ところが技術の発展に伴い、魔物はその数を減らし続けている。むしろ最近では、犯罪やテロといったもののほうが、人々にとっては脅威となりつつあるらしい。

「そんな中で、ハンターギルドの存在意義というのも問われるようになってね。……何せコントロールできない独立した武力組織なんて、国からすれば脅威以外の何ものでもない」

　実際、かつてのハンターギルドは荒くれ者の巣そう窟くつという感じで、中にはハンター自身が事件や事故を起こす例も少なくなかったという。

　そこでギルドは大改革を断行し、素行の悪いハンターたちに再教育を行った。

「今のギルドは、魔物や魔獣を討とう伐ばつするだけでなく、時に警察や軍の要請によって動くことも多い。それゆえに、ギルドの試験では過去の素行や経歴も照会されるんだ。警察や軍に協力する人間が、危険な人物であってはならないからね」

　そこまで言われて、俺はようやく理解した。

　俺はまだ、この世界では戸籍すらもない。

　経歴不詳、学歴もない、どこの誰だか分からない、そんな奴を採用する企業なんてありはしないだろう。

　……つまるところ、俺は職にあぶれるというわけだ。

「そこでだ。我が伯爵家で、君にこの国で生きていくに困らない程度の知識を教えよう。もちろん衣食住についても我が家で負担する。どうかな？」

「……条件は？」

　ウマい話にはウラがある、タダより高いものはない。これは常識である。

　無言で紅茶のカップをソーサーに戻した伯爵は、にっこりと満面のスマイルを浮かべた。

「話が早くて大変助かるね。……君にはぜひ、私が顧問をしている学院の講師をやってもらいたい」

　そう言って、伯爵が片手を上げる。すると横で待っていた執事さんが、一冊の本を取り出し、テーブルに置いた。

「ヴィスキネル士官学院……？」

「講師といっても、学問を教えてもらいたいわけではない。君には、この学校で生徒たちに剣術を教えて欲しいのさ」

「……学校で剣を教えてるんですか？」

「もちろん。軍学校だからね。武器習熟は必修だ」

　それは意外だ。銃がゴロゴロある時代に剣が必修とは。……いや確かに、魔獣に襲われていた彼女も剣を使ってたな。

　しかしそれは、つまり俺に職を紹介する、ということである。衣食住も教育も与えた上で？

「……正直なところを教えてもらってもいいですか」

「というと？」

「俺は確かに、あなたの娘を救った。ですがそれだけで、素性の知れない男にここまで施すのは何な故ぜですか？　金銭でも与えて放り出せばいい」

　ふむ、と伯爵は俺の言葉を吟味するように、椅子の背もたれに体重を預け、窓の外に目線を向けた。

「レッドベア一、ホワイトウルフ十一……これは娘を救ったとき、君が倒したモンスターの数だ」

　合っているね？　と伯爵に視線を向けられたので、こくりと頷く。

「正直、これだけならば確かに分からない話ではない。だが問題はこれだ」

　伯爵が取り出したものに、あっと思わず声を上げた。それは俺が持ってきたはずの、黒竜の鱗だった。

「申し訳ないが、少しだけ調べさせてもらった。もちろん後で返却するし、君が望むなら相場に色をつけて買い取らせてもらいたいが、それは置いておこう」

「はあ……買い取ってもらえるなら構いませんけど」

　感謝する、と伯爵は頭を下げ、テーブルに鱗を置いた。

「これを持っているということは、君はガリオン山脈の黒竜を殺したということになる」

　伯爵は言う。

　竜殺しドラゴンスレイヤーは、叙事詩において何度となく語られてきた英えい雄ゆう譚たんのひとつであり、戦士にとっては最高の栄誉なのだと。

「まあ、鱗だけでは証明するには足りないが……もし死骸も持ち帰ってくれれば、帝国は国を挙げて君を英雄と讃たたえるだろう」

「やめてください」

　別に名誉だの栄光だのが欲しいわけじゃない。やっと街に下りて新しい生活が始まるっていう時に、そんな窮屈そうなのは御免だ。

「まあ、それがいい。英雄なんてロクなものじゃないからね」

　妙みような実感が籠こもった言葉に、思わず顔をしかめる。なんだか嫌な想像が浮かんだからだ。

「そんなわけで、新たな竜殺しドラゴンスレイヤー殿に、未来を担う若者を育てて欲しいのさ。そのためならいくらでも投資するとも。ついでに、多少恩に着てもらえれば嬉うれしい」

「……それを本人に言いますかね？」

「そういうタイプのほうが、君はやりやすいと思ってね」

　正解です。

　ウィンクひとつさえ様になる伯爵さまに、俺は完全に白旗を上げた。




　その後、伯爵に招かれ、豪勢な晩ばん餐さんに参加することになった。

「改めて紹介しよう。娘のイリア、そして妻のアリアだ」

「ユキトさん。今日は、本当にありがとうございました」

　黄金の髪を揺らし、イリアさんが頭を下げる。

　彼女の肩を抱いていた、伯爵の妻、つまりイリアさんの母親であるアリアさんも、深々と俺に頭こうべを垂れた。

「ユキトさん。私からもお礼をさせてください。娘を助けていただき、本当にありがとうございます。この娘こに何かあったらと思うと……」

「いや、本当に、そんな畏かしこまらなくて大丈夫です。当たり前のことをしただけですから」

　しかし、イリアさんと母親のアリアさんは本当によく似ている。親子というより、姉妹にしか見えない。

　クール系美少女のイリアさんに比べて、アリアさんはおっとり系という表現が似合う美人だ。血縁なのがすぐ分かるぐらいに外見は似ているが、性格は正反対のように思えた。

「その……お願いがあるんですが」

　晩餐の最中、唐突にイリアさんがそう切り出した。

「学院が始まるまでで構いません。私に、剣を教えて欲しいんです」

「俺に？」

　はい、と彼女は頷いた。

　彼女の眼は真剣そのもので、俺の答えを固かた唾ずを吞んで待っているようにも見える。

　だが一方で、その眼の奥に『何か』が眠っているように思えた。

　──それは、どこか懐なつかしい、言葉にできない何かで。

　だからなのだろうか。気がつけば、俺は首を縦に振っていた。

（まあ、学院で剣を教える予行演習だと思えばいいか）




　……後に、俺は思い起こすことになる。

　この時の選択、その意味を。





　　　◆　◇　◆






「クロ！」

「ワウッ」

　リムジンでギルドに戻ってくると、その玄関でクロが俺を出迎えてくれた。ものすごく久々に会った気がする。

「あれ、何だこれ」

　クロをわしゃわしゃ撫でていると、その首に、見慣れない首輪がはまっているのが見えた。

「それは魔獣用の抑制装置だよ」

　そう俺に教えてくれたのは、ご存知シルトさんである。

　何でもこの装置をつけていると、その身しん体たい能力が制限され、普通の犬と変わらなくなるそうだ。

「……これって悪いことしたら締まったり？」

「しないよ。何その恐ろしい装置」

　恐ろしい想像をしてしまったが、どうやら違うようでほっと息を吐く。クロもなぜかご満悦で、首輪を負担に感じていないらしい。

「でも街中では外さないように。魔物除けの効果から保護する役目もあるから、下手をしたら弱るどころじゃ済まないよ」

「そういえば前にも聞きましたけど、魔物除けって……？」

　俺の疑問に、シルトさんは少し驚いた顔を見せた。だがすぐに「そういえば山で育ったんだっけ」と納得したように頷き、街の中央にある灯台のようなものを指さした。

「正式には白碑ホワイトベルトっていう。魔物除けって呼ばれているとおり、街に魔物や魔獣を近寄らせない効果がある」

「へえ。便利なんですね」

「というか、あれがないと暮らせないからね」

　苦笑するシルトさんに、それもそうかと頷いた。

　現実に魔物なんてものが存在したら、そういう代物でもなければ普通に暮らすのは難しいだろう。

「あ、お前メシ食ってたのか」

　晩餐中に「クロのご飯どうしよ」とか思ってたのだが、どうやらこっちでメシを食べさせてもらったようだ。どうりでご満悦なわけだ。

「うん、伯爵家が晩餐に招待するって聞いてたからね。随ずい分ぶんグルメなんだねぇ、そのブラックウルフ」

　なんでも普通のドッグフードにまったく興味を示さず、シルトさんたちの晩ご飯を羨うらやましそうに見てたそうで、試しにあげてみたら食うわ食うわで三人分はペロリだったそうだ。

　クロはどうやらブラックウルフという魔獣の一種らしく、ホワイトウルフの変異種とのことだ。

　非常に珍しいらしく、その生態はよく分かっていないが、ホワイトウルフ自体ふつうの犬と違って何でも食べるらしい。

　まあステーキが好物の時点でそれは分かっていたことだが。

「ユキト様」

　クロをわしゃわしゃしていたら、背後から執事さん──試しにセバスチャンさんですか？　と聞いたらグレイグですと言われてしまった──の声がかかる。

「旦那様より、ユキト様の宿泊先についてご案内を仰せつかっております」

「……それはクロもオッケーなとこですか？」

「ええ、問題ございませんよ」

　にっこり笑うグレイグさんに「さすがソツがねぇ」と伯爵さまに恐々としたのは言うまでもない。

　そして連れてこられたのが……。

「広っ、すごっ」

　まさかのホテルのスイートルームであった。

　前世でも見たことがないぐらいの広さと豪華さ。これをぱっと用意する伯爵さまスゲェ。

「それと、こちらを」

　無造作に渡された紙袋の中には、どさっと紙し幣へいが入っていた。五十枚くらい。

「そちらはお嬢様をお助けいただいたお礼と、支度金が入っております。どうぞお役立てください」

「至れり尽くせりだぁ……」

　やばいぞ混乱してきた。堕落する自分が見える……。

　早いところある程度金を貯ためて、住むところは自分で見つけたほうがよさそうだと、俺はため息を吐いた。





　　　◆　◇　◆






　この人は、一体何者なのだろう。

　最初に私が抱いたのは、畏おそれだった。

　何が起こったのか分からなかった。ただ、レッドベアの首が、唐突に宙を舞う。

　そして何の音もなく、気配もなく私の横にその人は姿を現した。

「その、大丈夫ですか？」

　男だ。歳は私と同じくらいだろうか。黒髪黒目の、帝国では珍しい色をした青年。手に持っているのは、東方の得物として知られる刀カタナという武器だ。

「は、あ、え、はい」

　混乱のあまり、返事とも言えないような返事をすることしかできなかった。

　彼はこちらを一いち瞥べつし、「えーと、狼のほうも片づけますね」など吞のん気きに告げ、無造作にホワイトウルフのほうに歩いていく。

　今度こそ、まるで意味がわからなかった。

　そんなに迅はやい動きには見えなかったのに。

　気がついたら、ホワイトウルフの前に青年が立っていて、いつのまにかホワイトウルフの首は刎はね飛とばされていた。

　……あれはなんだ？

　同じ人間？　ハンターではないだろう。あんなハンターがいたら噂うわさぐらいは聞くはず。

　ものの数秒でホワイトウルフを全滅させた青年と、目が合う。

　ぞっ、と恐怖が背中を這はって、思わず自分の首を撫でる。

　あの刃が、こちらに向けられたら？　何の抵抗もできず、私の首は落とされるだろう。

　──ここは■■■じゃないのに。

　だが、警戒した私に対して、焦ったようにあたふたして答える彼に、思わず苦笑してしまった。その姿はどう見ても、ごく普通の、どこにでもいる純じゆん朴ぼくな青年にしか見えない。

　勝手に警戒して、死すら覚悟して……一体、私は何をやっているんだろう？　そう思ったら、不思議と笑みがこぼれた。




「入りなさい」

「はい、父様」

　父の執務室の扉を開け、中に入ると、いつもの見慣れた光景があった。椅子に座る父、窓の向こうに見える庭の光景。帰ってきたんだと、ほっと息を吐く。

「先ほど連絡があった。グレイグが今、君を助けた青年を連れてこちらに向かっているそうだ」

「そうですか」

　ユキト、と名乗ったあの人。

　あまりにも強かった。その強さに一瞬、見惚れてしまったほどに。

「……あんな目に遭っても、お前の決意は変わらないのだな」

「はい。私は騎士を目指します」

　騎士、という職位は存在しない。それはあまりに古い言葉で、騎士爵位だって廃止されて久しい。

　だが役職がなくなっても、信念が失われるわけではなかった。

　だから私は、強くならねばならない。誰よりも強く。

　父は深く、深くため息を吐いた。

「私としては、やはり反対だ。アリアもそうだろう。だがお前の決意を強引に曲げてまで、従わせるべきではないとも思う」

「……ごめんなさい、父様」

「謝るぐらいならば、親の気持ちも汲くんでもらいたいものだが──」

　まったく仕方がない、とばかりに父は頭を振った。

「せめて親としてお前にしてやれることは、これぐらいのものなのだろうな」

「では、父様」

「ああ、お前の言うとおりにしよう。……励むといい。私はアリアの泣く姿は、もう見たくない」

　ありがとう、父様。

　ごめんなさい、母様。

　それでも私は、この道を行くと決めたから。
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　ヴィスキネル。

　古都の名で呼ばれるこの街は、この国──帝国でも三本の指に入る大都市なのだそうだ。道路を車が走り回り、スーツ姿の男性が地下鉄に乗り込んでいくその光景は、前世とそう変わらない。

　だが、明らかに違う部分もある。それは、ごく普通に武器を持った人間が街中を闊かつ歩ぽしていることだ。

　その異様な光景がなければ、ここが異世界だということを忘れてしまいそうである。

　……まあ、俺もそのうちの一人なわけだが。

「ここが、ヴィスキネル士官学院か……」

　バスで揺られること一時間。小高い丘の上にある校門の前で、俺は思わず息を吐いた。

　周囲を通り過ぎる制服姿の生徒たちが、物珍しそうな顔をしながら俺の横を通り過ぎていく。

　それもそうだろう。なぜなら俺だけ私服だからだ。

　……いや、制服もらってないからしょうがないんだけど。

　黒のコートにハイネックという出いで立たちは、イリアさんに連れられて行ったブティックで買かい揃そろえたものだ。勿もち論ろんデートというわけではなく、先日のお礼にと、観光案内をしてもらっただけである。

　両手には真っ黒なグローブ。これは伯はく爵しやくから贈られたもので、実は黒こく竜りゆうの鱗うろこから作られた繊維で編まれているらしい。

　とてつもなく頑丈で便利な代物なのだが……これを着けていると、どうも俺の中二病心が疼うずいてしょうがない。

　ちなみに余談だが、伯爵に買い取ってもらった黒竜の鱗はかなりの値になった。全身あれば遊んで暮らせるけど、と言われたが、さすがにそれはパスで。

「どうしました、ユキト先生？」

　制服姿のイリアさんが、校門の前に立ち止まる俺に振り返り、首を傾かしげた。

　彼女は今日も輝かんばかりの美び貌ぼうを振りまいている。妙に視線を感じるのは、ひょっとして彼女と一緒だからというのもあるのかもしれない。

「いや、なんでも……」

　まあ、もちろん言えるわけないんですけどね。

「ユキトさんですね、お待ちしておりました」

　門を通り、坂をのぼって学院の前まで辿たどり着ついた俺を、ぴしっとスーツを着こなした女性が待っていた。
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「学長がお会いになるそうです。こちらへどうぞ」

「先生。私は先に教室に行っていますね」

　イリアさんの言葉に頷うなずき、俺はスーツの女性の後に続いて学内へと足を踏み入れる。

　学院の校舎は、写真で見るお城に似ていた。確かイギリスのケンブリッジ大学がこんな感じだった。天井は高く、廊下も石畳で、どこか年季を感じさせる。

　窓から見えたカフェなんかは新しい感じの建物だったから、校舎だけが古いのか、それともわざとこうしているのかもしれない。

「随ずい分ぶん広いですね、この学院」

　校舎も広いが、外もとんでもなく広い。山一つがまるごと学院の敷地になっているようだ。

「ええ。外には訓練用のフィールドもありますので」

「……なるほど」

　そういえば軍学校だったわここ。忘れてたよ。

「こちらです」

　案内された部屋の奥に、落ち着いた雰囲気の老婦人が立っていて、目が合うと、握手を求めて手を差し出してきた。

「はじめまして、ユキトさん。学長のミレーユです」

「どうも、ユキトです。よろしくお願いします、ミレーユ学長」

　予想よりも力強い握手に戸と惑まどいつつ……にこりと笑った学長の顔の一部分に、思わず視線が吸い込まれた。耳が、長いのだ。

　すわエルフか、老エルフなのか、千年ぐらい生きてそうと思ったが、年齢を探るなといわんばかりにミレーユ学長はにっこり笑った。スミマセン。

「まずは、私からお礼をさせてください」

「お礼？」

「先日、我が校の生徒の危機を救って下さったことです。本当にありがとうございました。あわせて、当校の演習がご迷惑をおかけしたことをお詫わび致しますわ」

「い、いえ。当たり前のことをしただけですから」

　ミレーユ学長だけでなく、俺を案内してくれたスーツ女性にも深々と頭を下げられ、慌てて手を振った。

　……ただ、以前から気になっていたことではある。

「その、野外演習での事故というのは聞いたんですが、なぜあんな危険な演習を？」

　イリア・オーランドという女性は伯爵の娘だ。しかもこの学院に通う生徒の大半は貴族の子弟だという。安全マージンは取っているのだろうが、それにしたって危険すぎると思うのだが……。

「必要なことだからです」

　顔を上げたミレーユ学長はそう告げた。だが俺の表情に気づいてか、「納得できないご様子ですね」と苦笑した。

　応接用のソファーに腰を下ろし、お茶が運ばれてくるのを待ってから、ミレーユ学長は口を開いた。

「彼らは将来、軍やギルド、警察などに就職します。どの道に進むにせよ、時に命を懸かけて戦うことも必要になる。……あなたならば、それは分かるのでは？」

　ミレーユ学長の言葉に、俺は二の句を継げなくなった。

　まったくもって、彼女の言う通りだ。

　武器をもって戦うというのは、要は殺し合いである。

　……殺し合いの場において、もっとも重要なもの。それは、命を狩ったことがあるかないかだ。

　魔物は狩られるだけの存在ではない。彼らは本気で、殺意をもって殺しに来る。

　殺意と殺意がぶつかり合う戦場において、その経験がない人間は、よほどの力量差でもなければ、狩られるだけの案か山か子しだ。

　だからこそ、可能な限りの安全性を担保しながら、実際に命を狩る訓練をさせているのだろう。いつか来るその時に、剣を振るうことができるように。

「もちろん、保護者の皆様には予あらかじめご了承いただいております。……たとえ不運に見舞われようとも、それは彼らも覚悟の上です」

（平和ボケしてたのか、俺は）

　自じ嘲ちようする。前世に限りなく近い街を見たせいか、それとも平和すぎる日常に身を浸しすぎたからか。

「すみません。くだらないことを聞いてしまって」

「構いませんよ。他に気になることがあれば、遠慮なさらず」

　柔らかな笑みを浮かべたミレーユ学長に、俺は首を横に振った。

「さて、それではまず、本学院の説明をさせていただきます。伯爵閣下からも予め、ある程度のご説明はあったと思いますが」

　頷く俺の目の前に、学長は学院の資料を広げた。

「ここ、ヴィスキネル士官学院では、主おもに三つのクラスが存在しています。それが戦術科、学術科、工術科の三つです」

　戦術科は文字通り、戦闘の授業がメインになる。イリアさんがいるのはここだな。

　学術科は経済学などが主であり、その授業内容は前世での一般的な学生に近いものに思えた。中には社交レッスンなどもあるようで、授業内容はとても士官学校のそれには思えない。基本的な武器の扱い方などは習うようだが、進路は軍などより一般企業の方が多いらしい。

　工術科は魔導工学技術を習得するクラスだ。新設されたものらしく、生徒数は少ない。要は技術職なのだが、就職先は多いらしく、国からも企業からも引っ張りだこなんだとか。

「ユキトさんには、戦術科の生徒と共に講義を受けて頂きつつ、剣術の授業に講師として参加いただきます。教えるのはあくまで、剣術の授業を選択している生徒のみですが」

「なるほど」

　全員ではない、ということだ。学院の中には、剣を使う生徒も、槍やりを使う生徒もいるのだろう。

　たとえば槍を使う者が剣を習うことは、無意味ではない。触ってこそ初めて気づくこともあり、もしも剣と戦うことになった場合、それは活いきるかもしれない。

　しかしそれはあくまで熟練者の話である。まず自分の得物に集中すべきだ。

「ところでユキト先生は、戦技大会というものをご存知ですか？」

「いえ……」

　首を振ると、「そうですか」と学長は頷く。

「まあそういうものがあり、生徒たちはみな、その大会を目指して研けん鑽さんしているということだけ覚えておいて頂ければ」

　大会は夏にあるらしい。甲子園みたいなやつだろうか？

　そんな話、伯爵さまからもイリアさんからも聞いてないが……。

　その後、詳しい契約について話をしたり、今月の授業日程をもらったりして、話が進んでいく。

「ところで、制服を頂いてないんですが……」

「あら。ユキト先生は、外部聴講生兼剣術講師ですから、制服は支給されません。私服で結構ですよ」

　マジか。それめっちゃ目立たない？
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　転校生、というのはこんな気持ちなんだろうか。

　生徒たちの視線を一身に浴びながら、俺はそんなことを思った。

「……そういうわけで、彼は特別聴講生として授業に参加する」

　教室は高校や中学のそれではなく、大学のものに近い。

　教卓を見下ろすように、階段状に長机が並んでいる。そこに腰かける生徒たちの物珍しそうな目線、まるで動物園のパンダになった気分だ。

「ユキト聴講生、席は決まっていないから、自由に座ってくれ」

「あ、はい」

　ふと、その一角に腰かける美少女と目線が合う。イリアさんだ。

　彼女はわずかに微笑ほほえみ、そして頷いた。それに導かれるように、都合よく空いていたその隣に腰を下ろす。

　瞬間。なぜか、教室の空気がざわめいた。

「では授業を始める。本日の授業は第一期魔導革命前後における、北部地方の動きについて──」

「先生」

　イリアさんが、こっそりと囁ささやくように言った。

　なお彼女が先生と俺を呼ぶのは、街に下りてから今日まで、彼女に剣を教えていたからだ。最初はこそばゆかったその呼び方も、今では随分と慣れた。

「教科書、まだ受け取っていませんよね？」

「ああ、ありがとう」

　どうやら教科書を見せてくれるらしい。ノートを広げつつ、ありがたく覗のぞき込こむ。

　肩が触れそうな距離。なぜか妙にいい匂いもする。

（いやいやいや、授業に集中）

　せっかくの好意で参加させてもらっているのだ。集中しなければ、と思うのだが。

　──いやさっきから、凄すごいんだよ視線が。中には殺気交じりのものさえもある。

　冷静に考えて、これだけの美少女なのだ。やっかみの視線のひとつやふたつ、飛んでくるのは自然である。いや、ひとつやふたつではないけども。

（座る場所間違えたかなコレ）

　今更な感想を思い浮かべながら、ノートにペンを走らせた。

　授業内容は問題ない。学院に入学するまでのひと月、俺は伯爵の厚意によって、家庭教師をつけてみっちりと勉強させてもらったからだ。ただ、その中でも特に歴史は苦手分野といえる。

　何しろ、前世と最も違うのはそこだからだ。

　ただ、だからこそ興味深くもある。その成り立ちも、発展も、何もかもが違う。そもそも魔物や魔法が存在する世界だから、歴史もまたそれなしに語ることはできない。

　一限目、興味深い歴史の授業を終え、さてどうするかと思っていると、ちょんちょん、と横から肩を叩たたかれた。

「ねねね、えーとユキト君？　イリアさんとどういう関係？」

「はっ？」

　声をかけてきたのは、ややボーイッシュな雰囲気の少女だ。好奇心に目を輝かせながら、俺に顔を寄せる。

「あっ、自己紹介まだだよね。私はフェイ・イーシア。フェイって呼んでね。よろしく、ユキト君」

「ああ、どうも……」

「それでそれで？　お二人はどういうご関係で──」

「彼は私の恩人なのよ、イーシアさん」

　彼女の追及に返事をしたのは、俺ではなくイリアさんだった。

　苦笑しながら答える彼女に、「ふぇっ」とフェイと名乗った少女は顔を赤くする。

「あら、それは興味の惹ひかれる話ね」

　今度は後ろの席からだ。いつの間にやら、俺とイリアさんの席は何人もの女子生徒に包囲されていた。

　対して──男子生徒からは、どうにも手痛い視線を向けられているようだ。

　黄色い歓声が上がる。どうやらイリアさんが俺との出会いを説明したらしい。「白馬の王子様みたい」とか「運命的」とか過剰な言葉が並び、次いでは俺への質問へとシフトしていく。

「そういえば、ユキト君って苗みよう字じは？」

「ん？　いや、ないかな」

　何度目かの質問。何気なく答えた俺の言葉に「えっ」と彼女たちは固まった。

　だが、じいさんから貰もらったのは名前だけ。勝手に苗字を名乗るのもどうかと思うし、と思っていると、「はっ」と嘲ちよう笑しようが耳に届く。

「なんだ。苗字もない田舎いなか者ものなのか」

「ちょっと！　そういう言い方はないでしょ！」

　それは一人の男子生徒のものだった。彼の見下した視線に「いや、田舎者で合ってるよ」と俺は苦笑した。何せ山で暮らしていたのだから。

　男はむっと顔を強こわ張ばらせ、そして俺の前へと歩いてきた。

「よう田舎者。俺はラバルト・ファーメウスだ」

「よろしく、ユキトだ」

「ふんっ。お前、随分珍しい得物を使うみたいだな。お前の田舎じゃそういうのが流は行やりなのか？」

　席の傍らに置いた刀に目をつけたのか、見下しながら言った彼に「まあな」と肩を竦すくめる。すると彼は、俺の座る机に手をつき、ぐっと顔を近づけた。

「……どうやってオーランド伯に取り入ったかは知らないが。剣技教練に参加するんなら、気を付けることだ。その化けの皮が剝がれないようにな」

「いや、俺は──」

　瞬間、チャイムが鳴り、戸を開けて教師が入ってきた。

　結局事情も説明できないまま、生徒たちは各々の席へと散っていく。

　不意に視線を感じて横を向くと、イリアさんと目が合う。彼女は苦笑し、そして肩を竦めた。

（揉もめなきゃいいけどな……）

　悪寒にも似たそれは、どうにも当たってしまう気がした。
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　どういう巡りあわせの悪さなのか。結局、誰にも説明できないまま迎えた三限目、剣技教練の時間。生徒たちの前に立った俺に、生徒たちはざわついた。

「あー、よろしく。ユキトです」

　ラバルト君などは、口をぱくぱくさせている。すまん、別に驚おどろかす気はなかった。間が悪いというか何というか。

「おっ、お待ちください……！」

「ファーメウス訓練生。質問がある場合は挙手するように」

「はっ、申し訳ありません！」

　俺の隣に立つ教官──前任のダニエル先生だ──からの叱責に、背筋を伸ばして即座にラバルト君は謝罪する。この士官学院、雰囲気を見ると軍学校に思えないが、訓練では全員がしっかり整列するし、授業中に私語もないあたり、その片へん鱗りんが見える。

　軍人の卵に相応ふさわしく、背筋を伸ばした彼は、「質問を許可する」という声をしっかり待ってから、俺に目線を向けた。

「彼は……我々と同年代では？」

「その通りだが、何か問題があるか？」

「いえっ──はい！　……我々は今年、戦技大会予選を目前に控えております！　つまり……」

「半端な指導者には教わりたくないと？」

「……その通りです」

　彼の言葉に、ダニエル先生は「ふむ」と顎あごに手を当ててから、俺に目線を向ける。

　自分で何とかしろってことか。

「確かに、俺は君たちと同年代だし、不安があるのも分かる。そうだな……じゃあこうしよう」

　指を一本立てて、そして俺は微笑んだ。

「実際に戦ってみるというのは？」

「は？」

　彼は目を見開き、そして啞あ然ぜんと口を開いた。

「実力が分からないから不安なんだろう。俺も君たちの実力を見たい。だから実際に戦ってみるのが手っ取り早い」

　その言葉の意味を理解するや否や、強きよう烈れつに俺を睨にらみつけるラバルト君は、しかし「君、たち？」と、それが複数形であることに首を傾げた。

「気になるのは君だけじゃないだろう。他に希望者がいれば参加してくれ」

　そう告げて、教官に目線を送る。彼はこくりと頷いて、「希望者は挙手するように」と告げると、ぱらぱらとその手が挙がった。

　大半は俺に対する敵意丸出しの生徒ばかりだったが、中には、好奇心や闘争心で手を挙げている者もいるようだ。

　ちなみに、イリアさんも授業には参加しているが、彼女は不参加のようで、俺と生徒たちに苦笑を向けていた。

「すみません。初回からこんなことになって」

　ダニエル先生の横に歩み寄って囁くと、彼は「いえ」と苦笑した。

「いえ。正直、私も気になっていました。あなたの実力は聞いていますが、実際に見てみたいと思っていたので」

　その眼めは武人のそれだった。

　彼の所属は学校ではない。軍から出向している軍人らしく、階級は少しよう尉い。いかにも隙のない佇たたずまいだ。……正直言うと、ちょっと手合わせしてみたい。

「先生」

　ラバルト君の声に振り向く。だが彼が先生と呼んだのは、俺ではなくダニエル先生のほうだったようだ。俺に目線すらも向けず、敬礼する。

「希望者の準備、整いました。それで順番のほうは──」

「順番？　何を言ってるんだ」

　彼の言葉に、俺は小さく笑う。ようやく、その目線が俺に向けられた。

「全員同時だ。まとめてかかってこい」

「っ……その言葉……後悔されませんように」

「しないしない。いいから、さっさとしよう。授業の時間がなくなるからね」

　給料泥棒って呼ばれるのは困るし。




　ユキトとの立ち合いを希望したのは、十名弱、全体の三分の一ほどだ。

　各々が武器を手にしていて、俺に敵意の視線を向ける者も、あるいは好奇心を向ける者もいる。

（さて）

　木刀を手に、彼らを睥へい睨げいする。──人を相手にするのは、随分久々だと。

「どうした？　来ないのか？」

　ぴくりとも動かず俺を待っている彼らに、首を傾げる。

「いえ……その、合図とかは？」

　その中の一人が、戸惑ったような声を上げた。思わず苦笑する。

「おいおい。実戦に合図もクソもあるか。奇襲のひとつやふたつ、実戦じゃ当たり前だろう」

「そんな卑ひ怯きような真ま似ね──！」

「卑怯？」

　いいや、違う。

「正々堂々なんてものが、実戦で通用するか」

　人と斬り合うとはつまり、殺し合うということ。

　殺し合いにおいて、ルールなどない。正義などない。正道など存在しない。

「いつまでもぼうっとするな。……死ぬぞ？」

　あまりにも唐突に、空気が変わる。ぞっと──彼らは一斉に肌を粟あわ立だたせた。

　彼らは瞬時に理解した、いや、させられた。本物の強者の殺気とは、それだけで死を想そう起きさせるのだと。

「うわあああああ!!」

　パニックを起こしたように、数人が飛び掛かる。

　本気で殺されると、錯覚した結果だ。

　そんなものでどうにかなる相手ではないと、気づいていても。

「なんだそれは」

　呆あきれたように告げたユキトの姿がブレ、消えたと思った瞬間には彼らの背後に立っていた。

「踏み込みも太た刀ち筋すじも論外。それじゃ兎うさぎも狩れないが？」

「ひっ……」

「っ……うぇ……」

　背後から降った声に、彼らは顔を青くして蹲うずくまる。中には殺気に当てられたのか、嗚お咽えつすら漏らす生徒もいた。

　なんだこりゃ。

「お前ら……将来は軍人や警察官になるんだろう？　殺意をもって殺しに来る奴やつと、それで本当に戦えるのか？」

　俺はミレーユ学長の言葉に感銘を受けたのだ。なのに、このありさまは何だ？

「もし俺が、この国をどうにかしようとするテロリストだったら、お前らはどうする？　守るべき人間が後ろにいるのに、そうやって震えているだけなのか？」

　世の中は広い。強い奴なんて、きっとごまんといるだろう。その中には、悪意をもって殺しに来る者もいるはずだ。

　何かを守ることは簡単じゃない。どれほど強さがあったって、全てを救えるはずもない。素しろ人うとでも分かることなのに、その卵たちがこれでは……。

　そう、呆れていた時だった。

「うおおおおおっ！」

　裂れつ帛ぱくの気合と共に、背後から木刀が振り下ろされる。

「……不意打ちで叫ぶのは減点だ」

　ため息を吐つきながら避け、一歩距離を取る。

「だがタイミングは悪くない。今みたいに、戦闘中に間抜けなご高説を垂れてるアホがいれば、奇襲のチャンスだ」

　にやりと笑う。背後から奇襲をかけた金髪の男子生徒は、油断のない瞳で俺を観察しつつ、隙を窺うかがっている。うん、彼は悪くないな。

「しかし……」

　じろりと、その他の後ろにいる連中に目線を送る。

「後ろのお前らは、いつまで突っ立ってるんだ？　一対多なら相手を囲むのがセオリーだろうが」

　彼らの肩がびくりと震える。特にラバルト君は、既に怯えた目で俺を見ていた。

「言っただろう。全員纏まとめてかかってこい」

　勝機はそこにしかないぞ？

　……五分後。グラウンドはまさに死し屍し累るい々るいといった様相を呈していた。相当加減したんだが、と思いながら、観戦していた生徒たちに目線を向ける。

「それじゃ、授業を始めようか」

　にっこり笑う俺に、青ざめた顔で彼らはこくこくと頷いた。




「さて、と」

　改めて、居並ぶ生徒たちを見回す。

　なお俺と戦った生徒たちも、青い顔で参加していた。

　当たり前である。心はともかく、身体にダメージはないようにしたのだから。……うん、心はともかくとしてな。

　彼らの表情は、様々だ。

　俺に殺気を向けていた生徒は一様に青い顔で、逆に、友好的に接してきた生徒たちはみなどこか高揚した顔をしている。
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　……そんな顔をしなくても、別に扱いを変えるつもりはないんだが。

「まず素振りからいこうか。二千で」

　どんな授業が始まるのかと、畏い怖ふと期待の目でユキトを見ていた彼らは「えっ」と固まった。

　まさかの、ただの素振り。小手調べにしても、二千本という多さだ。

　困惑しつつも、しかし目の前で繰り広げられた圧倒的な蹂じゆう躙りん劇を見ていた彼らに、逆らうという選択肢などあるはずもない。

　……だが。彼らは直に思い知ることになった。目の前に立つ男の『ヤバさ』を。

「五十一、五十二、……ダメだなやり直し。一からで」

「せ、先生！」

　既に六回目のやり直し。ここまで百回を超えたことすらもない。あまりに異常な状況に、一人の生徒が思わずと手を挙げた。ちなみに見学しているダニエル先生は既に苦笑いだ。

「ダメというのは、一体だれが──いえ、何がダメなのでしょう」

　そう質問したのは、さきほど俺に背後から奇襲をかけてきた生徒。名は確か、シグルド君だったか。

「全部。誰がと言われると、そこのイリアさん以外かな」

　そう言って俺は彼女を指差す。

　彼女を見習え。いい素振りしてるよ？　まぁもっとも、彼女も最初はまったくダメだったが。

　俺の答えにむっとした彼は、「具体的にお願いします。これでは鍛錬になりません」と反論した。

「簡単に言うと、その素振りは単に棒を振っているのと変わらない」

「……どういう意味ですか？」

「君は今、何のために剣を振るったんだ？」

　俺の言葉に、彼はやはりわからないという顔をした。

「君のその素振りは、相手を斬れるのか？　斬るとして、どんな相手を斬れる。俺は？　君の隣のクラスメイトは？　どうだ、斬れるか」

「……それは」

「素振りの一本は相手を斬るための一本。その一本に本気になれないようでは、永遠に強くはなれない」

　ああ、やっぱり言葉ではうまく伝えられた気はしない。

　全員の前に出て静かに木刀を構える。

　浅く、息を吐いた。俺が思い描くのは──いつも同じだ。じいさんの姿。俺の一本は、じいさんを斬るための一本で、じいさんを超えるための一本。




　静かに上げ、振り下ろす。

　円を描き、螺ら旋せんを描き、回るように、落ちるように。

　力はいらない。速さもいらない。

　ただ落ち、ただ断つ。




　俺がこの世界に転生して、どれほどの月日が流れたろう。

　雨の日も、風の日も、肌が凍こおるような冬の日も、剣だけはいつも傍そばにあった。

　それだけが、俺とじいさんを繫つなぐすべてだった。

　今日もまた、繰り返す。問い、答え、終わりのない道程いつもを。




　……十本を振り終え、こんなものかと没頭しすぎないうちに素振りを終了させる。

「まあこんな感じで。相手が居る想定で、いかに斬るか、どうすれば斬れるか、それを自分に問うのが素振りだ。型は自由にやってよし。でははじめ」

　生徒たちはぽかんと俺を見ていたが、俺の言葉を合図に、慌てたように木刀を握りなおした。

　……結局、この日の訓練は素振りだけで終わった。





　　　◆　◇　◆






「はあ……」

「お疲れ様です」

　昼休み。

　深くため息を吐いた俺を、イリアさんは苦笑しつつもねぎらった。

　剣技教練は、無事に終わった。

　自分でも割と好き勝手したものだと思うが、ダニエル先生には「とても良かった」と褒められたので、多分悪くはないと思う。「自分も習いたいほどです」と笑っていたが、どうにもお世辞ではなく本気に見えて、苦笑しか返せなかった。

　ただ、訓練後の教室の雰囲気は、ちょっと異様だ。

　畏い怖ふ交じりの目線。話しかけてくる生徒は激減した──剣技専攻以外の生徒はいつも通りで、むしろ雰囲気に困惑していた──のだが、まるで腫はれ物ものを扱うようで気持ちが悪い。

　ラバルト君などは、もう完全に怯えていたし……。

「ちょっとやりすぎたかも」

「ちょっと……？」

　そこで首を傾げないでくださいイリアさん。

　そんなわけで、とにかく居いた堪たまれないというか、教室にいられずに逃げ出してきたのだ。

「……教室の外も、結局変わらないんだけど」

　視線の数は、減るどころかむしろ増えていた。廊下でも「あれが噂うわさの……」という感じの視線と囁きがあちこちから飛んでくる。

「まあ、特別聴講生で剣術教官なんて、珍しさが服を着て歩いているようなものですし」

　誰が珍獣か。

　しかしこのままでは、昼食でさえ肩が凝ってしょうがない。

「いい考えがあります」

　俺の悩みに、イリアさんがそんなことを言った。




　案内されるがままに向かった先は、西棟の二階。生徒会室、とプレートに書かれた部屋だった。

「失礼します」

　会議室のような部屋の中には、二人の男女。

　そのうちの一人、奥の椅子に座った栗くり色いろの髪の小柄な少女が、俺たちを見てぱちくりと目を瞬しばたたかせた。

「あっ、イリアちゃん。今日のお昼はこっち？」

　はい、と頷くイリアさんに「そっか」と彼女は笑い、そして俺へと目線を向けた。

「そちらの人は……ひょっとして噂の？」

「はい。特別聴講生で、剣術講師の──」

　そこまで言いかけたイリアさんを遮って、彼女は「へぇ～」と顔を綻ほころばせた。

「はじめまして、ユキト先生！　学術科四年、生徒会長のシェリー・レレイです。よろしくお願いしますね」

　ウィンク交じりに差し出された手を握り、握手を交わす。

　ただ……と、俺は部屋にいたもう一人、眼鏡めがねをかけた少年に視線を向けた。さっきからどうも、彼に睨まれている気がするのだが。

「……戦術科三年、レーヴ・オルキュールだ。イリア、彼がどうしてここに？」

「教室や食堂では、また質問責めにあうだろうと思って」

「あーだよねぇ。いいよいいよ、座って！」

　シェリーさんに促されるまま、イリアさんの隣に腰かける。皮肉にもそこは、レーヴ君の対面席だった。

　……なぜだろう。彼からの視線がより険しさを増した気がする。

「会長。ここは生徒会室ですよ。無関係な人間は立ち入り禁止で……」

「別にいいじゃない。あ、だったら生徒会に入る？」

「会長……！」

「さすがにそれは無理ですよ、会長。彼は学籍があるわけでもないので」
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　だよねぇ～と笑うシェリーさんを尻目に、イリアさんは弁当箱を広げる。俺もそれに倣ならって、弁当をテーブルに置くのだが、

「あれっ、同じ弁当？」

　シェリーさんが、俺たちの弁当を見て目を瞬かせた。「ええ」と頷いたイリアさんに、彼女はどこか悪いた戯ずらじみた笑みを浮かべた。

「もしかして……」

「先生にはお世話になっていますので。昼食ぐらいはと、うちの料理人に頼みました」

　表情も変えずに即答したイリアさんの言葉通り。俺の弁当は、オーランド家の料理人に用意してもらったものだ。

「へぇ～」

「……残念ながら、会長が愉たのしむような理由はありませんよ」

「ひどいっ。イリアちゃん、私のことを何だと思って……！」

　およよ、と泣き真似をするシェリーさんに、イリアさんは全く表情を変えず、楚そ々そとした動きで昼食を口に運ぶ。

「なんて冗談は置いておいて。安心して、変な噂話は広めたりしない。命の恩人だもんね、イリアちゃんの」

「ええ、ありがとうございます」

　だからこそ、イリアさんも俺をここに連れてきたのだろう。薄く笑い、イリアさんが頭を下げる。だが、レーヴ君だけは、その言葉に目を瞬かせた。

「会長？　命の恩人とは？」

「あれ、レーヴ君は知らない？　っていうか、現場に居たんじゃ？」

　現場？　とレーヴ君は首を傾げ、俺を見た。

「まさか……あの時の……」

（そういえば、イリアさんを助けた後、真っ先に彼女に駆け寄った男子生徒がいたっけ……）

　その時の俺は、ハンター達に連行されてたからなぁ。

　これで視線も柔らかくなるかと思いきや、むしろ彼の目線は、敵対から警戒へと変わっただけだった。

　しかも時折、食事をするイリアさんにちらちら目線を向けている。向けているというか、誘ゆう蛾が灯とうのごとく吸い寄せられている感じだ。

（あぁ、ひょっとして）

　隣に座るイリアさんに顔を寄せ、耳打ちする。

「……レーヴ君って、イリアさんの彼氏とか？」

「は？」

　氷点下のごとき視線を向けられ、あれっ、と顔を離す。

「そんなことがあるはずないでしょう。下らないことを言わないでください」

「ご、ごめん」

　違ったー!!

　しかもレーヴ君にも聞こえていたらしい。彼は顔を強張らせ、そして俺を睨みつけた。いや、マジですまんかった、反省している……。

　冷や汗を流しながら、ぎこちない動きで弁当に手を付け……。

「……レーヴ君。弁当、いる？」

「いるかぁ!!」

　全力でキレられ、ですよね、と肩を落とす。

　昔、それこそ前世の頃から、デリカシーがないとよく言われていたが……うん、今のは本当に、すみませんでした……。

「ぷっ……あははははっ！　もう無理!!」

　突然、盛大な笑い声が響いたかと思いきや、シェリーさんが机に突っ伏し、ひーひーと震え出した。イリアさんは首を傾げ、レーヴ君は硬直し、そして俺は冷や汗を流している。なんだこの状況。

「ごほん。……何か誤解があるようだが、俺は、幼おさな馴な染じみとして彼女を心配しているだけだ。君のような素性も分からない男に、無理に付き纏われているのではないかと」

「幼馴染？」

　レーヴ君の意外な言葉に、イリアさんは「ええ」と頷いた。

「幼馴染といっても、家の関係で昔から顔見知りというだけですが。……レーヴ君、その心配は不要よ。私は心配されるほど弱くないし、ユキト先生はそんな人ではない」

「む……」

「それに、この学院で講師もされている人に、その態度は失礼すぎるわ」

「ま、まあまあ。あれだ、レーヴ君の心配も分かるよ。実際、素性不明っていうのは事実だし？」

　喧けん嘩かはよくない。レーヴ君、もう涙目だからやめたげて。唯一止めるべき第三者のシェリーさんは、なぜか爆笑しているし。

　しかし、とイリアさんが言いい募つのろうとした矢先、音を立てて生徒会の扉が開く。

　助かった、と救いの女神に目線を向けると、そこに立っていたのは一人の女子生徒。

「遅れましたー……あれ？　なんです、この空気？」

「リリーちゃん、おかえり。どう？　書類はもらえた？」

「あ、はい、会長。部活連のほうも立て込んでいるみたいで、とりあえず文化系だけということですけど」

　菫すみれ色いろの髪をポニーテールにした、どこか幼さを感じさせる少女だ。

　その書類を受け取り、シェリーさんはにっこりと俺に振り向いた。

「ユキト先生、紹介しますね。彼女はリリー、うちの書記です」

「あ、えっと、どうも。戦術科二年、リリー・アンネスです。あの……会長？」

　戸惑う彼女に、シェリーさんは俺のことを説明しはじめた。

　すると、みるみる彼女の顔が驚きに染まっていく。

「あ、あなたが……あのっ！　ありがとうございました！」

　勢いよく頭を下げる少女に、思わず困惑していると……やがておずおずと頭を上げた彼女は、目の端に涙をためていた。

「あの事件が起こったのは、私のせいで……だから私……！」

「リリーちゃん落ち着いて。まずは座ろ？」

　シェリーさんが肩を叩き、彼女を席に促うながす。

　曰いわく──あの場にイリアさんが一人取り残されることになったのは、彼女が怪け我がを負ったからだという。

「あの時は本当にありがとうございました。すぐにお礼に伺うかがうべきだったんですが、気がつけば病院で……」

　怪我を負い病院に搬送された彼女は、つい数日前までベッドの上だったらしい。

「今でも夢に見るんです。私のせいで、もしイリア先輩が、あの時……」

「いや。それは違う」

　リリーさんの言葉を否定したのは、意外にと言っていいのか、レーヴ君だった。

「あの異常な状況では、誰が怪我をしていてもおかしくなかった。突然の奇襲にフォローが遅れたのは、上級生である俺たちの責任だ。君の所せ為いじゃない」

「ええ、そうね。あれはリリーの所為なんかじゃない。私の判断ミスが原因」

　でも、と、リリーは何かを言いかけ、そして俯うつむいた。

　多分それは、その議論が何度も繰り返されてきたものだったからなのだろう。何も言えず俯いたまま、自分のスカートをぎゅっと強く握りしめた。

「……慰めの言葉なんて、私は言えないけど」

　そっと彼女の両肩に、シェリーさんが触れる。

「失敗も、後悔も、きっと必要なんだと思う。でも幸いに、何一つ取り返しのつかないことにはならなかった。ならあとは、リリーちゃん自身がどうしたいかだよ」

「どうしたいか……？」

　そう、と頷く。

「悩んでもいい。立ち止まってもいい。でも忘れないで。どんな願いだって、前に歩き出さなきゃ届かないことを」

　そう言って微笑む彼女の顔は、どこか、とても大人びて見えた。




「待て」

　昼食を終え、生徒会室から廊下に出た俺を呼ぶ声に、足を止める。

　振り返った先、レーヴ君が、まるで睨むようにこちらを見ていた。

「レーヴ君？　どうしたの──」

「イリアさん。……ちょっと、先に教室に行ってくれないか」

　彼女はその言葉に、俺とレーヴ君の間で視線を往復させ、何かを察したのかこくりと頷き、そして去っていった。

　廊下の向こう、消えていく彼女の背を見送ってから、レーヴ君へと視線を向ける。

　彼は、しばらく躊躇ためらったあと、小さく息を吐いた。

「俺は……あの時、何もできなかった。イリアを置いて逃げることに、それが最善だっていう言葉に、反論すらもできなかった」

　だから、と。

　目線が合う。

「……彼女を助けてくれたこと。それだけは、感謝する」

　絞り出すように、そう言った。

（ああ、そうだよな）

　彼もまた、きっと何度も何度も、自分の無力さに唇を嚙かみしめてきたのだろう。

「ただし！　彼女にもし危害を加えるようなことがあれば、幼馴染として、絶対にお前を許さない！　覚えておけ」

「……ああ」

　その真っすぐな言葉を、俺もまた真っすぐに受け止めて、そして小さく微笑んだ。





　　　◆　◇　◆






　私は、天才だと言われてきた。

　剣術も魔術も、幼い頃から苦労したことは一度もない。

　……それが思い上がりだったことを、この一ひと月つき何度も何度も思い知らされた。

「ふう……」

　イリアは蛇口から出た水で顔を洗い、タオルで顔を拭いて、一息つく。

（今日も全く歯が立たなかった）

　ユキトと出会って、もう一月が経たつ。その間、学院が長期休暇だったこともあって、イリアはユキトから個人的な訓練を受けてきた。

　今日はその最終日。明日からは本格的に学院が始まるため、今までのように稽けい古こをつけてもらうことはできなくなる。

（先生は、強すぎる）

　この一カ月。

　結局、一度たりとして、彼に剣が届いたことはない。

　強いことは分かっていた。初めて会ったその日から。けれど知れば知るほどに、全く底が見えない。

（どれほどの修練を積めば、あれほど……）

　同年代とは、とても信じられない。

　中庭に出る。

　そこでは今も、ただ黙々と、ユキトが剣を振るっていた。

　胸中に浮かんだのは……恐怖でも、悔しさでもなく。

　──ただ、美しい。そう思った。

　何の変哲もないただの素振りが、こうも完成されている。

（学院の、剣術講師か）

　父の思おも惑わくは分かっている。

　彼を取り込みたいのだ。恩を売り、友好関係を築き、情という鎖で縛ろうとしている。……だが、そう上う手まくはいかないだろう。

　彼の強さに国が目をつけないわけがない。ギルドもそうだ。あるいは、各地で蠢しゆん動どうしているという犯罪組織も──。

「ッ……」

　口元で爆ぜたいら立ちに、気がささくれだつのを自覚する。

　ふと、素振りの音が止んだ。

「先生」

　気配を悟さとられたらしい。彼の気配察知能力もまた異次元レベルだ。とっくに気づかれていたに決まっているが、平然とした顔で新しいタオルを差し出した。

「ありがとう」

　笑って礼を言うユキトに、ふと、イリアは苦笑する。

　この人は強い。その領域は、私には想像できないほど。なのに、こうして笑う時は、どこにでもいそうな普通の人で。

　……たとえば私が天才だとしたら。彼は何と形容すればいいのだろう？

　彼の強さの秘密は未いまだにわからない。基礎も、応用も、技のどれひとつをとっても、レベルが違いすぎて理解できない。

　だが、それでも分かることはある。

　彼の剣は、途と轍てつもない修練の果てにあるものだ。剣と共に生まれ、生きてきたといって過言ではないほどに。

　いつか自分もと──戦士であれば誰もがそう思ってしまう、そんな剣。

（私も、強くなりたい。この人のように）

　わずかな憧しよう憬けいを含ませたイリアの目線に気づいたのか、ユキトはタオルから顔を上げ、そして苦笑した。

「……君は、強くなると思うよ」

　不意に言われた言葉に、心臓が跳ねる。

「君の剣はすごく綺き麗れいだからね」

「……綺麗、ですか？」

「ああ。ひたすらに前を見ている、そんな真っすぐな剣だ」

　一瞬、口説かれているのかと思ったが、違った。彼の眼を見て、その言葉が本気なのだとすぐに分かったから。

「真っすぐな剣、ですか」

　こそばゆくて目をそらす。同時に、罪悪感すら覚えた。

　私はただがむしゃらに、強くなりたかっただけで。

　追いかけるように、ひたすら剣を振るってきたから。

「先生は、どうして剣を？」

　誤ご魔ま化かすように問いかけた私に、彼は、まるで遠くを見るように視線を馳はせた。

「……俺を拾ひろってくれたじいさんが、剣を振るってたんだ。ただひたすら、それに憧あこがれた。いつか俺もああなりたいって」

　──私と同じだ。

　奇妙なシンパシーのようなものを感じて、眼を瞬かせる。

　同時に、思い起こす。私の剣を綺麗だと言った、彼の言葉を。

　それはつまり、私が彼の剣に感じたものを、彼もまた私の剣に感じたということなのだろうか。

「……先生。もう一度、素振りを見てもらってもいいですか？」

「うん？　それはいいけど……」

　私は服を着替えようと足早に踵きびすを返す。先生は困惑していたけれど、今はただ、剣を振りたい気分だった。

　部屋の鏡に映る、少しにやけた自分の頰。反射的に息を吐いて、気合を入れなおした。
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　ヴィスキネルを古都と呼ぶのは、かつてこの街が帝都、つまり帝国の首都だったことに由来する。

　黄金街道を掌しよう握あくする折、その中心に遷せん都とすることになったが──それでもなお、ヴィスキネルが要よう衝しようであることに変わりはない。公爵、つまり皇族の直系貴族が代々の領主であったことからも、それを察することはできる。

「まあ、公爵様が領主だったのも、随ずい分ぶんと昔の話だがねぇ」

　古都、職人通りと呼ばれる西側地区の一角。

　いかにも昔むかし気質かたぎな親方の職人は、そう告げながら研ぎ石に刃を走らせる。研いでいる刀は、俺がじいさんから譲り受けた刀だ。

　もちろん自分で入念に手入れはしているが、たまにはプロに研いでもらったほうがいいだろうと、店を紹介してもらったのだ。

　──最初、俺に対応したのは、多分弟子であろう若い男だった。だが俺の刀を見るなり、顔を真まっ青さおにして親方を呼んだ。

「親方、親方ぁ！」

「うるっせぇな……店番が騒ぐんじゃねぇ馬鹿野郎！　お客さんに迷惑だろうが！」

　ごつん、と拳げん骨こつを落とし、荒く鼻息を吐く。

　そして弟子から、俺の渡した刀を受け取ると──その眼めの色を変えた。

「お前さん……こいつをどこで？」

「あぁ……じいさん、いや師匠から」

「譲り刀ってやつかい。銘めいは切られてねぇが……普段の手入れは自分でか？」

　片かた眼鏡めがねで前後左右から、柄つかを取り外した刀を見ていた親方は、頷うなずく俺に「なるほどな」と視線を向けた。

「研ぎなら半はん刻ときだ。金はこんなもんだな」

　提示された金額は、表に書かれていた値段表の倍だった。思わず驚く俺に、「これでも良心的だ」と親方は俺を睨にらむ。

「うちじゃ、刀は扱ってねぇんだ。特にこんな業わざ物もの、手入れできるのは俺ぐらいのもんだからな。……が、こいつは相当使い込まれてるのに、手入れを疎おろそかにした跡もねぇ」

　首を傾かしげる俺に、彼の隣で佇たたずんでいた弟子が苦笑した。

「要は、お客さんを気に入ったってことですよ」

「余計な口を叩たたくんじゃねぇ！」

　またも拳骨。涙目になる弟子は、それでもどこか嬉うれしそうだった。

　まあドＭの人はさておき、刀の手入れをお願いしたのだが……どうせならと、その仕事を見学させてもらえることになった、というわけで今である。

「……こんなもんか。おい、見てくれ」

　ようやく作業が終わったのか、親方は茎なかごをむき出しにした刀を差し出した。

　もちろん、差し出されるまでもない。完璧な仕事ぶり、やはり仕上がりも完璧である。

　最後の仕上げに柄を取り付ける親方を見ていると、店頭のほうから鈴の音が鳴り、男性の声がした。店の扉を開けて誰かが入ってきたのだろう。

「グラフィオスさん」

「お？　ユキトじゃねぇか。久しぶりだな」

　よっ、と手を上げる、口元に傷のある大男。

「グラフィオスさんも、武器の調整か何かですか？」

「まあな。おい親父おやじ！」

「っるっせぇんだよテメェは……おい、七番だ！　さっさと出してやれ」

　へい、と返事をした弟子のＭさん（仮）が、裏から巨大なケースを引っ張り出し、カウンターにのせた。

「おー、これこれ」

　そのケースの中から引っ張り出されたのは、巨大な戦せん斧ぷ。それもただの斧おのでなく、機械仕掛けのハルバードだ。ガシャン、と音を立てて、背丈を越える大きさに変貌する。

　照明の光を反射する斧ふ刃じんの輝きに、グラフィオスは凶悪な顔をさらに凶悪にして笑った。子供なら泣いて逃げ出しそうな顔で。

「いい仕上がりだ」

「ったりめぇだ」

　フン、と親方は唇を歪ゆがませた。

「それよりグラス坊、おめぇの武器の扱い方、もっと何とかしろや。いっつもボロボロにして持ってきやがって」

「その分、店が潤うるおうんだからいいだろうが」

「ざけんじゃねぇ」

　親方の説教に「へいへい」と肩を竦すくませながら、武器を小さく変形させてスーツケースにしまい込む。

　そして、俺に目を向けた。

「ところでユキト、ここで会ったのも何かの縁だ。ってことで、ちょいと吞のみにいこうぜ？」

「……何言ってるんですか。まだ昼過ぎですよ」

「いいじゃねぇか。いい店知ってんだよ──」

　そう彼が告げた瞬間。

　扉に取り付けられた鈴が、再び音を鳴らした。

「先生、終わりましたか？」

「イリアさん。ええ、まあ」

　今日は一人で来たわけではない。この店を紹介してくれたイリアさんの案内で訪れたのだ。

　しかしそこで、扉から入ってきた気配が一つでないことに気づく。

「こんにちはっ」

　イリアさんの後ろからひょこりと顔を覗のぞかせたのは、シェリー・レレイ生徒会長だった。彼女は鍛か冶じ屋やが珍しいのか、きょろきょろと店内を物珍し気に見回している。

「さきほど偶然、そこで会ったんですよ」

「近くに行きつけのブックカフェがあるんです」

　そう言って笑うシェリーさんに、俺の隣で「あー」と大男グラフイオスが声を上げた。

「なるほど……女連れか」

「そういうことです」

　日を改めてだな、と頭を搔かくグラフィオスさんに苦笑する。日を改めてって、やっぱり吞む気なんじゃないか。俺、一応未成年なんだけど。

　すると、二人も彼の存在に気付いたのか──特にイリアさんは、その目を見開いた。

「……もしかして、Ａ級ハンターの？」

　どうやら彼女は、グラフィオスさんのことを知っているらしい。

　これは後で聞いたことだが、ハンター、それもＡ級ともなれば、相当な知名度があるそうだ。雑誌で特集を組まれることも少なくない。

　だがこの場で、その話題になることはなかった。

　なぜならば。

「貴様ァ！　ユーグの分際で我が服を穢けがすとは、許しておけんぞ！」

　店の外から聞こえてきた怒鳴り声に、俺たちは思わず顔を見合わせた。




　表通りがざわついている。

　何事かと店の外に飛び出してみれば、高そうな服を着た男性の前に、尻しり餅もちをついた子供とそれを抱きかかえる女性がいた。男の高そうな服にはシミがついていて、路地にはカップジュースがこぼれている。

　なるほど、恐らく子供があの男にジュースをぶちまけてしまったのだろう。

「も、申し訳ありません！」

「謝ればいいというものではない」

　男は不愉快そうに親子を睨みつけ、腰の剣に手を添えた。

　まさかあの男、街のど真ん中で剣を抜くつもりか？

「先生、ここは私が」

「いや」

　一歩進み出ようとしたイリアさんを片手で制する。

　貴族同士の、それも斬り合いになんて発展すれば、学院で問題になるかもしれないし、オーランド家に迷惑がかかる可能性もある。

　この世界に詳しくない俺でも、それぐらいは分かる。

「ただでさえ視界に入れるだけでも不快な移民の豚が。通りを歩くだけでも不快だというのに、我が服を穢そうとは──万死に値する」

　男は剣を抜き放つべく、肩に力を入れ──

「まあ、その辺にしちゃどうかな」

　ようとした瞬間には、もう動いていた。

　後ろでイリアさんが焦ったような声を出していたが、関係ない。

　──こんなものを見過ごせるほど、俺はクソでもない。どんな事情があろうとだ。

「ちょっくら服が汚れただけじゃないか。クリーニング代ぐらいは払うさ。なあ？」

　子供の母親に目線を向けると、こくこくと彼女は何度もうなずく。

「貴様……邪魔を──」

「抜くなよ」

　ぴん、と。

　一瞬にして、大通りが緊張に包まれた。

「丸腰の相手に剣を抜くな。それは同じ剣士として見過ごせない」

　静せい寂じやくが支配した大通りに、ただ淡々と、声が響く。その声に乗せられた殺気は、まるで物理的な力を持ったかのように、男の手足を縫い留めた。

　貴族？　それがどうしたというのだ。

　剣は人を殺す道具である。そんなことは重々承知。必要とあらば、ユキトは人を斬ることを躊躇ためらうことなどない。

　だが、剣さえ持たぬ弱者に、その力を向けるのなら話は別。

　……刃を人に向けるならば、向けられる覚悟をしろ。

「っ──」

　顔を真っ青にした貴族らしき男が、震える手で剣を握ろうと、何度も指をこすりあわせる。だが明らかに引け腰だ。今この瞬間も、じりじりと足が後ろに下がっていく。

　一歩、足を踏み出そうとして、

「──待ちなさい」

　背後から響く声に、思わず足を止めた。

　イリアさんだった。彼女は俺の横に進み出ると、その貴族を睨みつけた。

「貴族ともあろうものが、平民に剣を向けようとするなど、許されることではありません。……今ならば何もなかったと見過ごすこともできますが、これ以上は報告しなければならなくなりますよ」

　誰に、と言わないあたりが実に賢い。

　こりゃ心配なんて不要だったなあ。最初から任せておけばよかった。

「ちっ」

　男は舌打ちし、俺をギッと睨みつけて、そして背を向ける。

「待てって。クリーニング代──」

「必要ない！」

　財布を取り出そうとした俺を無視し、男は足早に去っていった。

「大丈夫ですかっ？」

　倒れ込んだ親子にシェリーさんが駆け付け、二人を助け起こす。

　どうやら怪け我がはないらしく、何度もシェリーさんに頭を下げていた。

　ふと気づく。スカーフで隠してはいるが、彼女の首元に、見慣れぬ入いれ墨ずみが見え隠れしていることを。

「……ユーグってのはな、いわゆる、亡国の民さ。帝国によって滅ぼされて植民地となった、ユグライルっていう国のな」

　何度も礼を言う彼女たちを見送った後。俺の横に立ったグラフィオスさんが、ぽつりとこぼした。

「あの首元にある印、あれはアゼフの印だ。ユグライル革命政府が同志……というか、国民に強制して彫らせたっていう代物さ。帝国人にとっちゃ、怒りと憎悪の象徴なんだよ、あれは」

「子供に印がなかったのは……」

「そりゃ、終戦から三十年だ。差別の象徴を子供に彫らせる親はいねぇさ」

　現実に、去っていく彼女たちに向けられる人々の目線の中には、厳しいものも少なくない。そして彼女たちに厳しい目線を向ける者は、いくらか歳としを経た者たちがほとんどだった。

　それを見て、苦い顔をしたイリアさんが、ぽつりとこぼす。

「皇帝陛下も、そうした差別をなくそうと帝国議院に働きかけているのですが……」

「差別は、なくそうとしても簡単になくなるものでもないから」

　不意に横から聞こえた声は、シェリーさんのものだった。

　年月さえ過ぎれば、印を刻まれた親世代はいなくなる。戦争を知らない世代が中心となって、やがてその印と共に忘れ去られていくだろう。……楽観的に考えるのならば。

　去っていく親子に向ける彼女の眼は、どこか、言い知れぬ何かを抱えているようにも見えた。
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　──実は最近、俺は若干の悩みを抱えている。

　それは、訓練場所の不足だ。学院に通う前までは、伯はく爵しやく邸の広すぎる庭を借りていたのだが……伯爵邸は遠い。放課後に行くとなれば夕方以降、下手をすれば夜だ。そんな時間に『庭を貸してください』なんて言えないだろう。

　そういうわけで、剣技教練の授業の後、前任のダニエル先生に相談してみたのだが──。

「そういうことでしたら、学院の施設を使ってはどうですか？」

　特に許可などは必要ありませんよ、と笑う彼に、実にあっさりと解決したものだと拍子抜けしてしまった。

　学院の広大な敷地の一角。そこには、いくつかの訓練場が併設されている。放課後のグラウンドは部活で使われているが、こちらはフリー、生徒の自主訓練に使用される施設だ。

（こんな施設があったとは、さっさと相談しておけばよかった）

「……ん？」

　扉を開けようとして、手を止める。

　どうやら、先客がいるらしい。

　俺も端っこでいいから使わせてくれないかなぁ、とそっと覗のぞき込こむ。

「──黙ってないで、何か言ったらどうだ！」

　瞬間。怒声が反響する。

　中にいたのは数人の生徒。正確に言えば、一人の少女を三人の男子生徒が囲んでいる。イジメか、とも思ったが、どうやら違う。

　怒声を上げた男子生徒に対し、少女はただ黙々と、その手の槍やりを振っていた。

（ほう）

　小麦色の肌をした、スレンダーな美少女だ。長い銀色の髪がふわりと舞い、烈火が宙を躍る。

　魔法だ。炎の魔法を使いながら槍を振っているのだ。

　その表情は真剣そのもの。いや、鬼気迫っているという表現が正しいだろうか。

「聞いているのか、おい！」

　男子生徒が手を伸ばそうとして。

　槍の穂先が、その目前で静止した。

「……邪魔」

「何だと……！」

　彼女はふうと息を吐き、構えを解く。そして床に置いた荷物に歩み寄り、タオルを手に取った。

「大会の出場者を選んだのは私じゃない。私に文句を言うのはお門違い」

　汗を拭った彼女は、ただ淡々とそう告げた。だがその言い方が、より癪しやくに障ったのだろう。男子生徒は少女に歩み寄り、タオルで顔を拭う手を摑つかんだ。

「お前が、辞退すれば済む話だろうが！」

「なぜ？」

「なぜ、だと……」

「貴方あなたより私のほうが強い。譲らなければならない理由が分からない」

　彼女は摑まれた手を軽く払い、床に落ちたタオルを拾ひろった。

「それとも」

　彼女はその目を、男子生徒に向けた。

　鋭えい利りな刃のような、その目を。

「もう一度、私とやる？」

　別に今からでも構わない、と。

　全身から迸ほとばしる気配に、男子生徒たちは言葉を吞んだ。

　彼女の言葉は、恐らく正しい。あの男子三人を合わせても、多分、彼女のほうが強い。それは事実だろう。ただ……。

「っ……このユーグが……！」

「…………」

　捨すて台詞ぜりふを吐き、舌打ちして去っていく。

　相当に苛いら立だっているのか、すれ違う俺に目線も向けず、あるいは気づきすらもせずに、訓練場から出て行った。

（ユグライル人……？　彼女が？）

　外見からは分からない。あの『印』は彼女にはない。だがそれも当然で、恐らく彼女は二十歳にも満たないだろう。つまり戦後に生まれた子供だ。

「……誰？」

　ずいぶんとささくれだった、棘とげのある声だった。

「あー……実はちょっと前からこの学院に通わせてもらっててな。ユキトという。よろしく」

「……ユキト？　新任の剣術講師？」

「何だ、知ってるのか」

　肩を竦める俺に、彼女は頷いた。

「実はちょっと訓練場を貸してもらいたくて。その辺の端っこでも構わないんだけど」

「そう。でも邪魔。出て行って」

　彼女はピクリとも表情を動かさずに告げる。

　炎の魔法や、槍の豪快さとは裏腹に、なんというか表情の変化が薄い子だ。いわゆる不思議ちゃん系とでもいうのだろうか。

「総合の部に出場する選手が使っているときは、他の人は遠慮するのがマナー」

「総合の部？」

「……夏に開催される戦技大会。総合の部に出場するのは二名だけ。私はその一人」

　代表選手ってことか。なるほど。

　ということはさっきの会話は、出場の権利を譲れって話なのか。

　しかし……。

「随分、焦ってるみたいだな」

　俺の言葉に、彼女はぴくりと眉を上げた。

　槍を振っていた時も、男子生徒と会話していた時も、そして今も。無表情のその裏で、彼女の焦りを常に感じていた。

「……当然、大会が近い。一分一秒が惜しい」

「そうか。でも、そのやり方じゃ強くはなれないな」

　その言葉に、彼女の目に剣けん吞のんさが宿った。

「剣の教官と聞いたけど。槍も？」

「いやさっぱり」

「……からかってる？」

　まさか、である。

　就任して数日でしかないけれど、きっちり務め上げよう、なるべく生徒を強くしようという気持ちに一切曇りはないつもりだ。

「槍のことは分からないけど、今の訓練じゃ駄目だということは分かる」

　その言葉にきっと俺を睨みつけた彼女は、静かに息を吐き、そして「ん」と俺へと槍を向けた。

「そんなに言うのなら、私と戦って。大言壮語を口に出すだけの実力があるか、証明して」

「そりゃ、別に構わないけど」

　言葉では分からないことがある。特に武の世界では。

　だからじいさんも、何も言わずに俺に背中を見せ続けた。……いやあれは単に超ド級の口くち下べ手たなだけか。

「いつでもどうぞ」

　広い訓練場の中央まで進み出て、俺は彼女を促うながす──この床、さっきの炎でも燃えてなかったけど何の素材だろう、などと思いながら。

「抜かないの？」

「必要ないからね」

　トントンと靴のつま先で地面を叩きつつそう言うと、「そう」と彼女が言った。槍の穂先が、静かに炎を纏まとう。

　静かな彼女の、奥底に宿る激情を顕あらわすかのように。

「その余裕、後悔させる──！」

　彼女が、激発したように地面を蹴った。

　炎の残ざん滓しを引き連れて、風のようにその影が疾はしる。わずか一瞬で彼我の距離を食いつぶし、炎を纏った槍を真っすぐに突き放った。

「ほいっと」

　……が、さらりと横に避け、さらに一歩踏み込んで、俺は彼女の槍の柄えを摑む。

　穂先は炎を纏っているが、術者本人が手に摑んでいる柄のほうはそうでもない。自分自身が火傷しかねないので当然だ。

　そして、そのままぶん投げた。

「──っ!?」

「さっきも言ったけど、焦りすぎだ。相手を観察できていない。彼ひ我がの力量差を見極められないのに、すぐに突っ込む」

　咄とつ嗟さに受け身を取って転倒を防いだか。

　だがもちろん、自分の得物を相手に摑まれた時点で敗北に等しい。今のは見逃したに過ぎないことは、彼女も分かるだろう。

「──槍ランス！」

　彼女の頭上に渦巻いた炎は、四つの炎の槍を形成した。

　おお、魔法だ。イリアさんが使っているのを見たこともあるが、やはり魔法は俺にとって未知に近い。

　習ってみたいと思っているのだが、伯爵いわく、下手な人間に教わるのはよくないらしく、きちんとした術師の下で習ったほうがいいのだそうだ。

　四本の炎の槍は、真っすぐ俺へと突っ込んできた。カッコイイ。

（まあ、当たらないけど）

　すいすいと避けて、彼女が気がついた時にはもう、俺は彼女の眼前にいた。

[image: ]

「判断が遅い」

　俺の蹴りが彼女の腹へと突き刺さる。

　ごはっ、と悶もん絶ぜつした声が聞こえ、たたらを踏んだ。

「牽けん制せいに威力を求めるな。それじゃぶっ放してるだけで何の戦術にもなっていない」

　例えばもっと小さい威力で数を量産するとか、周囲を燃やして動きを制限するとか、やれることは山ほどある。

「視野が狭い。頭が回ってない。戦術もない。それじゃ子供が武器を持って振り回してるのと何も変わらない」

「っ──あああああぁぁ！」

　突き、突き、突き。

　今度はがむしゃらに、俺に向かって突きを放ってくる。

　確かに速い。速いけど、それだけだ。やはり、子供の癇かん癪しやくと変わらない。

　業を煮やした横よこ薙なぎの一いつ閃せんを、鞘さやに納まったままの刀で受け、そのまま前に滑らせながら踏み込んで跳ね上げた。

　カンッ、と勢いよく跳ね上がった槍。

　そのまま静かに振り下ろされた鞘の一閃が、彼女の小手を打った。

「っ……」

　小手を殴打された彼女の手が、槍をとりこぼす。

　カラン、ともの悲しささえ感じる音を立てて、槍が床に転がった。

　その時にはもう、俺の刀は彼女の首筋に添えられている。

　鞘にしまったままだから、刀を引いても殺せはしない。だがこれが彼女の敗北であることは、誰より彼女自身が分かるだろう。

「腕は悪くないと思う。だけど焦りすぎで余裕がないし、力が入りすぎて鋭さがまったくない。だから相手の行動に対応できない。焦ったら負けっていうのは、どんな武器でも同じだよ」

　がむしゃらにただ武器を振るうことを修練とは言わない。

　戦いには常に意味が求められる。意味のない一歩は死への一歩だ。

　……圧倒的な力量差があるなら、話は別だが。

「俺から言えるのは、これぐらいかな」

　腰のベルトに刀を戻しながら、一歩下がる。

　──だが、目の前の少女は顔を伏せたまま、微動だにしない。

（強く叩きすぎたか？）

　いや実戦に身を置いて修行してるんだからそんなわけが、と彼女の顔を覗き見ると、ぽたぽたと、大粒の涙が頰を伝っていた。

「うぇ!?」

「──私だって」

　大丈夫かと手を伸ばそうとしたら、ぽつり、と少女が言葉をこぼす。

「私が弱いのは、自分だって分かってる……」

「い、いやそんな卑下することは」

「だったら、どうしたらいい！」

　それまで静かだった少女の叫び声が、訓練場の空気を裂いた。

「どんなに槍を振ったって、勝てるイメージなんてまるで湧かない！　それでも、それでもここで諦めたら、私は──っ！」

　悲痛な叫びに、俺は思わず声を失った。

　……ああ、これは。

　その目が浮かべる感情の名前を、俺は知っていた。

「──なんで？　どうして、私はこんなに……弱いの」

　……絶望だ。





　　　◆　◇　◆






　私の名はアイーゼ・リリエス。

　私の実家──リリエス男爵家は、ドブネズミと呼ばれている。

　数十年前に起こった、ユグライル王国と帝国との戦争。ユグライルの貴族だったリリエス家はその戦乱の中で、真っ先に帝国に恭順して祖国を裏切り、そして帝国貴族の爵位を授かった。

　かといって、他の帝国貴族たちが、リリエス家を同じ貴族として認めることはありえなかった。

　ユグライル人というだけで差別される。

　それが故国を裏切った家ともなれば尚なお更さらに。

　餌えさを見ればすぐに食らいつき、貪むさぼる、品も知性もない家。

　だから、ドブネズミ。

　その言葉を聞いて、私は笑ってしまった。

　ああ確かにその通りだと──私の家族たちはその通りの人間だと、私自身が思ってしまったから。

「我が家は貴族だ。印付きの連中とは違う」

「私たちの家は故国ユグライルと帝国を繫つなぐ架け橋なの。私たちが認められることで、本当の意味でユーグは解放されるの」

　そう言って、結局何の行動も起こさず、ただ見栄と贅ぜい沢たくに走るだけの父と母。貴族であることに固こ執しつし、他の帝国貴族の靴を舐なめることも辞さない。

　その結果、膨れ上がる借金。私と妹に与えられる食事は、残りカスのようなパンと何の味もしないスープだけ。

　──そして。

「アイーゼ、喜べ！　お前の結婚が決まったぞ！」

　そう言って紹介されたのは、私より三十は上の男。

　帝国貴族の中でも、有名な変態貴族だそうだ。

　平民や移民を何の躊ちゆう躇ちよもなく妾めかけとし──そして彼女たち全員、壊されるまで嬲なぶり者ものにされたという噂うわさの。

　帝国の抱える悪徳を詰め込んだような、吐き気を催もよおす男だった。

　手を叩いて喜ぶ父と母の姿に、私は理解した。

　彼らにとって、私は道具でしかなかったのだ。

　きっと、私の妹も。

　……それが、私が十歳の時。私に抵抗する術など、存在しなかった。

　本当ならば。

「ギレウス・マリオンは知っている？」

　私の言葉に、黙って話を聞いていた目の前の青年は首を振った。

「私たちと同じユグライルの民でありながら、戦技大会で準優勝し、貴族となった男。私たちにとっては生ける伝説」

　彼の存在が、私に希望を与えてくれた。

　ギレウス・マリオンは私の家と違い、皇帝に認められ、今では軍の一角を担う立派な貴族だ。

　同じように戦技大会で活躍すれば、私もまた貴族になれるかもしれない。

「父と母も、私が戦技大会で活躍すれば結婚は考え直すと約束した」

　いや、正確には約束させたのだ。そうしなければ父と母を殺し私も死ぬと言って。

　貴族として独立し、リリエスの名を捨て、妹を引き取る。それが私にとって唯一の希望。

「──だから私は、勝たなければいけない。どうしても」

　でも、私の前には立ちはだかる壁があった。

　イリア・オーランド。年下でありながら、天才と呼ばれる少女。

　何度も戦い、何度も敗北を味わった。

「彼女に勝って予選を突破しなければ、帝都で行われる本戦に出場さえできない」

　特に新学期になって彼女は信じられないほど強くなっていた。

　日に日に突き放されていく感覚。霧の中で、もがけばもがくほどに、重くなっていく。

　分かっている。彼女は悪くない。彼女もまた必死に、譲れないものを賭かけて戦っているだけなのだから。

　それでも勝たなければならないのだ。勝たなければ、私の希望は断たれてしまう。

「私にとって今年が最後のチャンス。だから……」

「分かった」

　ユキト、と名乗った彼は静かに頷いた。

　信じられないほどに強い人。ただの一撃も入れられず、ただの一瞬も勝てるイメージが湧かなかった。これほどの強さが私にあればと、羨うらやみ、憎んでしまえるほどに。

「一週間後、またここで会おう」

　彼はそう言って、背中を向けた。その背中は、なぜか大きく見えた。
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　古都ヴィスキネルは、大きく三つの街区に分けられている。

　古都の南側、再開発によって美しく整備された繁華街や、様々な最先端ビルの立ち並ぶオフィス街によって構成される新街区。

　東側、かつての古都の装いを残し、王城跡といった多くの観光資源を残す伝統区。

　西側、古都の産業を古くから支え、新旧問わず様々な工房が立ち並ぶ産業区。

　それは古都の持つ多面性の顕あらわれでもある。それゆえに、古都は地区によってその性格が大きく異なるともいわれていた。

　その日、ユキトが訪れたのは古都の東部。伝統区と呼ばれる場所であった。

　オーランド伯はく爵しやく邸がある地区でもあるが、実のところ、いつもバスに乗って通り過ぎるだけで、伝統区には詳しくない。

　伝統区の一角にある、雰囲気の良い喫茶店。もしも日本にあったらモダン喫茶とでも呼ばれていただろうか。

　扉を開けると、取り付けられた鈴が軽やかな音を立てる。

　店内を見回すと、その一角でコーヒーと新聞を嗜たしなんでいた銀髪の青年が、にこやかに笑って手を上げた。

「ユキトさん、お久しぶりです」

　そう、かつてハンターギルドで俺を対応してくれた青年、シルトさんだ。

「お忙しいところをすみません」

　俺が頭を下げると、彼は「いえいえ」と微笑した。

「まあとりあえず座って。マスター、コーヒーをお願いします」

　シルトさんに視線を向けられ、なごやかな老紳士といった感じのマスターが、コップを拭きながらにこりと笑った。

「感じのいい店ですね」

「はは、そうですね。前からお世話になっている店です」

　ここはハンター御用達の店の一つなんですよ、とシルトさんは言った。

　店中に漂うコーヒーの香り。メニューを見れば、飲み物はコーヒーだけしか提供していない。随分とこだわりが強そうな店だ。

　その後、学院の様子など軽い情報交換をしつつコーヒーが出てくるのを待ってから、俺は本題を切り出した。

「それで……受付の方には話したんですが」

「ええ、話は聞きました。学院での槍やりの技術指南──ですね。受付が説明した通り、ハンターは学院の生徒に指南をすることはしていません」

　いわく、士官学院は軍の領分。

　ハンターギルドが学院に介入するのは、彼らの領分を侵すことになる。

「ハンターは結局のところ、魔物退治をする掃除屋に過ぎないんです。魔物被害が減った今となっては、都合がいいから存続しているだけ……実際、それぐらいに立場が弱いんです、我々は」

　──やはりか。

　先日事情を聴いたアイーゼ・リリエスを強くするには、槍を教えられる人間が必要不可欠。

　そこで最初に頼ったのがハンターギルドである。戦いが本分であるハンターなら、良い講師が見つかるのではと思ったが。

　シルトさんは「ただし」と口元に指を立てる。

　ここから先はオフレコ、ということか。

「ユキトさんの言ったもうひとつの案。あなたに個人的に槍を教える分には、確かに問題はありません」

　そう、俺だ。

　俺は確かに学院の剣術講師ではあるが、あくまで外部から招しよう聘へいされた形である。講師の試験を受けていないし、資格を持っているわけでもない。

　学院の関係者、という立ち位置ではいわばグレーな立場にあるといえる。

　なら、俺が槍を会得してアイーゼさんを教える。

　槍の技術そのものを教えられる段階にならなくとも、戦術や立ち回りを教えられる程度になれれば、やりようはある。

　そのためには──。

「ただ、一週間では十分な訓練とは言えませんが……」

「見せていただくだけでも、それか戦っていただくだけでもいいんです」

　アイーゼさんから盗んでもいいが、彼女以上の槍の技術を見ておく必要がある。

「……まぁ、そう仰おつしやられるなら。いいでしょう。僕もあまり長期間拘束されるわけにはいかないので……」

「ありがとうございます」

「ただ、条件があります」

　条件？　と俺が首をひねると、彼はにっこりと笑って、言った。

　──僕の仕事を手伝ってもらえませんか？　と。




　古都には大きく三つの顔がある。

　新街区、伝統区、産業区の三つ。だが実はこれ以外にも顔がある、とユキトが知ったのは、今日が初めてのことだった。

「こんな場所があるんですね……」

「ええ」

　スラム──壁一面にスプレーで描かれた落書きを見ながら、その言葉を思い出した。

　暗黒街とか、裏街区だとか、様々な名で呼ばれる地区である。

　地下鉄もバスも通っていない。だからここに来るには徒歩か、車しかない。

　しかし「こんなところに車で来たら、即盗まれるか潰される」とはシルトさんの言だ。治安が悪い、なんてレベルではない。

「かつて都市を再開発する際に、資金調達が問題になって中途半端に取りやめになった地区なんです。その後に半グレやら元犯罪者やらが住みつくようになって、結局そのまま取り残されまして」

「それは、なんというか」

　アメリカのスラムってこんなんだったな、と思い起こしながら、シルトさんの説明に相あい槌づちをうつ。

「ここに、ハンターの仕事が？」

「ええ」

　魔物のマの字もないけど。

「警察の依頼です。正直、便利屋扱いされてるなと自分でも思います」

　とシルトさんは苦笑する。そういえばファンタジーものの定番における冒険者も、冒険っていうより便利屋だなと思ったことは数知れず。

　正義のヒーローとは、つまるところそれが本質なのかもしれないが。

「それで、今回の仕事なんですが……」

「あ、その前に」

　俺はシルトさんを制止して、少し前から思っていたことを口にした。

「シルトさん、なんで敬語なんです？」

「え？」

「いやだって、最初に会ったときはこう、もっとフランクだったような」

　確かそうだ。もっと年上のお兄さんって感じだった気がする。

「歳としもそちらが上なんですし、もっと最初の感じでお願いしたいんですが」

「あー、それは……」

「これから教えていただく立場になるわけですし」

　年上に敬語を使われることほど、むずがゆいことはない。

　俺の提案に、彼は何度か悩むそぶりをして、はあと息を吐いた。

「……そうだね。うん、そうさせてもらうよ」

「お、いいですね。お願いします」

　はは、と少し困ったように笑うシルトさん。

　それじゃ今度こそ、と彼は今回の依頼を説明し始めた。

　──今回の依頼は、警察からの協力要請によるものだ。

　何でも『厄やつ介かいなブツ』が盗まれ、それが暗黒街に持ち込まれた形跡があるらしい。

　かといって警察が踏み込めば、彼らは蜘く蛛もの子を散らすように逃げて雲隠れしてしまう。暗黒街に警官ほど馴な染じまない存在はない。

「私服で来ればいいのでは？」

「裏の人間っていうのは警察の臭においに敏感なんだよ。私服でもね」

　……それはつまり、誰が警察官なのか顔まで把握されているということにならないか。

「その懸念は当たりじゃないかと僕も思うよ」

　と、シルトさんは苦笑した。

「それで……そのブツっていうのは？」

「言えない」

　即答したシルトさんに、俺は目を見開く。

「というより、知らないほうがいいかな。そういう類たぐいのものだから」

「……もう帰りたくなってきた」

「ははは」

　ははは、ではない。なんでそんな仕事に俺を誘った？

　追及してもどうやっても躱かわされそうな気がして、俺はため息を吐ついた。

「目標は黒いアタッシェケース。ロックが解除されたり、壊された時点で分かる仕組みになっていて、開けられた形跡は今のところない。……開けないでね？」

「ハハハ」

　うっかり中身を見ちゃったりしたら、今度は俺が追われることになりそうだ。

「冗談だよ。大丈夫、鍵がなければ絶対に開けられない代物だからね」

「開けられない？」

「そう。そういうものだと思って欲しい」

　鍵がなければ開けられず、鍵で開ければ遠く離れていてもわかる？　どれだけ厳重な代物なんだ。

　……そんなヤバそうなことに普通に巻き込もうとしているあたり、この人、相当な腹黒では……？

「さて、これからだけど」

　半眼で見る俺の視線を無視して、シルトさんは切り出した。

「盗んだのが誰かまでは分かっているんだ。黒こく楼ろう竜りゆうという犯罪シンジケート──の配下ってとこかな。黒楼竜は配下に無数の半グレを抱えていて、今回の事件を起こしたのはそのうちのひとつ。ただ、これは黒楼竜も把握していなかったことらしくてね」

　事を知った黒楼竜は、警察に対して不介入を約束し、煮るなり焼くなり好きにしろと言い放ったそうだ。

　マフィアは本当にヤバいものには手を出さない。

　今回彼らが手を出したのは、それだけヤバい代物らしい。

「それで、今向かってるのが」

「そいつらの拠点だね」

　話が早い。

　もう拠点の特定まで済ませていたということか。

「警察がね」

　……そこまでやってるなら自分でやれと警察に言いたい。

　どれだけ都合のいいように使われてるんだ、ハンターは。

「まあできることなら殺さずに捕まえて欲しい。暗黒街ここで法律は通用しないけど、何が起こってるのか、何をやらかしたのか、自分でも分かっていないような連中だからね。多少のお灸きゆうは必要だと思うけど」

「分かりました」

　それは言外に「必要になったら殺せ」と言っているのと同じだ。

　だがそんなことは口にはしない。戦う、とはつまりそういうことだからだ。

　剣は凶器だ。人の命を奪うための武器だ。その覚悟をもってこそ、はじめて剣士たりうる。

　それは同時に、自分の命もまた同じだ。そして、その背に負う他人の命も。

　それもまた、じいさんに教えられたことだった。




　暗黒街の一角に、それはあった。

　都市計画の白紙撤回によって廃炉となったという魔導炉エーテリアルの跡地。

　とはいえ、炉心となる反応核エーテルコアはもとより本体も完全に撤去済みであり、中途半端に組まれた工場の建物や鉄パイプの足場が残るだけである。

　そんな場所に、彼らはいた。

　派手なファッション、派手な入いれ墨ずみ、いかにも危険な香りのする強こわ面もてたち。

「なんだ、テメェら。ここがどこか分かってんのか、あァ？」

　踏み入った瞬間、穏やかならぬ声に歓迎され、俺たちを囲むように、四人組の男が物陰から姿を現した。

　だが何な故ぜだろう。全く怖さを感じないのは。

「どうも。『デス・パピオン』の皆さん」

「ブフッ」

『デス・パピオン』っておまえ。そのコワモテで蝶ちようて。

　だが噴き出した俺を無視して、シルトさんは真剣な表情で口を開く。いや、こめかみが引ひき攣つってるな。すみません。

「……あなたたちのリーダーに会わせて欲しい。あなたたちが預かっているアタッシェケースに用がある、と」

「あぁ？　テメェ何を──」

「……あんた、ハンターか」

　耳元にイヤフォンマイクをつけた男が、身を乗り出した男を制止し、シルトさんにじろりと目を向けた。

「ええ、まあ」

「チッ……」

　魔物番どもが、と男が舌打ちして、一瞬、上へと目線を向けた。

　目線を追うと、監視カメラが俺たちを見下ろしている。

「用件はひとつ。先日貴方あなたたちが警察から奪ったアタッシェケースを返してほしい。それだけです」

　男たちが青筋を立てるが、シルトさんは素知らぬ顔だ。

　男たちが拳銃を隠し持っていることに、俺もシルトさんも気づいていたが、それでもシルトさんの余裕を崩すには全く足りない。

「まあ、落ち着いてください。アレは貴方たちには開けられもしないし、無用の長物でしょう？　悪くない話だと思います」

　男はしばらく悩んだあと、マイクに何事か話し、俺たちに背を向けた。

「ボスが会うそうだ、ついてこい。下手な真ま似ねするんじゃねぇぞ」

　シルトさんは肩をすくめ、そして頷うなずいた。

　男たちに囲まれて進む工場跡は、複雑に入り組んでいた。劣化が激しいのか、錆さびて剝がれた塗装、崩れ落ちた外壁、何に使うのかも分からないガラクタが雑多に積まれている。

　一見して進路が分からないような隙間を通る箇所もあり、これは案内なしに歩くのはかなり面倒だ。むしろ、わざとそうしているのかもしれない。

「……案内がなかったら、全部ぶった斬って進むしかないなぁ」

「……それはやめてほしいな、本当に」

　シルトさんが顔を青くする。

　最終手段ですよ、もちろん。

「そういえばマフィアなのに蝶って変わってますよね」

「蝶はこの国じゃ不吉の象徴……みたいなものなんだ。元は黒の──」

「着いたぞ、何ボソボソ喋ってやがる。ボス！　連れてきました」

　シルトさんが何か言いかけたが遮られる。

　連れてこられたのは、それなりに広い事務所のような部屋。

　その最奥に、彼らはいた。

　意外にというか、住環境は悪くなさそうではあった。ソファーだの冷蔵庫だの、どこから拾ひろってきたんだという、青い光を放つ発電機のようなものまであって、床には酒の空き瓶が転がっている。

　真正面のソファーにどっかり腰を下ろした人相の悪い男。あれが彼らのリーダーなのだろう。

　……その奥でサンドバッグを叩たたいている男がいるのは謎だが。

　しかも叩くたびに冗談みたいな爆音がしている。何だあれは。威い嚇かくか何かか？

「来たかよ。まあ座れ」

　促うながされるままソファーに腰を下ろす。

　リーダーの男が手招きすると──テーブルに黒のアタッシェケースが置かれた。

「てめぇらが探してるのはコレだろう？」

「へぇ、あっさり返してくれるのか？」

　思わずそう問うと、くつくつと男は笑い、

「確かにコイツはロクに開きもしねぇ代物だ。銃で留め金を飛ばしてやろうとしても、その留め金すらねぇ。中身も分からんようじゃ、売り払うのも困る──」

　だが、と、男は笑った。

「サツの連中は、そんな代物を、おめぇらみてぇな魔物殺しどもを使ってまで取り返そうとしているわけだ」

　なるほど。足元を見ようというわけだ。

　それで、とシルトさんが促すと、男は「取引といこうじゃねぇか」と掌てのひらを上に向けた。

「五百万だ。良心的な価格だろ？　ちなみに交渉は受け付けて──」

「悪いけど、そんな話じゃないんだ」

　シルトさんはかぶりを振る。

「警察からの依頼は生死問わずデッドオアアライヴ。当然、警察からそんな金は出ないし……僕がそんなお金持ちに見えるかな？」

　ぴくり、と男が眉を動かす。

　瞬間、俺たちを囲んでいた男たちが、一斉に銃を抜いた。

「テメェ、状況分かって言ってんのか……？」

「それはこっちの台詞だな」

　瞬間、風が渦巻いた。

　逆巻くような風は、的確に拳銃を持っていた手を打ち払い、拳銃を跳ね飛ばす。吹き飛ばされたうち一丁の拳銃が、冗談のように宙を舞い、シルトさんの手に収まった。

　その照準が、真っすぐに男の眉間へと突きつけられる。

「なっ……」

「僕はハンターでそこそこ強いし、一人でも君たちを制圧できる自信がある。けど隣の彼は、僕なんか及およびもつかない化け物だ。抵抗はオススメできない」

「化け物て」

　密ひそかに人間扱いされていなかったシルトさんからの評価にひっそり落ち込む。

　なお俺のツッコミにもシルトさんは真顔である。えっ、もしかしてガチ？

「テメェ──」

「面おも白しれェ!!」

　ドガンッ、と爆発するような音がした。

　そちらを見ると、サンドバッグが噓うそのように吹き飛んで、おまけに革が破れて中身をまき散らしている。ちなみにサンドバッグの中身は砂ではなく、紙の切れ端らしい。

「クソでけぇ口を叩くじゃねぇか。一人でコイツらをブチのめすだって？」

　それは異常な男だった。人間離れして隆起した筋肉。坊主頭には青筋が浮かんでいて、いかにも凶暴な面構えをしている。ボディービルダーかよ、と俺は呆あきれまじりに呟つぶやいた。

　男は、かっと両目を開き、

「それなら俺にもできる！」

　と叫んだ。

「ギン……この馬鹿……」

　呆れたようにリーダーの男が頭を抱えている。

　うん。これはあれだ。間違いない。

　脳筋だ。

「ギン、お前は黙ってろ。コイツは交渉──」

「交渉？　寝ぼけたこと言うなよラギ。手ェ出したのはこいつだろ？」

　ずんずん進むギンとかいう筋肉達だる磨まは、俺の前で立ち止まり、見下ろしてニヤリと笑った。

「おいヒョロガリ。お前が強いってのは本当か？」

「誰がヒョロガリだクソデブが」

　おっと失礼、つい暴言が。

　そもそも俺はシルトさんに槍を習おうとしただけなのだ。それがどうして、こんなスラムに来てガキどもの相手をしなければならないのだ……。

「へぇ……面白ぇ」

　ぴくぴくとこめかみを引き攣らせ、笑みをニヤリからニヤニヤに深化させた男は「立てよ」と言った。

「勝負だ。俺に勝ったらそのケースはあんたのもんでどうだ」

「……まあいいけど」

　俺はため息を吐いて、手に持った刀をシルトさんに預けた。

　シルトさんが「えっ」という顔をするが、喧けん嘩かっていうんだから素ステ手ゴロでしょ普通に考えて。

「おいおい、武器を使ってくれていいんだぜ？」

「いらないさ。さっさとしてくれ」

「……面白ぇ」

　それしか言えないのかお前は。

　顔を真まっ赤かに染め、さらにこめかみと筋肉のピクピクが加速する。それは威嚇なのか……？

「おいアンタ、やめとけ？　ギンは素手で鉄筋も折るような奴やつだぞ」

　ニヤニヤ笑う男たち。周りの連中の表情はまさに「コイツ死んだな」とでも言いたげだ。

　男は正々堂々スタイルなのか、距離を取った俺と向かい合う。

　別に不意打ちでも構わないんだけどなぁ。なんか妙に憎めないキャラだ。

「合図は？」

「コイツで」

　コインを差し出したリーダーの男──ラギに、俺は頷く。

「死んでも恨むなよ？」

「大丈夫だ、殺しはしない」

　筋肉の挑発に肩をすくめ、すっと腰を落として半身を前に出す。

　徒手空拳。じいさんとの訓練でさんざんやった型。人との実戦はじいさんぶりかと、そう思い出しながら。

　俺の構えを見た筋肉が、すっと目を細める。

　ピン、という硬貨を弾はじいた音。

　瞬間、その筋肉が突っ込んできた。

（コインが床に転がってからスタートだろ普通）

　まあ、構わないが。

「らぁ！」

　突進からの右ストレート。

　風が轟ごう音おんをあげるような異常なスピードのストレートを、すっと半身をずらし右腕で受け、そして手首を摑つかんだ。

「えっ」

　男が困惑した声を置き去りに。

　腕を摑んだままの右手を引き、手首を捻ひねり……斜め下から突いた左ひだり拳こぶしが筋肉の隙間から腕の関節を打ち砕いた。

　バキィ！　という嫌な音が響いたと同時。

　俺はもう、その懐に踏み込んでいた。

「フッ」

　わずかな呼気。

　脱力状態から身を絞り、ドンッと踏み抜いた床からの反動を螺ら旋せんに変える。

　打法、螺ら旋せん掌しよう──立ち上る螺旋を収束させ、右の掌打が顎あごを撃ち抜いた。

　かちあげられ、男の身体からだが宙に浮く。

　それを、くるりと宙を回った回転蹴りが床に叩き落とした。

　鈍い音で硬かたい床に叩きつけられ、そのまま滑っていく筋肉の巨体。頭からは落としていない。死んではいないだろうが、まず起き上がるのは無理だろう。

　ピンとした沈黙が張り詰め──ぴくりとも動かないのを確かめてから、俺は構えを解いた。

　ギンとかいう筋肉男は、完全に気絶している。

「じゃ、そのアタッシェケースはもらっていく。問題ないよな？」

　俺がそう言うと、リーダー含めて全員がぴくりと身を震わせた。

　何も返答がないのでシルトさんに目線を向けると、彼もまた頷いた。

　俺に刀を返し、アタッシェケースを手に取って、ソファーを立つ。

「じゃ、そういうことで」

「──待てや」

　それは絞り出すような声だった。

　リーダー……ラギは、手に何やらリモコンを握っていた。その顔は完全に怒気に染まっている。

「このまま帰しちゃ、俺たちの面メン子ツは終わりだ」

「……別に言いふらしやしないのに？」

「うるせぇ！」

　ラギが叫びながら、スイッチを押す。すると、機械の駆動音と共に、天井に隠されていたそれが姿を現した。

「……自動銃座オートタレツトっ？　そんなものまで」

　完全に予想外だったのか、顔を青くしたシルトさんが叫ぶ。

　この部屋を囲うように配置されていた二つの機械。それはいくつもの銃口を連結させた、ガトリングガンのような代物だった。

　この世界の軍事技術はどこまで発展してんだ、と俺としては呆れるしかない。そしてそれをなぜチンピラが持ってる。

「知ってたな、あの連中……」

　漏れた小さな呟きが、シルトさんの焦りと後悔を表しているようだった。

　あの連中とは、警察か。知ってるからハンターに依頼を出したわけだ。マジで捨て駒扱いじゃないか。

「ハハハ！　アンタらでもこれは無理だろ！」

「いや」

　ぺろりと唇を舐なめる。不思議と焦りは微み塵じんもわかなかった。

　むしろ、ああ、これはいい機会かもしれない。

「どうせならぜひやってくれ」

「……なんだと？」

　腰を落とし、刀の鯉こい口ぐちを切る。

「銃より剣が強いと聞いたんだが、試したことがないんだ。ぜひやってみたい」

「イカれ野郎が……！」

　言いながら、俺は自分がバカなのかと思った。

　だが止められない。止めたくない。ぜひ試したい。

「シルトさんは離れててください」

「……無茶だ！」

　ああ、ダメだな。もう止まらない。

　思えば俺が山を下りた理由は。

　異世界を見て回りたいというのもあったけど──それ以上に、磨みがいた剣の腕を試してみたいと思っていたのだ。

　でもどいつもこいつも弱者ばかり。

　一撫なでするだけで簡単に死んでしまいそうだった。

　久々の感覚。だから俺は、こんなに興奮しているのか。

「さっさとしろ──殺すぞ」

　言葉と共に放たれた剣気。

　シルトさんが飛びのき、デス・パピオンの連中がガタガタと震え出した。

「くそっ……くそがあああああ！」

　ラギが叫ぶのと同時。

　稼働音。二門の自動機銃の銃口から、俺を囲うように、無数の銃弾が吐き出された。

（ああ──）
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　沼のような無限の中で。

　俺は笑っていた。




　──斬形、千せん夜や。




　俺の定義した間合いの結界、そこに踏み入れたすべてを斬り捨てる。

　この技の根幹は、気配察知と取捨選択にある。何から斬るか、その選択がただの間合いを結界に変える。

　最初の弾丸が間合いに入るのと同時に、鞘さやから刃を抜き放つ。

　硬質な音が連続し、俺に当たる弾丸だけを選択して斬り払っていく。まるで星の瞬またたきを見るように、虚こ空くうにいくつもの火花が瞬いた。

　ああ、これは難しいな。だが。

（いける）

　刃を振るう。いかに小さく、いかに無駄なく。

　最速とは、刀を振るう速さではない。そこに至る無駄がどれほどないかということだ。

　この一瞬一瞬、一振りずつに、濁りのように残っていた無駄をさらに最小化、最適化していく。

「はは、ハハハハハハ──!!」

　気がつけば笑っていた。

　こんな訓練は考えたことがなかった！

　学院の授業に取り入れるのはどうだろう!?

　白熱していく思考の中で。

　弾丸を撃ち尽くし、機械が空回りするような音が聞こえた。

（すぐに終わるのが欠点だなぁ）

　でも、何事にも終わりがあるものだ。ゆえにこそ一歩、さらに踏み込む。

　斬形、千夜──接続、断たち紡つむぎ。

　刀身を伸長することによって、一気に拡大する千夜の間合い。もはや俺の結界間合いは、天井のタレットにまで届く。

　音もなく、一いつ閃せん。

　スクラップとなった二門のタレットが、轟音を立てて床に落ちた。

「あっ、訓練用に貰もらって帰ればよかったじゃないか。しまったなぁ」

　埃ほこりが舞い上がり霧のように覆い尽くされた部屋の中で、うっかりという俺の言葉が、吞のん気きそうに残響した。

　その後。シルトさんに「訓練用!?　まさか学院の訓練に使うとか言いませんよね？」と言われ、一瞬それを考えていた俺は言葉に詰まり、めちゃくちゃ説教されてしまった。

　いやさすがにそのままはないですよ!?　もっと怪け我がのないように改造して、だからその、完全にイカれたヤツを見る目はやめてください。

（修行が足りないな……）

　説教が終わり、そして完全に熱くなっていた自分に反省する。

　実際のところ、最初から断紡を出していたら発射される前に片づけられていた。それをやらなかった時点で、完全に熱くなっていた。

　銃相手だろうが問題なく立ち回れるだろうというのが確信になったのは良かったが。

　剣士は常に己を律するべし。

　数少ないじいさんの教えだ。

　未熟者、と。コツンとまた、頭を叩かれた気がした。




　ちなみに、これは完全に余談だが。

　その後、デス・パピオンの連中は警察にしょっ引かれ、今では牢ろうにいるらしい。

　黒楼竜の庇ひ護ごを完全に失っていた彼らはあえなく御用。しかし残念というべきか、幸いというべきか、彼らの罪はあまり重くなりそうにないらしい。

　半グレと言っても所詮は半グレ、人を殺すようなことまではしていなかったそうだ。

　盗んだモノがモノではあるが、それで死刑になんてことにはならない。帝国は法治国家なのだ。警察への襲撃もスモークグレネードを使った奇襲で、怪け我が人にんもほとんど出ていないらしい。

「その罪の大半もラギという男の指示で、それ以外は罪も軽くなる可能性が高いでしょうね」

　ちなみに俺たちとの一件は裏で処理され、表沙汰にはならないらしく、機銃をぶっ放したのはノーカンである。

　しかし出てきたところで、もう彼らに戻る先はない。

　今さら黒楼竜がわざわざ消しになど来ないだろうが、その庇護を失った彼らが暗黒街に戻ることはないだろう。

　これから先の人生、どう罪を贖あがない、そして生きるのか。

　それは彼ら次第だ。

「今回は、本当にありがとうございました」

　全てを終え、ようやくギルドに帰ってきたところで、シルトさんが頭を下げた。

「もしもあの場にいたのが私だけだったなら、彼らを殺さなければ止められませんでした。今回、死者が一人も出なかったのはユキト君のお陰です」

　その言葉を聞いた俺は、ただ一言。

「また敬語に戻ってますよ、シルトさん」

　シルトさんは、ぽかんと口を開けたまま固まって──そして、意外なほどに大きな声で笑った。
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「何なんだ、あの男は!?」

　イリアの耳にその声が届いたのは、彼女がトイレから出てきた直後だった。

　なお当人は自覚していないが、トイレで出くわすと大抵ぎょっとされる。いわゆるアイドルはトイレに行かないみたいな発想だ。

　その美び貌ぼうと強さから時に神聖視すらもされ、半ば偶像化しつつある彼女であっても、当然、生理現象と無縁ではいられない。当たり前の話なのだが。

「今日も素振りだけだったじゃないか。あんな訓練に何の意味がある」

「全くですね。平民のくせに偉そうに」

「知ってるか。あの男、学力の方は底辺らしい。苗みよう字じもない田舎いなか者ものが──」

　会話内容から、噂うわさされる男が誰であるか、イリアは誰に言われるでもなく察して、思わず顔を歪ゆがめた。

　ユキトの授業が始まってから二週間が経たつが、行われているのはただ素振りのみ。それも精も魂も尽き果てるまで素振りをさせられるものだから、一部の生徒に不満が溜たまっていることは知っていた。

　もっともその不満を、本人にぶつける勇気など彼らにはない。

　彼らは理解しているのだ。

　ユキトという男が、自分よりも圧倒的強者だということに。

　いや、理解させられた、というべきか。

（つまらない連中）

　彼らにできるのはせいぜい、学力を指摘して自分を慰めることだけ。

　しかしそれだって、彼の頭が悪いわけではない。むしろ、彼の学習スピードが尋常でないことをイリアは察していた。何しろ少し前まで山暮らしだったのに、今では三年生の授業に、曲がりなりにもついていけているのだ。

（素振りしかさせてもらえないのも、ただレベルが低いから）

　彼女もユキトに剣を習い始めたとき、ひたすら素振りをさせられた。その理由も、今では分かっている。基礎がなっていないからだ。

　しかし彼女は既にそれを超え、様々な技術や理合を彼から学んだ。

　剣の振り方だけではない、間合いの制し方、虚実の技法、様々な敵を想定した訓練など、彼女の発想にないものばかりだった。

（私だって、先生の訓練を受けたいのに）

　イリアへのユキトの個人指導は終わっている。

　正直言って、続けて欲しいと思ったが、学院でも家でもとなると、ユキト自身の時間がなくなってしまう。

　ユキトはイリアの先生になるのだから、指導が受けられなくなるわけじゃない。

　……そう思っていたが、これでは本格的な訓練が始まるのはいつになるのやらだ。

　管くだを巻く連中に文句を言ってやろうかと、彼女が考え始めた時。

「いい加減にしろ」

　低い声が、その騒ぎを打ち払った。

「ユグノール……貴様」

「素振りしかさせてもらえないのは、俺たちが未熟だからだ」

「なんだと！　私はオイレル・カサンドラ流の門下だぞ!?」

　カサンドラ流とは、帝国貴族に広く伝わる剣術である。

　しかし広く伝わりすぎて分散し、各地の流派がカサンドラ流を名乗っている。まあもともと、帝国の考え方でない『流派』という概がい念ねんを、無理に宮廷剣術に当てはめたことによる弊害ともいえた。

　オイレルといえばカサンドラ流の中でも剛剣で知られる一門だ。

　もっともクラスメイトとして見知っているイリアにとって、その生徒はそこまで剛剣の類たぐいとも言えないが。

「だから何だ。あれほど叩たたきのめされても、実力差が分からないと言うつもりか？」

　その言葉に、全員が押し黙った。

　シグルド・ユグノール──ユグノール侯爵家といえば部門の大家であり、彼はその長男だ。しかもその剣の腕は、学院内でも一、二を争う。ユキト先生に会う前の私だったら、剣術だけで言えば彼に敵わなかったかもしれない。それほどの強者。

　ゆえに、彼の発言力は極めて大きい。

「ユキト先生が素振りをしろというのなら、俺はするぞ。たとえ意味がなかろうとだ」

　シグルドはそう言って、彼らに背を向けた。

　そして、イリアと目が合った。

「イリア・オーランド……すまない、少しいいか？」

「？　ええ」

　シグルドに突然声をかけられて、イリアは頷うなずく。

「ユキト先生に個人的に知ち己きがあると聞いたのだが、事実か？」

「……ええ、まあ」

「そうか……」

　それは同じクラスの者であれば皆が分かっていることだろうが、彼はクラスが違う。

　シグルドは悩むように口元に手を当て、

「俺を紹介してもらうことはできないだろうか？」

　などと、よく分からないことを言い放った。

　なるほど。わざわざ別のクラスにまで来た理由はそれなのかと、イリアは内心で納得しつつも、首を傾かしげる。

「紹介と言われても……」

「まだ素振りしかさせてもらえない未熟の身だが、できることなら聞いてみたいことがいくつもある」

「それなら、普通に聞けばいいんじゃないかしら？」

「……無礼だと思われないだろうか？」

「それはないと思うわ。普通に教えてくれると思う。彼は講師なんだから」

　その言葉に、少し驚いたように目を見開いたシグルドを見て、イリアは少し苦笑する。

　ユキトがそんな大層なことを考えるとは思えなかった。むしろ少しでも生徒の身になるにはどうすればいいか、悩んでいるのではないかとすら思う。

　そんなユキトが妙みように神聖視されている。それがおかしくて、少し笑ってしまったのだ。

「……なるほど確かに。そうかもしれんな。自分の担当でない生徒にも熱心に教えてるようだし……」

「え？」

　その言葉に、私は思わず問い返した。




　学院の敷地にある、訓練場のひとつ。

　炎をまとった少女に向かって槍やりを振る、ユキトの姿があった。

「まだ遅い！　相手の全体を見て、もっと意識を読め！　間合いの内側に入らせるな！」

　しかも檄げきまで飛ばして、だ。

　その光景が信じられなくて、呆ぼう然ぜんと、ただそれを見ていた。

「聞いたところによると、彼は一週間で槍をマスターしたらしい。それでいて四年最強のリリエス先輩と互角以上に戦っている。驚きを隠せないよ、まったく」

「どうして……？」

「なんでも、戦技大会に出場する先輩が教官に相談したそうだ。総合の部に出場する一人だからな。学院も許可、というか積極的にお願いしたと聞いたが」

　啞あ然ぜんと、その言葉を聞いていた。

　君はいいのか、と問うシグルドの問いに、私は何も返せなかった。自分の中に渦巻く感情が分からなくて、名前もつけられない。

　訓練中のユキト先生と、ふと目が合った。

　気がつけば……逃げるように、私はその場を後にしていた。





　　　◆　◇　◆






　イリアさんに避けられている。

　それに気づいたのは、アイーゼさんの訓練を始めて数日ほど経過したときのことだった。

「イリアさん。戦技大会のことなんだけど──」

「すみません、先生。今は少し忙しくて……またお願いします」

　あれ、と思った。最初は。

　それが二度三度と続き、確信に変わった。

　理由は何となくわかる。なにせ、俺はアイーゼさんを鍛えているのだ。その理由は彼女の事情に同情したからだが、その行動は同時に、イリアさんを負かそうとしていることと同義である。

　だが彼女が、そんなことで……怒るというか拗すねるというか、そんなことがあるだろうか？

「あるんじゃないかな、それは」

　学院のカフェテリアでシェリーさんに断言され、俺は「うっ」と呻うめき、テーブルに突っ伏した。

　テーブルを囲むのは三人、俺、シェリーさん、そしてレーヴ君だ。彼女をよく知る二人に聞いてみようと思ったら、こうなった。

「イリアちゃんだって人間だよ？　そんなあからさまに、自分のライバルだけ優遇するのは」

「ふん。当然だな」

　レーヴ君が鼻を鳴らす。その顔はどこか嬉うれしそうだ。オイ、こっちは真剣なんですけど。

「それで、どうするつもりかな？」

「どうって……別にどちらかだけに肩入れするつもりはないな」

　勝負事なんてのは、当人同士の問題だ。それが真剣であればあるほど。他人が口を出す問題ではない、と思う。

「本当に？」

「う」

　……まあ、確かに。

　真剣さの度合いだけで言うのなら……アイーゼさんのほうが重いのでは、と思ったことはある。彼女は、まさしく人生が懸かかっている。

　だからこそ助力しようと思った。ろくに扱ったことのない槍を覚えてまで。

　イリアさんは……たとえ負けても来年がある。

　少しだけそう思ったことは否定できない。

「少しだけ？」

「いや……なんていうかな。俺はどうも、イリアさんも同じぐらい重いものを懸けてるんじゃないか、と思うこともあるんだ」

　彼女は常に真剣だ。俺が剣を教えているとき、彼女が手を抜いたことは一度もない。

　理由を聞いても、彼女は『騎士になるため』と言う。だがそんな理由だけで剣を振るっているようには──いや、それが軽いかどうかは言えないか。大事にしているものの重さなんてものは、本人にしか分からないのだから。

「なるほど。それで私たちに相談？　その理由を知りたい、ってこと？」

「いや。それは、俺が簡単に踏み込んじゃいけないことだと思う」

　少なくとも、本人のいない場所で聞いていい話じゃないだろう。

　俺だったら嫌だ。誰だって嫌だろう。聞いてほしいのなら聞くが、話さないということは聞いてほしくない話のはずだ。

　よっぽど事情が切羽詰まっているのなら別だろうが。

「まあ、確かに。と言っても、私は学院に入ってからの付き合いだし、知らないんだけどね」

　シェリーさんが肩をすくめ、レーヴ君を見る。

　彼女の幼おさな馴な染じみというレーヴ君は、ふんっ、と鼻を鳴らした。

「知らんな。知っていてもお前に話すことはない」

　ただ、と彼は続けた。どこか自慢げな顔で。

「イリアは、昔からああだったぞ。誰よりも強く、努力家で──」

「そんなイリアちゃんにレーヴ君は惚ほれちゃったわけだ」

「ち、違う！　会長!?」

　がたっと立ち上がるが、周囲の目線を感じてか、慌てて座りなおす。ごほんと咳せき払ばらいをして、そして続けた。

「俺が言いたいのは……彼女は滅めつ多たに他人を頼らないということだ。弱音を吐いたところなど、長い付き合いの俺でも見たことがない」

　長い付き合い、を強調して話すレーヴ君に、俺はなるほどと頷いた。

（強い……か）

　確かに、その言葉は彼女にぴったりだ。

　でもなぜだろう。時折、ちぐはぐに思えるのは。

　彼女の剣は、とても真っすぐで美しい。だがそれを振るう彼女は、時に儚はかなくも見える。あるいは──今にも折れそうな剣を、必死に抱きかかえているようにすら。

「それで、先生はどうしたいんですか？」

　シェリーさんの言葉に、俺は思考の海から引き上げられる。

　いかんいかん、詮せん索さくはしないと言ったのについ考えすぎてしまった。

「俺は、イリアさんも鍛えたいと思う」

　そう思って声をかけたら無視されてしまったのだ。

「こうなった以上、片方だけ鍛えるのは……なんていうか、座り心ごこ地ちが悪いんだ」

　それは言ってしまえば、俺の感情の問題だ。彼女が必要ないというのなら、それを覆くつがえす術などない。

　だが──それではいけない気がしている。

　なぜだろうな。しいて言えば予感だろうか。

「だったら、躊躇ためらってないで本人に言えばいいんじゃないかな」

　彼女は呆あきれたように笑って、紅茶片手にそう言った。

「私だって、イリアちゃんが何を考えているかは分からない。でも、そのままじゃいけないと思うなら、行動するしかないと思う。だって、それって怖がってるだけですよ」

「怖がってる？」

「拒絶されるのが怖い。触れるのが怖い。嫌われるのが怖い。先生、人間関係っていうのは大抵そういうものから破綻するんですよ」

　なるほど──確かにそうかもしれない。

　紅茶を飲むシェリーさんを覗のぞき見みる。彼女はいつもの言動とは違って、とても大人びて見えた。

　彼女は戸籍上だと俺より年上。コミュニケーション能力の経験値でいえば、前世を合わせた俺よりも上かもしれない。

「ふん。どうなろうと知ったことか」

　そっぽを向いて、レーヴ君が鼻を鳴らす。だがそれを見て、シェリーさんはニヤニヤと笑った。

「またまた～レーヴ君もすっごく気になってるくせにぃ」

「……会長っ」

「あははー」

　そんな二人を眺めながら……なるほどと、苦笑した。

　俺は怖がっていたのか。気がつけば俺にとって、イリアさんとの繫つながりが重要なものになっていたのかもしれない。

　何とかしたいと思うのなら、踏み込むしかない。まったくもってその通り。

　自分自身の、人との関わりにおける経験値の少なさを恥じながら、俺もまた紅茶を口に運んだ。





　　　◆　◇　◆






　今日もまた、夢を見る。

　何度も何度も、見た夢だ。




「■■■■！」




　庭先で訓練を終えた彼に飛びつく。見上げるほどの大きな背。その顔は、逆光になってよく見えない。

　ただその掌てのひらが、やさしく私の頭を撫なでた。

　陽ひだまりのような人だった。

　いつも笑っていて、いつも強くて、いつも、いつも──なん、だったろうか？

　ただ、その手のぬくもりが大好きだったことを覚えている。

　この夢はいつも温かい。

　……温かいのに、悲しくて。

　それはきっと、私がその終わりを知っているからだ。




「────！」

　部屋で勉強をしていた私に、誰かが、何かを叫んだ。

　メイドだった。その顔は黒く塗りつぶされて、よくわからない。このメイドは今でも屋敷で働いていて、毎日顔を合わせているのに。

　彼女はひどく狼ろう狽ばいしていて、見ているだけで悲しくなるほどだった。

　私がそれを観察していられるほど冷静だったのは、きっと、ひたすらに現実味がなかったからだと思う。

　急せかされるように屋敷を出て、どこかへと車で向かった。

　あれがどこだったのかも、覚えていない。

　母がひどく震えていて、父もいつもの落ち着きをなくしていた。




　──ああ、ダメだ。




　着いた場所は、とても広い場所だった。

　父と、兵士のような人が何かを言っている。母が語気も荒く口を挟み、そして兵士の人は迷った末に頷いた。

　青い、シートのようなものが取り払われて。




　それは。

　それは──




　声。泣き叫ぶような声が、空間を裂いた。

　誰かが言った。

　本当に間違いはないのかと。

　間違いはないと、誰かが答えた。

　私はただ、黙って、そこに立っていた。




　──だってそうじゃないか。

　──■がないから。

　──この人が■■なんて、誰が証明できる？

「噓うそ」

　自分の口から放たれたはずの声は、聞いたことのないほどに凍こおり付ついていて、いやに耳にこびりつく。

　シートの隙間から、ぴくりとも、動かない手が見えた。

　おずおずとかがんで、その手に触れる。




　……ほら、噓だ。だって、こんなに冷たい。




　母が私を抱きしめる。その手の冷たさを証明するように、私を強く、強く抱きしめる母は、ひどく温かくて。

　なのに、どうして。

　どうしてこんな……涙が、止まらないのだろう？




「あ、あ──」




　どうして……




「ああああぁあああああぁぁぁ──!!」




　──私はこの人の顔も、思い出せないのだろう。




　転換。




　雨が降っている。

　その冷たさから逃れるように、私は母様にただ寄り添っていた。

　列をなして歩く人々の顔は、やはり真っ黒に塗りつぶされている。終点についた彼らは、ゆっくりと棺を下ろしていった。

「──なんで、私の息子は死んだんですか!?」

　その時。雨を裂くように、女性の声が響いた。

　知らない女性のその叫びは、私の父に向けられたものだった。父は彼女に何も言わず、ただ、その言葉を受け止めるばかりだった。泣き叫ぶ女性の言葉に……答えたのはただ、周囲のすすり泣く声だけで。




　なぜ？

　なぜ、人は死ぬのだろう──？




　弱かったから？

　でも、■■は強かった。

　あの人の息子も、きっと。




　それでも人は死ぬ。

　あまりにも唐突に、すべてのものを残して。

　──それは、あまりにも悲しい。




「ご子息は、私の命めいによって亡くなりました」

　女性の言葉のすべてを受け止めた父は、静かに、口を開いた。

「彼は最後まで、国と民を守り、誇らしく、立派に戦った。その勇気と献身を、私は生涯忘れはしないでしょう」

　泣き崩れる女性を見ながら、私は思った。

　ああ、そうか。

　父が何一つとして謝らないのは……謝ってしまえば、その死を無駄なものに変えてしまうから。

　その死に、命に、意味をなくしたくないから。

　──■■も？




　誇りも何もかも、死んでしまえば残らない。骸は語らず、やがて灰になって、何を思っていたかさえ、もう誰にも分からない。

　棺が雨に濡ぬれていくのを見ながら、ただ思った。

　彼は立派に戦ったろうか？

　死の瞬間にまで、自分に誇らしくあれたのだろうか？　父の言葉を責める自分と、でも同時に、そうあってほしいと願う自分がいて。




　死によって、何もかもが消えてしまうのなら。

　私は……。




　──生き残りによれば、蝶ちようの入いれ墨ずみがあったと。

　──そうか。やはり、あの連中が……。




　私は。

　私は──




「……お嬢様」

　不意に聞こえた声に反応して、目を開く。

　そこはもう夢の世界ではなかった。ベッドの天てん蓋がいが視界に映り、深く息を吐く。

　シーツをはぎ取りながら身体からだを起こすと、そこには深く腰を折るメイドがいた。顔は、塗りつぶされていない。

　私はいつもこうして、ここが夢でないことを確認しては、安あん堵どの息をもらすのだ。どこか罪悪感を覚えながら。

「ユキト様がお越しになっております」

「先生が？」

　不意になぜか心臓が跳ねて、ベッドから出ようとして。

　不意に、夢の残り香がしたような気がして、振り返った。

「お嬢様？」

「……何でもないわ。ごめんなさい、急ぐから着替えを手伝ってもらってもいいかしら？」

「はい」

　頷き、着替えを取りに向かう彼女を見送って、自分の鼻を撫でた。

　何か、起こるような気がしている。彼と最初に会った時からずっと。

　何かが変わるのだろうか？

　それとも──。

　言葉にならない予感のようなものを振り払って、バスルームへと足を進めた。





　　　◆　◇　◆






「お待たせしてすみません、先生」

　早朝。オーランド伯はく爵しやく邸を訪れ、紅茶を頂きながら待っていると、イリアさんが姿を現した。

「いやこちらこそ、早朝から申し訳ない」

「いえ。私こそ寝坊してしまったみたいで」

「休日なんだから、寝坊するぐらいのほうが健康的だと思う」

　などという小こ粋いき（？）なトークに始まり、彼女の分の紅茶が机に置かれるのを待って、俺は「それで、本題なんだけど」と切り出した。

　だが。

「アイーゼ先輩のことですか？」

　鼻先に先制パンチをもらい、俺はちょっと冷や汗をかきながら頷いた。

「先生がアイーゼ先輩に特別指導を始めたことは聞いています」

「特別指導というか、その」

「いえ、そのぐらいがフェアだと思います。私は長期休暇の間、ずっと指導を頂いていたわけですし」

　なんだか言葉に棘とげがある気がする……。

　いや、別に裏切りでも何でもないし……などという自己弁護を繰り広げつつ、俺は口を開く。

「いや、フェアとかフェアじゃないとか、そういうつもりじゃないんだ」

　俺はただの一教師。教えてくれと言われたら教える。

　ただ、アイーゼさんの事情を聴いてちょっと肩入れしてしまったのは事実だが。

「……それでしたら、私が同じように訓練をつけてくれと言ったら？」

「もちろんやる。というか、いつまでも声が掛からないんで、こうして出向いてきたというか」

　彼女はしばし考えるように顎あご先さきに手を置いて、しばらくして小さくため息を吐ついた。

「先生って、優柔不断ですよね」

「なんでそうなる!?」

　悲鳴のような叫び声で抗議すると、彼女は小さく笑みを浮かべ「冗談です」と言った。

「……先生は、私を責めないんですか？」

「というと？」

「私は、アイーゼ先輩の事情も知っています。それも、恐らく先生よりも詳しく。──それでも、勝ちを譲るつもりは微み塵じんもありません」

　彼女の眼は本気だった。

　たとえそこにどんな事情があろうとも、手を抜くつもりはない。彼女の眼は本気でそう言っている。

　だが──その瞳がわずかに揺れているのは、罪悪感からなのだろうか。

「いいんじゃないか」

　ぱちくりと目を見開くイリアさんの表情に、思わず苦笑した。

　確かにアイーゼさんは重い事情を抱えている。けれど、冷たい言い方をするならば、そんなことはイリアさんには何も関係がない。

　どんな事情を抱えていようが、だからお前は諦めろ……なんて、口が裂さけても言っていい台詞ではない。

「手を抜くことなんて、アイーゼさん自身も望んでないだろう。それに、それは君の剣を穢けがす行為だ。君自身がそれを望むならともかく、俺だって認められない」

「……嫌な女だと思いませんか？　分かっているのに、私は」

「思わないな」

　アイーゼさんの目標は本戦での優勝だ。たとえイリアさんが手を抜いたところで、他はそうではない。

　それはイリアさんも、アイーゼさん自身も理解していることだ。

「それに、たとえばイリアさんがアイーゼさんに勝ち、彼女が目的を遂げられなかったとして──」

　それで、終わりじゃない。

「本気で何とかしようと思えば、いくらでも方法はあるじゃないか」

　──例えば。

　言葉の端に、俺は剣気を乗せた。

　力ずくでなら、とても簡単だ。

　アイーゼさんやイリアさんがやるのなら問題だろうが、貴族だの政治だの、そんなもの俺には関係ない。

　もちろん、今ではない。それはアイーゼさんの想いに泥を投げるようなものだ。

　だけど彼女が本気で助力を望むのなら、俺はやるだろう。彼女のためというよりも、俺自身が、それを見過ごすことができないから。

　同情だと言われればその通りだと答える。同情それの何が悪い？

　俺は彼女に同情した。何とかしてやりたいと思った。願わくはどうか、彼女がもっとも救われる形で。

「……ずるいですね、先生は」

「そうか？」

「ええ、ずるいです」

　──私にも、そんな力があったら。

　消え入りそうな呟つぶやきを、俺は聞き逃すことができなかった。

（……どうして、そこまで強さを求める？）

　それは、言ってはいけない台詞せりふ。けれど胸中に湧き上がる疑問を止めることはできなかった。

　本質的に、人が強さを求めるのは本能だ。人の本能が、何よりも強くありたいと願う。

　その強さは様々で、物質的な力だけでない。金や権力といったものも、ベクトルこそ違えど本質的に同じだ。

　俺はそれを否定できない。俺自身がそうだから。

　じいさんの『力』に魅み入いられたあの時から。

　だが彼女のその願いは、もっと違う──きっと『何か』に根差すものだ。

　顔を伏せる彼女の頭に、手が触れた。

　イリアさんが、はっとしたように顔を上げる。

（……しまった）

　なんだか道に迷った子供みたいで、見ていられなくて、つい、頭を撫でてしまった。

　誤ご魔ま化かすように手を離し「あー」なんて無意味な声を上げながら、天上を見上げる。

　まあ、なんだ。

「強くなろう」

　結局俺には、そう言うことしかできない。

　彼女の事情は分からない。俺の選択が正しいのか、間違っているのかも分からない。

　それでも彼女が強さを願い、求めるのならば、俺は応えたい。

　彼女の剣は本当に真っすぐで、真摯で、純粋で。

　そんな剣だからこそ、俺はこうまで入れ込んでるのかもしれない。

　かつてじいさんの剣に魅入られたように、彼女の剣にもまた、同じように魅入られているのかもしれなかった。

「どこまでやれるか分からないけど、手を貸すよ」

「……先生は、やっぱりずるいわ」

「ええっ？」

　俺の戸と惑まどいに、彼女は、どこか切なそうに笑った。

　その『ずるい』の意味は、今度こそ分からなかった。





　　　◆　◇　◆






　少し季節は流れ、夏が近づいたある日。

「俺に、戦技大会に出ろと？」

　伯爵から告げられた言葉に、困惑交じりに首を傾げた。

　ああ、と頷いた伯爵さまは、机の上に一枚の封筒を差し出す。

「戦技大会に出場するには推薦が必要なのは知っているかな？」

「いえ……」

「これは、その推薦状だ。国内のおおよそ全ての貴族には、大会への推薦者資格が与えられる。まあ、必ずしも使う必要はないが」

　そういうことではなく。

　なぜ俺を推薦するのだろう、というのが疑問だ。

「当然、推薦された者が優勝すれば、推薦した側……つまり私の格も上がる」

「だから俺に優勝しろと？」

　ふっと笑う彼に、俺は伯爵らしくないと思った。

　この人は権力者としての恐ろしい一面を持ってはいるが、いつも一線を引いている人だ。自分のために優勝しろなどと言う人ではない。

「もちろん、それだけが推薦理由ではないよ。本来は、こんな無理を言いたくはなかったんだが」

　長い足を組み苦笑する伯爵は、掌を上に向けて口を開く。

「アイーゼ・リリエス嬢の事情には、君も嚙かんでいてると聞いてね」

「アイーゼさん……？」

　なぜここでその名が？

「彼女の婚約相手、フォビウス子し爵しやくというのだが、どうも簡単に手を引いてくれそうになくてね。そこで君に一芝居打ってほしい」

「ちょ、ちょっと待ってください」

　わけがわからずに制止する俺に、あれ、とばかりに伯爵は不思議そうな顔をした。

「まさか……娘から聞いていないのかい？」

「え、ええ。何の話ですか？」

　俺からの言葉に「あの子は」と呟いて、伯爵は頭を抱える。

　深くため息をつき、伯爵は説明を始めた。

　伯爵曰いわく、学院でアイーゼさんの事情を知ったイリアさんは、伯爵に報告した。今から一年以上前のことだ。

　彼女は伯爵に、アイーゼさんを救って欲しいと懇願したのだという。

「娘からのお願いなどここ数年聞いていなくてね。当時の私はそれはもう張り切ってしまったものだ」

　調べてみれば、そのフォビウス子爵というのはとんでもない人間だった。

　貴族らしからぬ放ほう蕩とう三昧、酒池肉林という言葉をそのまま体現したような貴族だったらしい。当たり前だが、そんな人間を帝国貴族として許せるはずがない。

　貴族たるもの、世の範たれ──。

　赤心皇帝と呼ばれたかつての名君が遺のこした言葉であり、現在に至るまで貴族の範として知られる言葉だ。

　特に軍務派、武断派と言われる貴族にとって、これは絶対的な芯であり、フォビウス子爵のような人間は断じて許せるはずがない。

　そしてオーランド伯爵は軍務派貴族の中でも、かなり有力な貴族の一人である。

「だが、彼のやり方は実に巧こう妙みようでね。仕事は問題なくこなし、あらゆる証拠は見事に隠滅されていた。今まで発覚しなかったのはそのせいだ。……まったく、悪事だけは巧妙にやる輩やからというのは、どんな世にもいるものだ」

　地道に網を張れば、いつか仕留めることはできるかもしれない。

　だがアイーゼ嬢のことを考えれば、時間がなかった。

　そこで伯爵は半ば直接的な手段に出た。アイーゼ・リリエス嬢から手を引けと、事実上の通告をしたのだ。

「軽く脅おどしもつけてやったんだが……見事なほどに無視されてしまってね」

　当然、本当に手を出すことはできない。それは最終手段だ。

「そこで、君の出番というわけだ」

「戦技大会ですか」

「子爵は大会の見物も大好物だそうでね。一番目立つ総合の部に出場し、優勝してほしい。あと子爵に一ひと睨にらみくれてもらえれば最高だね」

「……アイーゼさんも総合の部に出場するのでは」

「彼女が出場するのは学徒戦だ。君が出場するのは一般戦。別の枠だよ」

　ああ、そうか。

　俺は戦技大会のレギュレーションを思い出す。

　戦技大会は一般戦と学徒戦の二つに分かれている。

　一般戦に制限はないが、学徒戦に出場できるのは学生のみ。

　それぞれ剣術、槍そう術じゆつ、格闘術、魔術、そして総合の五つに分かれ、学徒戦ではさらに団体戦が追加される。

　武器は真剣であり刃引きはされない。

　というのも、腕輪型の魔道具をつけて戦い、この魔道具は会場限定ではあるが攻撃を肩代わりしてくれるというとんでもない代物なのだ。

　俺はこの話を聞いたとき、そういや異世界だったとひとりごちてしまったほどだ。

「予選だけでいいんですよね……？」

「いや、本戦を辞退するのは流石さすがにやめてくれ。前代未聞だよ、それは」

　さすがに伯爵さまに迷惑がかかっちゃうか。

「それに毎年の戦技大会では、現役の軍人やハンターも出場する。とんでもない腕利きもいるだろう。興味があるんじゃないかい？」

「……ええ、まあ」

　実のところ、ちょっとワクワクしている。

　人間相手に実戦の機会というのは滅多にないことだ。

「そういうことで、よろしく頼む」

　ということで、戦技大会に出場することになった。

　しかしアイーゼさんの問題、あっさり解決しちゃいそうだ。最初から、俺が何かする必要などなかったのだ。

　俺、イリアさんに「いくらでも方法はある」とか言っちゃったよ。

　あの時点で、もうすでに半分以上解決しちゃってたわけだ。ヤベェ恥ずかしい。

「それで、学院についてはどうかな？」

「充実している、と言っていいと思います」

　特別聴講生なのでテストは免除なのだが、まあもしテストがあったら、赤点ギリギリレベルだろう。

　剣術講師の方は──

「先が楽しみというか、有望な生徒ばかりですね」

「君にそう言ってもらえると嬉しいよ。最近では槍や格闘も教えているとか」

「ええ……まあ……」

　実のところ、色々あってそういうことになっている。

　お陰で自分の修行の時間がなかなか取れていない。教えるのも修行になるから悪くないのだが……。

「他の先生も、君の手腕は高く評価している。今年の戦技大会は良い成績が残せそうだと、学長も嬉しそうだったよ」

「それならよかったです」

　うん、頼むからこれ以上の追加はやめてください。

「それで……娘はどうかね？」

「イリアさんは凄すごいですよ」

　修行も順調だ。この数か月で剣の実力が飛躍的に伸びた。自分の知るかぎりだと、シルトさんのレベルには達しているかもしれない。

　それはアイーゼさんも同様で、二人の実力は完全に伯はく仲ちゆうしていると言っていい。

「伯爵さまもぜひ、戦技大会はご覧になってください。きっと凄いものが見られます」

「それは楽しみだ」

　彼は笑って、紅茶のカップを持ち上げた。

　──このときの俺たちはまだ知らない。

　伯爵が「楽しみ」と言った戦技大会が、まさかあんな結末に終わってしまうことになるとは。
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　夏。

　帝国の四季は、日本とそう変わらない。寒暖差という意味で。

　もっとも帝国は広大な国だそうで、北や南に行けばもっと気候も違うという話だが、ヴィスキネルの気候は非常に日本に近い。

　桜がないので、春に四季はまったく感じなかったが、夏になるとよくわかる。

　つまり、夏は暑い。

　こんな季節に大会をやるなんて間違っている。などと、甲子園で高校球児を心配するコメンテーターのようなことを言ったが、とにかく暑い。

　夏になると都市部から郊外に人が集まるのもそういう理由からだ。郊外には自然も広がっていて、池や湖などの水辺があるため、比較的涼しく感じる。

　幸いにして、戦技大会が開催される闘技場も、そういう郊外に位置していた。

　……それでも、こうまで人がごった返してしまうと全く意味がない。

「先生、何ですそれ」

「かき氷」

　即答して、木の器に盛った氷をかきこむ。

　といっても、かき氷は古都には売っていない。イリアさんも、何だそれはと首を傾かしげている。

　もともとこのなんちゃってかき氷は、錬気のコントロールを訓練しているうちに偶然できた、副産物のようなものだ。

　斬撃を飛ばしたり、空中を蹴ったりできるなら、水を凍らせることもできるんじゃないかと、試行錯誤の末に完成した。

　まあ俺に出来たのは水を凍らせるだけで、あとはナイフで頑張って削っただけの代物だ。もちろん最初は味なんてなかったが、それでも夏には最高のご馳ち走そうだ。

　街に下りた今では、シロップも自作して、前世のものに非常に近づいている。

「随ずい分ぶん涼しそうですね」

　イリアさんは羨うらやましそうに言う。涼し気な顔をしてはいるが、やはり熱いのだろう。彼女が売店で買ったアイスティーも、もう空だ。

「一口食べてみる？」

　それはただの出来心。どうせ冷たい目で「何を言ってるんですか」と言われるに違いないと思っていた。

　だがイリアさんは、その涼やかな美び貌ぼうを赤く染めて固まる。

　あれ、と首を傾げた。

　肌の白い人って赤くなるとよく分かるな、などと場違いなことを考えつつ。

「え、っと、じゃあ……」

　とイリアさんが顔を近づけた時点で、俺も固まった。

　え、何この状況。そんなに食いたかったのか。言ってくれれば作ったのに、と思ったが、もはやこの状況では遅い。

　しかもこの体勢。これは伝説の『あーん』では!?

　俺はこのスプーンを持ち上げるべきなのか。逡しゆん巡じゆんしたのは、一瞬にすぎなかった。

「あー！　イリアちゃんがあーんしてる！」

　聞き覚えのある声に、イリアさんが神業のような速度でばっと身を離した。

「お前!!　イリアに何をしている！」

　いや俺がやったんじゃねぇよ。

　ものすごい速度で距離を詰め、摑つかみかからんばかりに睨にらんでくる男子生徒。生徒会メンバーのレーヴ君だ。

「ね、ねね、あーんってしてたよね？」

「……してません」

「え～～～～」

　ニヤニヤしながら全方位からイリアさんの顔を覗のぞき込こみまくる少女は、生徒会長のシェリーさん。さらに……

「……先生。生徒に手を出すのはどうかと思う」

「出してません」

　じー、と半眼で見てくる褐色の肌の銀髪少女、アイーゼさんだ。彼女の隣には、書記のリリーちゃんもいて、彼女は少し顔を赤く染めて「あはは」と頰を搔かいていた。

「……そういうことじゃありません。先生が珍しいデザートを食べてたから」

「へぇ。イリアちゃん好きだもんね、甘いもの」

「……別にいいじゃないですか」

　顔をそらすイリアさんに、シェリーさんのニヤニヤが止まらない。

「そういえば、訓練の後とかよくデザートを──」

「先生？」

「ごめんなさいなんでもないです」

　触れてはいけない。イリアさんの睨みに、俺は発言を即撤回した。

「イリア、大丈夫か!?　この男に無理やり──」

「レーヴ君。何度も言っているはずだけど、先生に失礼な発言はやめるべきだわ」

「ぐっ」

　やーいやーい怒られてやんの。

　などと心の中でニヤニヤしていた俺を、レーヴ君がぎろりと睨んでくる。やめてくれ青少年。俺は悪くない。たぶん。

　あんなに授業で槍やりを教えたというのに、距離が縮まる気配が一向にない。まあ理由は分かるけど、それは下げ種すの勘繰りというやつだよ……。

　ただ彼は俺のしごきに、一番最後まで粘ってついてきた。最近では銃を使うより槍のほうが上になってきたほどだ。将来有望な若者である。

「それで、四人とも。どうしてここに？　学徒戦は明日からだけど」

「もっちろん、応援に来たんですよ！」

「……私、聞いてないのだけど」

「だってイリアちゃんは絶対行くでしょ？　邪魔するのもあれかなって」

　ため息を吐つくイリアさんに、シェリーさんはにんまりと笑う。

　そんな二人を見ていた俺に、横にいたアイーゼさんが歩み寄った。

「ユキト先生」

　俺の名を呼んだ彼女は、ぺこりと深く頭を下げた。

　彼女が俺を『先生』と呼ぶのには、もう慣れた。学院生──特別聴講生としては彼女が先輩なので、やや気まずくはあるが。

「先生のお陰で、私は強くなれた。たとえこれで負けても、後悔なんてないぐらいに」

　顔を上げた彼女の表情には、ほんの少し、笑みが浮かんで。

「噓うそ。……きっと後悔はする。でもそれは私自身の修練が足りなかったというだけ。先生には、本当に感謝しかない」

「……そう言ってもらえるなら嬉うれしいよ」

「うん」

　彼女の表情には自信があった。そしてその闘気は、明らかに、戦いを待ちきれないという想おもいに満ちていた。

「イリア」

「はい」

「ありがとう。あなたが色々と、私のために手を尽くしてくれたことは知っている」

　え、とイリアさんの表情がわずかに歪ゆがむ。

　いやいや、俺は知らせてないぞ？　だって俺に彼女がそれを知らせなかったのは、アイーゼさんに知られたくなかったからに違いないから。

「でも、今は忘れて。戦うときは、戦いだけに集中すると約束してほしい。──あっさり終わってしまったら、私も悲しい」

　それが冗談なんかじゃないことは、すぐに分かった。

　場に満ちる闘気。生徒会の全員がそれに圧倒されている。

　いや、ただ一人を除いて。

「もちろんです」

　イリアさんの、鋭く研とぎ澄すまされ、磨みがき抜かれた剣気。龍りゆう虎こ相あい搏うつ、というが、まさにそれだ。

「私が勝つ、イリア」

「負けません、先輩」

　前哨戦は、静かに終わりを迎えた。

　そしてそれは、二人にとってお互い以外は眼中にすらないことを物語ってもいた。それが正しいことは、きっと明日、学徒戦予選大会で証明されるだろう。

　──ただ。

（今日、俺の試合なんだけど）

　全員がそれを忘れてそうだな、と俺は思った。
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　戦技大会。

　出場資格は、推薦資格者からの推薦をもらうこと。ただそれだけであり、年齢、経歴、その他一切は考慮されない。それを考慮するのは推薦者の仕事だからだ。

　予選大会一日目、剣術、槍そう術じゆつ、格闘術において、ベスト８を選出する試合が行われ、二日目に魔術と総合の部でそれぞれベスト８を選出する試合が行われる。

　そして三日目に学徒戦。こちらは二日間かけて、各部門の決勝まで大会が行われる運びとなっている。こちらは貴族による推薦も必要なく、政府によって正式に認可された教育機関に所属していれば出場できる。

　そんな学徒戦の中でも特に四日目の学徒団体戦は、地元の士官学院が優勝候補ということもあり、大変な盛り上がりを見せる。地元チームが勝つのはやっぱり誰でもうれしいものだ。

　そして、五日目と六日目。一般出場者たちの予選決勝リーグが行われる。本戦進出への大手をかけるだけあり、非常に白熱した試合が見られると、観戦者たちが詰めかけるのだ。

　ちなみに異世界にもダフ屋はいて、特に後半、四、五、六日目のチケットは超高額で取引されていたりする。

　貴族や大富豪が大勢招待され、ＶＩＰ席も満席だ。

　実は予選大会は開催都市によって日程が違い、やろうと思えば全予選を観戦することもできなくはない。

　まあこんな規模で人が来るなら、日程もずらしたくなるよね。どんだけ金が動いているのか想像もつかない。

「やあ、ユキト君。調子はどうかな？」

　今日は二日目。つまり総合の部予選、俺が出場する試合の日。

　控室の廊下でばったり会った──というか待ち構えていた──伯はく爵しやくが、手を上げて挨拶してきた。

　その隣には、これまた高そうな服を着た、なんというか凄すごくふくよかなハゲ、もとい男を連れていた。

「問題ありません。というか、調子の良よし悪あしでどうにかなるような鍛え方はしていないので」

「いや、はは。これは頼もしいな。──ああ、紹介しますよ子爵。彼が、私の推薦したユキト君だ」

　子爵、という言葉にピクリと眉が動くのを自覚した。

　ああなるほど。このデブハゲがそうか。

　デブハゲはじろじろと俺の全身を舐なめるように見て、にやりと笑みを浮かべた。

「これはこれは、随分と軟弱そうな……失礼。いや意外ですな、伯爵」

「はは。こう見えて、結構な腕の持もち主ぬしでして」

「ぶははは。ああ失礼。いやぁ、伯爵も酔すい狂きようなことをなさる」

　こんな小僧を見世物にするとは、という副音声が聞こえた気がする。

　もちろん何も言わない。この子爵が、アイーゼさんの婚約相手と断定できているわけではない。

「ああ、伯爵。私も一人、今年は出場させることにしましてな」

　すると、子爵の横の扉から長身の男が出てきた。

　槍を手にした緑色の髪のイケメンだ。一見して優やさ男おとこだが、腕などは随分鍛えられていた。

「お久しぶりですね、伯爵。昨年はお世話になりました」

「エリオット君か」

　伯爵は「去年の準優勝者だ」と俺に耳うちした。

　なんでも去年の戦技大会で伯爵が推薦し、準優勝にまで上り詰めた選手らしい。

　それはつまり、今年は伯爵に推薦されなかったということでもある。

「君が、伯爵の推薦した子かい？」

　優しい雰囲気で声をかけてきているように見えるが、その実、明らかな敵意がその視線にはこもっていた。

「ふうん。どんな子かと思ったが、やっぱりそうか。一体どんな手を使ったんだい？」

　金でも積んだんだろう。その目線がそう言っている。

「まあいい。戦技大会で手加減などないからね。あまり無理はしないことだよ」

　……なんだ。

　これが準優勝者、か……。

「さて、伯爵。私たちはこの辺で」

　子爵がそう言うと、二人は会え釈しやくして去っていく──その途中で。

「伯爵。例の話、今年私が優勝したら考えていただきたい」

「……考えておこう。この彼を倒せればね」

　緑髪の男はふんと鼻を鳴らすと、悠々とその場を去っていった。

「伯爵さま、あの貴族はやはり──」

「ああ、アイーゼ君の婚約相手、フォビウス子爵だ。睨みをくれてやるにも顔を知っておく必要があるだろう？」

　なるほど。やっぱりそうなのか。

　ただもうひとつ、気になったことがあった。

「さっきの彼が言っていた、例の話というのは？」

「ああ。……イリアを嫁に欲しいなどと言い出してね。もちろん断ったし、君を推薦しなくとも、今年彼を推薦するつもりはなかったが」

　なんだそりゃ。

　呆あきれた顔をしていると、伯爵は肩をすくめて見せた。

「当たり前だが、そんなものは本人の意思だ。私が口を挟むことではない。……が、彼のような男に嫁にやるなど、夢想にしても遠慮したい」

「確かに」

　だってあの男よりも、恐らくイリアさんのほうが……。

　俺の言葉に、伯爵さまは、思わずといった風に笑った。
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『──今年もアツい夏がやってきた！　戦技大会も二日目、ついに始まる総合の部！　今年の最強は誰かを決める戦いが、ついに始まります！　実況は私、タイム・オン・ファイターズ情報局から参りました、コノミ・アバネシーがお送りします！　そして解説はこの方！』

『Ａ級ハンターのエミリーよ。よろしくね』

『Ａ級ハンターのエミリーさんと言えば、二年前の帝都本戦で決勝リーグに進出され、その強さと妖よう艶えんさから風の薔薇ウインドローズの二つ名でも知られております！』

『その呼び名は恥ずかしいからやめてね……』

『やめません！　さて、エミリーさん！　今年の注目選手は誰でしょう？』

『アンタねぇ……ごほんっ、そうね。まあ順当に言えば、去年準優勝したエリオットかしら。彼の魔ま槍そうは非常に完成度が高いわ』

『魔槍ですか？』

『ええ。少し前に流は行やった戦術よ。武器による攻撃と魔術を完全にシンクロさせて、息もつけない連続攻撃を行うの。ハンターではあまり使う人はいないわ』

『それはどうしてでしょう？』

『持久力がネックだから、爆発力はあっても実戦では扱いが難しいのよ。けど、こういう試合形式だと非常に強いわね』

『なるほどー！』

『ほかにも総合の部だと武器の選択は自由だから、鞭べん剣けんなんて珍しいものを持ち込んでいる選手もいるそうね。どういう戦い方をするのか楽しみだわ』

『はい！　そういうわけで、間もなく総合の部、開戦です！　今年はどんな戦いが見られるのか、今から楽しみです！』

　──実況席からのマイク越しの声を聴きながら、イリアは落ち着かない自分の気持ちをどうにか落ち着けようと躍起になっていた。

　ふと、背後の気配に気づいて振り返る。

「父様」

「……ここにいたか、イリア」

　父の姿に気づいた、近くの席にいた生徒たちが一斉に立ち上がる。

　だが父は穏やかに手を振って、全員を席につかせた。

「ご機嫌麗しゅう、閣下」

「ああ、レレイ伯爵の。君の活躍ぶりはいつも聞いている。娘が世話になっているようだ」

「いえ、私こそいつも助けられておりますわ」

　会長がにこやかに礼をし、父に私の隣の席を譲る。

　こういうところは本当にソツがない。いやむしろ、学院のいつもの態度のほうがわざとなのかもしれない。

「父様、貴賓席のほうはよろしいのですか？」

「何、娘と見るのも悪くないと思ってね。私は彼が本気で戦うところを見るのは初めてだし、少し解説が欲しいというのもある」

「本気、ですか」

　隣に腰を下ろす父に、私は少し迷って、会場へと目線を向けた。

　会場の頭上に設置された大型スクリーンでは、遠目からでも試合の様子がはっきり分かるようになっている。

「……伯爵閣下も、彼が本気で戦うところを見たことがないのですか？」

　会長の言葉に、父は苦笑した。

　確かに父は、実戦でユキトがどう戦うかは見たことがない。なのに、ユキトを迷いなく大会に推薦したのだ。彼が無様に負ければ、あるいは自分の立場が危うくなる可能性すらあるにもかかわらず。

「見たことがなくとも、私も武人の端くれ。理解できることはある」

　彼が自分などよりはるかに強いことぐらいは、と父は言った。

「失礼しました。私のような若じやく輩はいが──」

「いや。こればかりは武の道に身を置かねば分からぬことだ。謝る必要はないとも」

　そんな父の言葉に、私は息を吐き、指を組み替える。

　確かに武人の端くれであればこそ、雰囲気だけで受け取れるものはある。

　だけどそんなものは、彼の実力の一端さえも映してはいない。そう思えた。

「イリア、さきほどから落ち着きがないようだが？」

　父から目を向けられ、やはりというか、すぐに見抜かれたことに苦笑する。

「……少し、怖いのです」

「怖い？」

　うまく言葉にできず、ただじっと、試合会場へと目を向ける。

「先ほど父様は、ユキト先生が本気で戦うところを見る、とおっしゃいました」

「ああ」

「たぶん、それは無理です。先生が本気で戦うような相手が、この大会に出てくるとは思えません」

　私の言葉に、父も、会長も、レーヴ君たちも、誰もが言葉をなくした。

　先生の実戦を初めて見たとき……助けられたあのとき、何より先に感じたものは畏おそれだった。

　彼は強い。──あまりにも強すぎる。

　去年も戦技大会を観戦した。そのうちの誰がユキトを倒せるだろうか？　まったく想像ができない。

「だから、恐ろしい？」

「いえ…………」

　本当に恐ろしいのは。

　この大会で、彼の実力はおそらく帝国中に広まるだろう。

　そうなったとき、きっと今のままではいられない。それが怖い。何かがまた、消えてなくなってしまう気がして。

　そんな自分の感情を、私は言葉にできなくて、ただ口をつぐんだ。

　父の目に、心の内側まで覗かれている気がして、思わず震えてしまう。

　だが父は私に向かって、柔らかく、優しく微笑ほほえんだ。

「まあ、私たちはただ応援するとしよう。彼には不要かもしれないが」

「はい」

　父の言葉に、私は頷うなずいた。
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『──戦技大会、総合の部一回戦三試合目！　選手入場です──！』

　最高潮に盛り上がる歓声が、試合会場に降り注ぐ。

　その歓声の嵐の中、会場へと足を進める。

『さあ東コーナー！　世にも珍しい鞭剣を扱う選手、ドルト・サーヴァン選手です！　その変幻自在の技を見きれるか!?』

『鞭剣はかなり難しい武器よ。速度もあって、リーチも長い。どうやって間合いに踏み込むかが、勝負のポイントでしょうね』

『今年で四度目の出場！　Ｂ級ハンターとして知る人ぞ知る戦士ですね！』

『今ノリにノッてるハンターよ。優勝候補の一人と言えるんじゃないかしら』

　おお、すげーな。何かプロレスみたいな実況だぞ。

　控室でも聞こえてたけど、実況席のマイク越しに二人の女性がいる。一人は普通の女性だが、もう一人は……多分強いな。

『さて対するは！　初出場、ユキト選手です！　オーランド伯爵推薦の出場者ですが、何と、事前情報がほぼありません！　エミリーさんはご存知ですか？』

『ええ……知ってるというか』

『おお。というか？』

『ちょっと人づてに、噂うわさだけね。……思ってたよりずいぶん若いわね』

『はい！　なんと今年最年少の十八歳です！　学徒戦に出ていてもおかしくない年齢ですね。武器は剣でしょうか？』

『刀ね。こっちじゃかなり珍しい武器だけど、東方ではかなりメジャーな武器よ。剣つるぎに近いけれど、より軽量で、斬ることに特化した武器だわ』

『となると、リーチの差がかなりある試合になりそうですね』

『そうなるわ。事前の下馬評だとドルト選手のほうが圧倒的に優勢だけど……』

『謎に包まれた少年剣士！　その実力を見せることができるのか!?　間もなく試合開始！　双方準備をお願いします！』

　ぼーっと実況を聞いていたら、目の前まで来ていた対戦相手が、じろりと睨みつけてくる。

　筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした赤髪の男で、年齢は一回り以上は上だろうか。歴戦の戦士といった雰囲気がある。

「……悪いが手加減はせん。兎うさぎを狩るにも、虎は全力を出すものだ」

「はあ、よろしく」

　彼が虎で、俺が兎ってわけかな？

　開幕からの煽あおりに、俺が返せたのは生返事だけだった。いきなりプロレス的なのを期待されても困る。

　彼の得物──鞭剣というのは、どうやら鞭むちにいくつもの刃を取り付けたものみたいだ。いわゆる蛇じや腹ばら剣けんと違い、鞭にナイフの刃がたくさんぶら下がっている感じである。

　結構重そうだが、負担に感じている風はない。その動きを気でコントロールしているわけか。

（うーん、変わった武器だ。ただなあ……）

　三秒前からのカウントダウン。カンッ、というゴングの音と同時。

　俺は一足で、その懐ふところに飛び込んだ。

　この武器の弱点。言うまでもない、間合いだ。

　自分を傷つけないよう、鞭の手前半分には刃がない。つまり重心が先端に偏り、振るにも大きな隙がある。

　上から振る分にはスピードが出るだろうが、返しも遅い。鞭の重要な武器である旋回に難が出る。どう考えても、対人向きの武器ではない。

　……そして内側にこうして踏み込まれてしまえばどうしようもない。

「っ」

　ドルトと呼ばれた選手は鞭ではなく蹴りによって反撃しようとしたが──もう遅い。

「スマン、痛いぞ」

　鞘さやに納めたままの刀の柄つかで顎あごを打ち上げ、さらに回し蹴りが水みぞ月おちに突き刺さる。

　あっけなく吹き飛んで、ダメージを意味する彼のブレスレットが真まっ赤かに染まった。つまり、試合終了ＫＯを意味する。

『お、終わった──────!!』

　頭上の電光掲示板──電気が動かしてるのかは知らない──でドルト選手の敗北と俺の勝利が表示されると、女性実況者が叫びをあげた。

『電光石火の瞬殺劇！　まったく何が起こったかも見えなかった！　今のはどうなったんですかエミリーさん！』

『これはまた……。一瞬で踏み込んで柄で顎を打ち上げ、回し蹴りでノックダウンね。ユキト選手は剣すら抜いてないわ』

『これは凄い!!　とんでもないことが起きました！　誰がこの結果を予想したでしょうか!?　まさかのジャイアントキリング！　突然のダークホースの登場に、会場全体がざわめいております！』

『……グラフィオス、覚えてなさいよアイツ……ブツブツ』

　ざわめく観客席。

　不意に視線を感じ、イリアさんや他の生徒たちが観戦しているのを見つけた。その隣に座る伯爵の姿も。

　俺の視線に、伯爵さまは引ひき攣つった笑いを浮かべた。




　三十秒。

　俺が一回戦と二回戦で、トータルで使った試合時間だ。瞬殺で、という伯爵さまのオーダーを忠実に守った結果である。

　……のだが、大会は大盛り上がりというよりも、ちょっと不穏な空気になっていて、俺が出場するたびにざわざわする。

　俺が勝っても「おお……」って感じなのである。何なのこれ。実況の子が毎回大盛り上がりなのは助かるのだが……。

　そして三回戦。ベスト８を決める戦い、そして本日最後の試合でもある。

『──さあ、やってきました！　本日最後のカード！　東コーナーは大会史上でも最大のダークホース！　剣すら抜かず、全員を十秒以内に沈めた謎の剣士！　強すぎるこの男、一体だれが止められるのか!?　ユキト選手の入場です!!』

『オーランド伯爵も、一体どこでこんな人物を見つけたのかしら』

『確かに気になります！　そして西コーナー！　こちらの選手も全て無傷で勝ち上がってきました！　やはり優勝候補筆頭の名は伊だ達てではない！　その魔槍の前に敵はなし！　エリオット選手の入場～～！』

　きゃーわーという女性の黄色い歓声に、手を振って応えるエリオット。

　うーん、イケメンはサマになるな。

「……それで、どんなイカサマをしたんだい？」

　俺の目の前までやってきて、エリオットはそんなことを言った。

「イカサマと言われても」

「まあいいさ。この試合で君の化けの皮を剝がしてあげるよ」

　そしてエリオットは、観客席にいるイリアさんに向けて、手を銃の形にした。

　ハートを撃ち抜くってか。うわぁ。

「君がどんな方法でイカサマをしようが、僕には通じない」

　不意になぜか、俺はこのイケメンの口上を聞いてみたくなった。

　というか、聞いた上でボコボコにしたくなった。ゴングが鳴ると同時、槍から魔力がほとばしる。

「僕の魔槍の前に、その無力さを嚙かみしめろ……！」

　エリオットが槍を振ると同時に、振った軌道を起点として、炎が渦を巻き炎弾となった。

　それも一つではない。二つ三つと炎弾を放ちながら、エリオットの動きは止まらない。槍と魔法の波状攻撃が、途切れることなく襲ってくる。

「どうだ、僕の魔槍は！」

「どうだと言われても」

　ひょいと避けつつも、その動きを観察する。

　魔槍というのは槍に魔力を纏まとわせて、振った時に生じる残ざん滓しで魔法を発動する……そんなところだろうか。

　気の使い方とはちょっと違う。なるほど、こんな技術もあるのか……。

　まあとはいえ。

　すくいとるような軌道で、鞘に納めたままの刀で槍を跳ね上げた。

「なにっ」

　なにっ、ではない。

　振りが大おお雑ざつ把ぱすぎる。そんなのは弾はじいてくださいと言わんばかりだ。

　おまけに、槍の軌道が大きく変わってしまえば魔法は発動しないらしい。

『エリオット君だけは、完かん膚ぷなきまでに負かして欲しい。二度と娘にちょっかいを出さない、出したくないと思わせるぐらいに』

（完膚なきまで、か）

　伯爵の言葉を思い出しつつ、よっぽど嫌われてるんだなと思った。しかし父というのはそういうものなのかもしれない。

　ただ負かすではなく、完膚なきまでに。それはつまり、相手の心を折れということだ。

「やってみるか」

　呟つぶやきつつ、剣を抜き放つ。

　そして魔力を意識して、剣に纏わせた。気とはわずかに違う──廻まわすのではなく、纏うように。

『えっ』

『な、なんとユキト選手が剣を抜いた！』

『ただの剣じゃない！　あれはまさか……魔剣!?』

「お前……！」

　呼気をひとつ。

　歩法、白しら水みず。

　彼の眼は、一足で相手の懐に踏み込んだ俺の姿を、完全に見失っていた。

　この状況、もはや必殺──だがその白刃は、彼の首元をなぞるように滑った。

　首の皮がわずかに裂さける。ブレスレットの効果ですぐに治るが、また裂けて、今度は治らない。

「動けないだろ？」

　首だけではない。その全身、無数に放たれた斬撃が、その軌道を風の刃に変化させてその全身を拘束していた。

　俺の言葉に、エリオットの額に汗が垂れる。

　動けば動くほどに裂け、最後には死ぬ。──いや死ぬことはないか。ブレスレットが肩代わりしてくれるから。

「馬鹿な……お前、魔剣使い──」

「いや。さっきアンタのを見て覚えた」

　俺の言葉に、エリオットが啞あ然ぜんと口を開く。

　完膚なきまでに負かす、心を折るとはどういうことか。相手の土俵で倒せばそうなるんじゃないか、と思った。その答えがこれだ。

「でもこれじゃあ、普通に斬ったほうが早いな」

　そうなのである。振った部分にしか魔法は発動しないが、普通に斬ってしまえば魔法を発動する必要がない。

　しかも魔力の刃は自分にも当たるので、逆に自分の動きを阻そ害がいしてしまいそうだ。

　それはつまり、これが試合でなければ、そして俺にその気があれば──今の一瞬で、俺は彼を肉片に変えられたということだ。

　それを悟さとって、エリオットがその顔を青く染める。

「アンタ、魔槍とやらに頼りすぎて、肝心の槍の腕を疎おろそかにしすぎだ。もっと基礎からやり直したほうがいい」

「……ふざ、けるな。俺の槍は、基礎などとっくに──」

「基礎が終わることなんてない」

　ただ、基礎を繰り返す。どれほど腕が上がろうが、上がるまいが、関係がない。俺が見み惚とれた剣とは、そういうものだった。

　ふっと、彼を拘束していた魔力の刃が消える。

　たたらを踏む彼に、「構えろ」と告げた。

「餞せん別べつだ」

　青せい眼がんに構えを取る。

　──基礎とは何か。

　それは、果てのない道だ。ただ荒野を歩むがごとく、終わりもなく歩くように。

　ゆえにこそ、辿たどり着つけるものがあると知っている。

「来い」

「っ、おおおおお──！」

　炎を纏いながら襲いくる槍を目の前に……俺はただ、いつものように剣を振りあげた。




　──斬形、落らく葉よう。




　それはすなわち、ただ基本を極めただけの一刀。

　何の飾りもない。ひねりもない。

　じいさんは言った。何の飾りもない一刀を、ただ極めることが剣なのだと。

　魔力ではなく、気を満たしていく。己の内面を、水面のように。

　剣が、落ちる。水面に、葉が静かに落ちるように。

　──その一刀が、炎も槍も、全てを断ち斬った。




　ダメージを完全に吸収し、真っ赤に染まったブレスレットが音もなく砕け散る。エリオット君は……白目をむいて完全に気絶していた。

　気がつけば、会場は完全に沈黙していた。実況席も、観客も、何もかも、時が止まったように。

　だがそれを打ち破ったのは──やはりというか、実況の少女の声だった。

『し、試合終了──!!』

　彼女の言葉と同時。頭上の画面に、俺の勝利が躍った。

　ふうと息を吐いて後ろを──向く前に、観客席に目線を向けた。

　ＶＩＰ席は……あそこか。

　ああ、わかりやすいハゲデブの巨体が、俺を凝視して顔を青くしているのが見える。俺はじっと視線を返し、そして一瞬、そこにだけ殺気を飛ばした。

　驚いたように巨体が跳ねる。

　フォビウス子爵とやらが椅子から転げ落ちるのを見送って、俺は会場に背を向けた。

（これでいいかな？　ま、あとは伯爵さまがどうにかするだろ）

　俺の役目は、あとは優勝するだけである。

　試合を終え、控室からロビーに出た俺を待っていたのは、無数にも思える閃せん光こうだった。

　すわ襲撃かと、思わず目の前に手をやって防ぐが、そこにいたのはもちろん敵などではない。大きなカメラと録音機材のようなものを持つ、いわゆる報道陣というやつだった。

　ええ……と困惑する。

「ユキト選手！　優勝候補筆頭のエリオット選手を倒し、もはや優勝間違いなしと言われていますが…‥」

「一瞬の圧勝でしたね！　今日の試合の感想をぜひ──」

「ちょっとカメラ押さないで！」

「そっちだろ！」

　ただただ圧倒され、目の前で繰り広げられている光景にまったく理解が及およばない。あ、また勝手に写真撮りやがった。

　あとケンカすんなよ……。

「あ─────！」

　不意に、聞き覚えのある少女の大声が、ホールの空間を裂いた。

　そこには走ってきたのだろう、肩で息をする一人の少女。何を隠そう、実況席にいたあの少女だ。

「ちょちょちょちょっと！　ダメです、ダメですよ!!」

　彼女は俺の前に躍り出て、報道陣を散らしてくれた。

　おお、これはもしかして俺を守っ──

「選手へのインタビューはウチが先約でしょ！　ルールは守ってください！」

「横暴だろそれは！」

「横暴じゃないですぅ～。そう思うならウチのデスクに問い合わせたらどうですか～」

　うん、勘違いだったわ。

　ホールに鳴り響くブーイング。俺がひたすら困惑していると「ゴホン！」という重い咳せき払ばらいが、その喧けん噪そうを拭い去った。

　咳払いの元を見ると、そこには、後ろで手を組んで笑みを浮かべる伯爵閣下の姿があった。あの笑顔はいわゆる『威圧用』だ。

「すまないが、選手も疲れている。彼を休ませたいと思うので、取材は後日でお願いしたいのだが」

「えっ、でもその、優先取材権が」

「ふむ。それは優先であって、強制ではないと思うが？」

　実況の少女の言葉に、伯爵はにこりと即答した。それ以外の報道陣はもはや腰が引けており、唯一粘った少女も「ぐぐぐ」と呻うめいて肩を落とした。

　だがすぐに顔を上げると、くるりと俺の方に振り向く。

「約束ですから！　後日、インタビューお願いしますよ！　独占で！」

　彼女の発言に「ずるいぞ！」やら「ふざけるな！」やらの大ブーイングが巻き起こり……俺はそれらをすべて無視してするりと人ごみを抜け、伯爵さまの隣に立った。

「すまないが急ごうか。娘たちも待っている」

「……すみません、ありがとうございます」

　背後では今もブーイングが継続中である。

　ホント、何なのこれ。




「すまない」

　車に乗って、ようやくひと心地ついた俺に、伯爵は頭を下げた。

　なお車内は女子率高めである。非常に広いリムジンの車内には、俺、伯爵のほかに、イリアさん、アイーゼさん、シェリーさんが乗り込んでいた。

「この可能性についての説明をすっかり忘れていた。……いや、従来というか、普通ならばあそこまで強きよう烈れつではないんだが」

「先生の試合が強烈だったから」

　アイーゼさんの言葉に、伯爵もまた頷く。

「イリアの言う通りだった。君はあまりにも圧倒的だった。来月のタイムＴ・オンＯ・ファイターズＦの表紙を飾る可能性もあるな」

「タイム・オン・ファイターズ？」

「武術系の有名雑誌です。ラジオ番組とか、独自の武術系イベントを開催したりしていますね」

「帝国のお国柄でね。武力というものは非常に重宝されるし、強さというのはそれだけで賞賛と注目を集める」

「……そうなんですか」

「戦技大会は、帝国最大の祭りのメインイベントだ。本戦の何か月も前から予選が開催され、その結果は帝国中が注目していると言って過言ではない」

　うわぁ。ちょっと予想の十倍ぐらい規模のデカいイベントなんだが……。

「そんな大会で、ああも圧倒的な結果を残せば注目も当然というわけだ」

「……今からでも辞退したくなってきました」

「それはやめてくれ」

　げんなりして言うと、伯爵に真顔で止められた。

　自分の剣が見世物にされた気分で、ちょっと嫌なんだが。

　まあでも、これは必要なことだから仕方がない。アイーゼさんの顔を見ると、彼女は少し首を傾げた。

　なるほど。俺が大会に出場することになった経緯についてまでは知らないらしい。知る必要もないしな。

　しばらくして、リムジンが停車した。

　どこかのホテルの車寄せだ。

　ちなみにもう一台も続けて止まり、そちらからは大会の応援に来ていた他の生徒たちが車から降りてくるのが見えた。

「今日はユキト君の祝勝会と、生徒諸君の明日からの健闘を祈って、私から晩ばん餐さんを用意させてもらった。心ゆくまで堪たん能のうしてほしい」

　歓声を上げる生徒たち。俺の顔も思わずほころぶ。

　伯爵さまの奢おごってくれる晩餐、まず間違いなく美う味まい。この人はマジで食通なのだと、今までの付き合いで知っているのだ！




「マジで美味かった……」

　あのエビは一体ナニモノなのだ……。

　超でかい上に異常にうまいロブスター。あれだけでもぜひまた食いたい……。

　それ以外も本当に美味かった。マンガ肉かと思ってしまうほどにデカい肉が出てきたときは、思わず目が離せなかったよ。

　あと俺の好みを知っている伯爵さまが、まさかの寿す司しまで用意してくれた。前世でもなかなか食えないレベルに美味い寿司だった。

　この国にも和食の店はあるが、寿司の店はほぼない、あっても超絶高くて俺には手が出ない。マジで神かよ伯爵さま。

「先生、それじゃ私たちはこれで」

「え？　車に乗って帰らないの？」

　イリアさんの言葉に首を傾げると、彼女は「帰りに全員でカフェに行こうという話に……」と苦笑していた。

　明日の作戦会議らしく、俺も参加すべきかと思ったが、疲れているだろうからと断られた。

「そうなのか。じゃあ俺は車で──」

「おーい、ユキト！」

　聞き覚えのある野太い声。目線を向けると、イカつい顔をした巨漢が手を振っていた。

「あれ、グラフィオスさん？　シルトさんも」

「おう、久しぶりだな！」

「どうも」

　歩み寄ってくるハンターの二人に首を傾げる。

　学生たちから「マジか、暴獣ベヒモス!?」「あれってＡ級の……」という声が聞こえる。暴獣ベヒモスってなんだと思ったが、字じ面づらからして間違いなくグラフィオスさんのことだろう。いかにも顔がモンスターっぽいし。

「おい、何か失礼なことを言われた気がするぞ」

「気のせいッス。それで、どうしてここに？」

「おう！　吞のみにいこうぜ！　明日は試合ないだろ」

「お断りします」

　超即答で断ると、あれっ、とばかりにグラフィオスさんは意外そうな顔をした。

「いや明日は生徒の試合があるし、第一、早く帰ってクロに飯をあげないと」

　ちなみに会場に犬は連れていけず、そのせいで今日もクロはお留守番である。

　最近、クロはほぼお留守番であり、連れ出せるのは伯爵邸に行く時とか、毎朝の散歩の時ぐらいのものだ。

　この国は動物に優しくないと思う。動物愛護団体さんが攻めてきてもしらんぞ！

「それなら犬も一緒でいいぞ。奢ってやる」

「マジですか？　行きます」

「おい……お前結構稼いでるだろ……」

「俺の今のところの目標は一軒家を買うことなので」

　ホテル暮らしではクロも住みづらいだろう。

　クロは何の文句も言わないが……できれば庭つきで、修行できるぐらいのスペースがあるとベストです。

「まあいい。んじゃ行くか。ちょっと会わせたいヤツもいるしなぁ」

「会わせたいヤツ……？」

　変なのはやめてくれよ……。

　ともかくクロを迎えに行くべく、俺たちは自分が宿泊しているホテルに向かうのだった。




　俺とクロがグラフィオスさんに案内されて入った店は、路地裏にあるこぢんまりとした居酒屋だった。宿が併設された個人経営の店みたいで、いわゆる異世界転生モノに出てきそうな雰囲気がある。

　店主は俺たち、というより俺が連れたクロに目線を送り、そしてじろりとグラフィオスさんを睨んだ。

「犬は聞いてねぇぞ」

「いいじゃねぇか、おやっさん。コイツは何でも食うから、犬用の食事なんていらねぇからよ」

「はあ……まあいい。適当に座りな」

　追い出されないかと少し心配したが──大抵のレストランではそうなる──問題ないらしい。

「注文は」

「俺はビール、あと適当に。お前らもそれでいいか？」

「俺は未成年ですよ。普通に酒を飲ませようとしないでください」

「ああん？　十八だろ？」

　え、もしかして酒飲んでいい年齢違うの？

　横に座るシルトさんに聞くと、いわく、この国での飲酒可能年齢は十八歳かららしい。つまり俺も飲んでいいそうだ。

　ただし学生は除く。学生は卒業するまで飲酒はできない。あくまでも校則による縛りではあるが。

　……いや俺が本当に十八歳かは分からないけどな。戸籍を登録するときに、とりあえずそのぐらいって登録しただけだし。

「っていうことでビール三つ！」

　俺が驚いているうちにオーダーが終わり、銅のジョッキに入ったビールが運ばれてくる。

（ビール……）

　やっぱり異世界にもあったか……。

　ごくりと唾を吞む。ジョッキに触れると、とてもよく冷えていた。見た目は前世にあったビールとほぼ同じだ。

　前世では何かにつけて吞んでいたものだ。接待に飲み会に、帰宅してからのひとり吞み……。

「それじゃ、予選お疲れってことで」

　乾杯、とジョッキを合わせ、おそるおそるビールに口をつける。

　一口、二口。ごくり、ごきゅ、ごきゅ、ごきゅ──。

「ぷはぁ」

「お、いける口じゃねぇか！」

　しまった！　一気飲みしてしまった！

　シルトさんが苦笑して「初めてですよね？　無理しないでください」と言っているが、まったく初めてではないです。

　その後、グラフィオスさんが注文するつまみを口にしつつも杯さかずきを重ねて、しばらく。

「うわっ、何この状況」

　店の入口から聞こえてきた女性の声。そこにいたのは──

「あっ、実況席にいたおねーさんじゃん！」

「うぇっ!?」

　解説してた美人のおねーさんだ！

　わーいとばかりに絡む俺の頭をぱしんと叩たたくと、彼女は頭を抱えて、

「ちょっと……グラフィオス？」

「すまん、飲ませすぎたかも」

「かもじゃないわよ！　どう見ても酔っ払いじゃない！」

　よっぱらい？

「しょんなわけがにゃい！　よってないにょ」

「いやどう見てもダメです、ユキトさん」

　しょんなばかな!?





　　　◆　◇　◆






　ユキトが居酒屋で解説のおねーさんにウザ絡みしていた、その頃。

　イリアたちは作戦会議、兼、決起会という名のカフェでのお喋しやべりを終え、帰宅しようとしていた。

「それじゃイリア、また明日」

「はい。明日、よろしくお願いします」

「うん。楽しみにしてる」

　イリアはアイーゼと握手をかわし、そして去っていくその背中を見送った。

「いよいよ明日だね、イリアちゃん」

「はい、会長」

　その言葉に、静かに頷く。

　ついに明日、アイーゼと戦う。戦技大会予選、その決勝戦で。

　色々と予想外なことはあった。だがもう、イリアの眼中にはアイーゼ以外に存在していない。アイーゼにとっても同じだろう。

　そう確信できるほどの自信が、今ではある。

「イリアちゃん」

　バス停の目の前まで着いたとき。

　不意に、会長の声に真剣な色が宿って、私は会長を見た。

「私はイリアちゃんがどれだけ真剣に訓練してきたかを知ってる。ユキト先生に会う前も、会った後も、ずっと」

　でも、と。彼女は、困ったように笑った。

「それと同じぐらい、アイーゼが真剣に戦ってきたことも知ってる」

　ああ──そうだ。

　アイーゼ先輩は、ずっと戦っていた。私よりもずっと、己の人生のすべてを懸かけて。私はそれを知らなかった。去年の戦技大会で、彼女に勝ったその日まで。

「ねえ、イリアちゃん」

　泣き崩れるアイーゼ先輩と、彼女を抱きしめて泣く会長を。

　表彰式の後に陰から見て、知って、私は……気づかされた。

　強さとは、時に無作為に、人を傷つけるということを。

「わたしは、ずっと言いたかった」

　アイーゼさんを救おうと思った理由は、とても簡単だ。

　聞きたくなかったのだ。私は。

　怖かったんだ。会長の口から「どうか負けて欲しい」と、そう言われることを。

　この人の口からそう言われてしまったら、無性に、それが正しいのだと思ってしまう気がしたから。

「──ありがとう。イリアちゃん」

　私の手を握ってそう告げた会長の言葉に、思わず、どうしようもなく……胸を衝つかれた。

「アイーゼを救おうとしてくれて。向き合ってくれて。本当に、ありがとう」

「……いえ。たとえ婚約を破棄できても、先輩はまだ──」

「私には、何もできなかったから」

　思えば、きっと会長も、何度となくアイーゼ先輩を救おうとしてきたのだろう。

　そのたびに、自分の無力を嚙みしめてきたのだろうか。

「大丈夫。イリアちゃんが手を貸してくれたから……あとはあの子自身が、自分自身の力で戦わなくちゃいけないから」

　そうでなくては、きっといけないのだと。

　だから、と、先輩は笑った。

「もう、あとはあの子自身の問題。だからイリアちゃん──どうか、全力で戦って。自分自身のために」

「自分自身の、ために？」

「イリアちゃんにも、きっと越えなきゃいけない壁があるんでしょう？」

　自分自身のために。

　私は、星々の瞬またたく夜空を見上げた。

　越えなければいけない壁。簡単には越えられない壁。

　どれほど強くなれば、私はその壁を越えられるのだろう？

　──強くなろう。

　その言葉が、不意に脳裏によみがえった。

（ああ、そうか……）

　あんなにも、あの言葉に救われた気がしたのは──孤独ではないと、そう言われた気がしたから。

（ずるいな……）

　何も知らないはずなのに。

　こんなにも、私の心に踏み込んでくる。

　でもそれがなぜだか心ここ地ちよくて、どうしようもなく、ずるい。

「──あ、バスが来たよ、イリアちゃん！」

「はい、先ぱ──」

　応えようとして。

　……不意に。

　目の前を、影が過よぎった。

　バスを降りる乗客の一人。その首元に一瞬見えた……蝶ちようの入いれ墨ずみが。

「……イリアちゃん？　早く乗らないと──」

「すみません会長。少し用事を思い出しました。帰りは、一人で」

　歩き出す。静かに、静かに……ドクドクと鳴る鼓動の音を、誰にも聞こえないように。

　背後で、会長の声が聞こえた。けれど私の耳には、もう何も聞こえなかった。

　ただ、ただひたすらに、あの言葉がリフレインする。




　──生き残りによれば、蝶の入れ墨があったと。

　──そうか。やはり、あの連中が……。




　ああ──

　見つけた……兄様。
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「ぶわっぷ!?」

　生温い感触が顔を撫なでて、思わず飛び起きた。

（あれ……？）

　ここはどこだろう。全く見覚えのない部屋に、思わず困惑する。

「わふっ」

「おわっ、えっ、何？」

　ペロリとクロに顔を舐なめられる。さらにぺしぺしと何度も顔を叩たたかれ、ウォン、と少し呆あきれたようにクロが鳴いた。

　待て待て。いったい何が起こったというのだ。

　昨日、確か……そうだ、確かグラフィオスさんに連れられて居酒屋に入って、久々にビールを飲んで……あれ？

　その後の記憶がまったくない。何が起こった!?

「……まさか酒で記憶をなくすとは……」

　この身体からだ、ものすごく酒に弱いんでないだろうか。ということは、ここは居酒屋に併設された宿だろうか？

　部屋から出て、階段を降りると、昨日もいた居酒屋のマスターが「起きたか」と呆れたような目を向けてきた。

「なんか、迷惑かけたみたいで……」

「構わん。珍しくもない」

　それよりも、と、彼はテーブルにごとりと携帯端末フイジフオンを出した。

「これはアンタのか？」

「え、はい」

　最近、自分の給料で買った携帯端末フイジフオンだ。フィジフォン、と一般には呼ばれている。俺が持っていないことを知ったイリアさんやシェリーさんと買いに行き、まあ、勧められるままに購入した機種である。

　使い方は……正直、未いまだに曖あい昧まいだ。電話を掛けるぐらいはできるが……。

　こっちの携帯端末フイジフオンは、前世の携帯電話とまったく違う代物なのだ。まあ、異世界なのでそりゃそうなのだが。機械音痴の気分って、こういうことなんだろうか。

「何度も鳴ってたぞ。しかも代わりに出たグラフィオスたちが、血相変えて飛び出してった」

「ええっ？」

　思わず端末フイジフオンを確認すると、そこには言われた通り、大量の着信記録が並んでいた。しかもすべて伯はく爵しやくさまからだ。着信時間は、昨日の深夜だ。

　慌てて電話をかけなおす。

『……ユキト君かね？』

「はい、すみません。着信に気づかなかったみたいで」

『いや……ああ……』

　おかしい。伯爵さまの声が随ずい分ぶんと憔しよう悴すいしている。

　ばっと時計を見る。午前七時。大会開始まではまだ時間がある。

「どうしました、何かありましたか？」

『いや……それが──娘イリアがいなくなった』

　伯爵さまから聞いた言葉に、俺は思わず目を剝むいた。




　イリアさんが失踪したのは、昨晩、二十時頃。

　最後に目撃されたのは、新街区にあるバス停近く。

　二十二時を回って帰宅しないイリアさんを心配した母親が電話をしたが、電話がつながらなかった。だがその時点で、伯爵邸にはある連絡が入ったらしい。シェリー・レレイからだ。

　いわく、バス停で突然「一人で帰って欲しい」と言い残してどこかへ去っていったという。用事を思い出したと言っていたらしい。

　だがその直前、少し不審な男とすれ違った。

　後で考えれば、イリアさんはその男を追っていったようにも見えたのだそうだ。

「──どうしてその時に止められなかったのか。申し訳ありません、伯爵……私は何とお詫わびすれば」

「いや、君のせいではない。娘は確かに、自分の意思でそうしたのだろう？　だとしたら、止めても無駄だったかもしれない」

　伯爵はこの時、嫌な予感を覚えつつも、大事にするつもりはなかったらしい。

　シェリーさんが、ある一言を言うまでは。

「そういえば、首元にタトゥーが……一瞬しか見えませんでしたが、多分、蝶ちようの──」

「なんだと!?」

　突然慌てだした伯爵は、俺に連絡を取ろうとしたが不通。代わりに電話を取ったグラフィオスさんたちに説明をし、依頼という形で捜索を託した。

（まさかそんなことが起こっていたとは……）

　しかも酔っぱらってぐーすか寝ている間にだ。思わず血の気が引く。

「……イリアさんはまだ見つかってないんですね」

『ああ、そうだ……』

「伯爵は、蝶のタトゥーの男に覚えがあるんですか？」

　伯爵は、しばし沈黙したあとに、『そうだ』と肯定した。

「とりあえずそちらに向かいます。詳しい話はそちらで」

『ああ……頼む』

　これはやばい。完全に出遅れてしまった。くそっ、酒なんて飲むんじゃなかった！




　全力で駆け、伯爵邸に到着した俺を出迎えたのは、グラフィオスさんとシルトさん、そして見覚えのある女性が一人。

　確か昨日の大会で、解説者席に座っていた女性だ。

「おう、来たか」

「すみません、遅れてしまって」

「気にすんな。正直、今ようやく情報が集まりだしたところだ」

「……気にするなって、アンタが酒飲ませたせいでしょうが」

　横にいた女性が、グラフィオスさんの言葉に半眼で割って入る。

　鞭むちに短剣。装いからして、武人であることは間違いない。燃えるような赤い髪を後ろで束ね、胸元が開いたとても大胆な服を着ているが、それでいて上品にも見える女性だ。

　彼女もハンターなのだろうか？

　俺に気づいた彼女は、どうも、と俺に向かって手を上げる。

「一応自己紹介ね。Ａ級ハンターのエミリー・スティラノールよ。よろしく」

「あ、はじめまして。ユキトです」

「はじめましてじゃないわよ。昨日の居酒屋に私もいたし」

　え、マジで。記憶がまったくないんだが。

「お前相当、コイツに絡んでたからなぁ。胸に顔埋うずめたりして」

　マジで!?　何でその記憶がないんだ俺は!?　……じゃなかった。そんな話をしている場合じゃない。

「えっと、状況は？」

「おう。まぁ簡単に言うと、その後の足取りは少しだが摑つかめた。恐らく北区に向かったってことと、街からは出てないってだけだがな」

「北？　北って──」

「ええ。暗黒街方面です」

　……マジか。イリアさんは腕も立つ。無事だと信じたいが……。

「いや、暗黒街には入ってねぇよ」

「え？」

　どうして断言できるのだろう。グラフィオスさんの言葉に首を傾かしげる。

「暗黒街ってのは、警察にとっちゃ最大の警戒対象地域だ。その出入りは徹底的に監視されてんだよ、実のところな」

「そうなんですか？」

「監視カメラの数は百を超えてるし、出入りすれば当然わかる。だがその痕こん跡せきはない。暗黒街に入ってないのはまず間違いないだろ」

　なるほどな。そういうことなら、イリアさんがいるのはバス停から暗黒街までのどこか……ということになるのか。

「今も警察が全力で捜索中だ。伯爵令嬢の、下手したら誘拐だからな。連中が手を抜くことは絶対にない。問題は──」

「なぜ端末フイジフオンが繫つながらないか、ですか……」

「そういうことだ。エーテル通信網から考えて、街の中にいるのに繫がらないなんてことはまずねぇ」

　それだけでも最悪の想像が脳裏をよぎる。

「……ただな、どうも話を聞いてて思うんだが、多分自分で端末フイジフオンの電源を切ってる可能性が高いぜ」

「どういうことですか？」

「俺のカンだがな。どうやら、伯爵は誘拐よりも、そっちの可能性が高いと考えているように見える。イリア嬢が男を追った理由に心当たりがありそうだ」

　その理由に関して、伯爵は口をつぐんでいる。グラフィオスさんはわずかに顔を歪ゆがめ、親指の爪を嚙かんだ。

「どうもな……ソイツを知っておかないとマズイ気がするんだよ」

　それは、俺も同感だった。自分で端末フイジフオンを切ったということは、つまり、イリアさんは自分自身の意思で姿を隠していることになる。

　しかも、戦技大会の当日。あれほど拘こだわっていたのに、それを捨ててまで、だ。

「ただ、本当に誘拐されてる可能性もある。俺たちはもう一度捜索に出るが」

「俺は、伯爵に話を聞いてきます」

「頼めるか。お前が一番、伯爵サマには近いだろうからな」

　ええ、と首肯する。本当なら俺も、今すぐイリアさんを追いたいところだ。だが闇やみ雲くもに捜したところで、古都は広い。

　俺はグラフィオスさんたちに頭を下げ、伯爵邸に足を踏み入れる。

　不意に、俺は思った。

　俺が触れずにいた、イリアさんの過去。きっと何かがあるのだろうと思っていた。

　もしそれを、もっと強引に聞き出していれば……こんなことにはならなかったのかもしれないと。




　執事さんに案内され、伯爵の執務室にまっすぐ通された。見慣れた執務室には、庭に向かって茫ぼう洋ようとした視線を送る伯爵の姿があった。

「ユキト様が参られました」

「……ああ」

「伯爵さま。遅れて大変申し訳ありません」

「……いや。こんなことになるなど、誰も想像できなかった。君を責めるつもりはない」

　その言葉に、いつもの覇気は影もない。

　こんなことになるなんて分かっていれば……どれほど悔いても時は元に戻ってくれない。俺はもう一度頭を下げた。

「これから、俺もイリアさんの捜索に加わります。ですがその前に、その不審な男について情報を──」

「分かっている」

　振り向いた伯爵の表情は、どう見ても、疲れに満ちていた。

「過去とは……たとえ忘れ去ろうとしても、忘れたくても、いつしか目の前に現れる。そういうものなのかもしれん」

「……忘れたい過去、ですか」

「ああ──」

　疲れた笑みを浮かべて、伯爵は、滔とう々とうと語り始めた。

　彼らの過去。かつて、オーランド家にいた──もう一人の家族についてを。





　　　◆　◇　◆






　セト・オーランド。イリアの兄にして、オーランド家の長男……だった。

「だった？」

「ああ。……五年前に、亡くなった」

　セト・オーランドは天才だった。

　伯爵の家に生まれ、父よりも剣の才に恵まれ、将しようとしての才にも優れ、また性格もどこか人を惹ひきつけるものがあった。

「イリアも、そんな兄によく懐いていた。あの庭で、よく二人で遊んでいた……」

　誰もが、彼は未来のオーランド伯爵だと期待した。

　オーランド伯爵家は軍務派ともいわれる貴族の派閥の重鎮であり、辺境軍においても極めて重要な存在といえる。

　伯爵、ベリオル・オーランドは戦時において南部辺境軍の一部を束ねた将であり、彼もそれに倣ならうものだと言われていた。

　そう言われる通りに、彼は育った。

　士官学院を首席で卒業後、辺境軍に所属した彼は、実家の後押しもあって、瞬またたく間まにその頭角を現していった。

　だが、そんなときに事件が起こった。国境近くの村が魔物に襲われたのだ。

　実のところ、村が魔物に襲われる例は、ないわけでもない。

　魔物除よけの点検不足や故障、あるいは想定していないルートからの攻撃。特に小規模の村となれば、その危険性は常にある。

　こうした危険性の排除は、帝国軍の日常業務だ。もちろん、いつも薙なぎ払はらって終わり。

　そしてこの日、セト・オーランドは魔物撃退の指揮を執っていた。

「だが、違った。あれは罠わなだった」

　村ひとつを使った毒どく餌え。

　しかもそれは、セト・オーランド、たった一人を殺すための毒だった。

　村の救援に向かった彼らは、武装集団に包囲されて殲せん滅めつされた。それはあまりにも凄せい惨さんな狩りだったという。

　妨害によって通信は途絶され、生き残ったのはたった一人。セトの命令によって必死に包囲網を潜くぐり抜けた伝令兵、たった一人だった。

「その後、軍は大規模な部隊を編成して救援に向かったが、他に誰一人、生き残ってはいなかった。そして息子は──」

　ぐっと伯爵の手に力がこもる。

　セト・オーランドは……帰ってきた。首のない、死体になって。

「それからだ。娘が変わったのは……」

　それまで本を好み、大人しかった少女は、ひたすらに剣を磨みがき続けた。兄を追うようであり、あるいは、兄の影を振り払うようでもあった。

「彼女の剣はまるで、セトの生き写しのようだった」

　だからこそ、止められなかった。

　嫌な予感は、ずっとあったという。それでも彼女の剣に映る懐なつかしさが、その予感から目を逸そらさせた。

「私が愚かだった……イリアは、聞いていたんだ……あの時……」

　伯爵にもたらされた報告。セトを襲った武装集団。賊たちはみな、蝶の入いれ墨ずみがあったこと。それは帝国の闇で暗躍する、ある暗殺組織……『黒の蝶ノワール・パピオン』とも呼ばれる極めて危険な組織の特徴。

　突如現れ、消えていく、形のない都市伝説のような存在。

　帝国政府は、彼らの背後にあるのは、隣国であり仮想敵国であるセシリア王国ではないかと疑っていた。

「蝶の入れ墨を見て、その男を追いかけたというのなら、間違いない。娘は……知っていたのだ。兄を殺した者たちのことを」

　つまり。彼女が、あれほどまでに強さを求めていたのは──

「復ふく讐しゆうだ。イリアは、セトの復讐のために、今まで……」

　伯爵がこぼした言葉に、俺は目を閉じた。

　思い起こす。ただ必死に、剣を振るっていた彼女の姿を。

「……伯爵、俺は行きます」

「ユキト君、娘は──」

「連れ戻します。必ず」

　俺は、行かなくてはならない。彼女に伝えなくちゃいけないことがある。

「クロ、いけるか？」

「ワフッ」

　しゃがみこんでクロを撫でると、元気な返事が返ってくる。

　時間は、あまりないかもしれない。後悔は後でいくらでもできる。だから今は、急がないと。

　中庭を見る。

　空は曇り、今にも雨が降り出しそうだった。





　　　◆　◇　◆






　どうして、剣を振るうのか。

　どうして、強くなりたいのか。

　何度も何度も繰り返された問い。誰かに、そして自分に。そのたびに私はこう答えるのだ。騎士として、誰かを守れるようにと。もう誰かが、無慈悲に涙を流さずに済むように。

　けれど、自覚もしていた。それが、ただの建前であることを。

　理由なんて、数えれば山ほどあった。けどそのどれも、本当じゃない気がした。

　剣を振るっている時だけは、全てを忘れることができた。

　それだけが、私にとっての救いだった──。

（……野宿なんて、はじめてね）

　ふうと息を吐き、目を開く。男の入っていった一軒家を睨にらみつけた。

　空は既に明るみはじめていた。一体、どれほどの時間が経たったのだろうか？

（──蝶の入れ墨）

　今思えば、あの入れ墨が本当に、兄を殺した連中のものだとは限らない。

　蝶のモチーフなんて珍しくもない。入れ墨にしては少し変わった柄だったけれど、まったく無関係の、赤の他人という可能性もある。

　何せ、実際には見たことはないのだ。

（でも……止まらない。声が……）

　リフレインするのだ。何度も何度も何度も。

　起きているのに、まるで夢の中にいるときのように。盗み聞きした父と軍人の言葉が。

　理性は、戻れと言っている。

　先輩との約束はどうした。

　会長の言葉を裏切るのか。

　だけど、本能が叫んでいるのだ。

　あれがお前の敵だと。これが、最初で最後のチャンスだと。




　震える手を押さえつける。腰に手を伸ばし……やはり武器がないことを確かめ、舌打ちする。

　なぜ私は剣を持ってこなかったのか。冷静に考えれば当然だ。作戦会議、もとい打ち上げに向かったのは繁華街のカフェで、武器を持って参加するなんてありえない。こんな事態なんて最初から想定していない。

「よう、お嬢さん」

　不意に背後から声が聞こえて、飛び上がらんほどに驚いた。

　……しまった。気配に集中できていなかった。

　警戒しつつ振り向くと、そこには、いかにもガラの悪そうな男がいた。

「どうだい、俺と遊ばないか？」

（──こんな時にナンパ？）

　ため息交じりに手を振って断る。すると男は「そうかい」とあっさりと引いた。

　安あん堵どもつかの間──腹部に、鋭するどい痛みが走った。

「え……？」

「おいおい、気を抜きすぎだろうがよぉ」

「っ」

　さらにナイフが押し込まれる。ぐり、と腹の中を搔かきまわされるような激痛に、思わず飛びのいた。

（やられた……！）

　幸いにして急所ではない。飛びのき、刺された腹を服ごと凍らせてひとまず止血する。

　男を見ると、ナイフを手元で遊ばせながら笑っていた。その目には、いかにもな嗜し虐ぎやくが浮かんでいる。

「なんだぁ？　警察かハンターかと思ったが、お前、素しろ人うとかよ」

「……あなたは？」

「さぁてねぇ」

　ニヤリと笑って、男が舌を出す。

　そこには……蝶の入れ墨。かっと思考が白熱する。

「質問に答えて。さもないと──」

「さもないと？」

「……殺す」

　徒手空拳を構え、殺気を飛ばす。へぇと男は笑い、そして構えを取った。

　ナイフを後ろに引き、片手を前に出すという奇妙な構えだ。

「ククッ、殺気だけ一丁前か？　足が震えてんぞ？」

「……答えなさい。五年前、イスリカで帝国軍を襲ったのは貴方あなたたち？」

「あぁ？」

　男は一瞬、戸と惑まどうように首を傾げたが……やがて、「ああ」と笑った。

「あの仕事のことか。覚えてるぜぇ？　確かどこぞの貴族のボンボンを殺やってくれっていう派手な仕事だ」

「──ッ」

「あれは傑作だったなァ!!　特にあの金髪の、ああ……名前なんだっけ？　忘れたな。まあソイツが、みっともなく喚わめいて──」

「貴様ァッ!!」

　白く熱された思考が。

　後先もなく、ただ足を前に進めた。

　矢のように拳を放つ。何度も何度も、先生に教えてもらった格闘の技術。だがそれは見る影もない。

　脱力しろ、常に間合いを保て、冷静に相手を観察しろ──無理だ。今この瞬間、この男を殺したくて仕方がなくて。だが私の拳はあっさりと空を切り──

「クハッ」

　男の笑い声と同時に。何をされたのかも視認できず、衝撃と共に、私は意識を手放した。




「──あの女はなんだ！　私は聞いてないぞ！」

　不意に聞こえた叫び声に、意識が闇から引っ張り上げられた。だが目覚めた先も、また闇だった。

　身体をひねるが、うまく動かない。手と足が、何かに拘束されている。

（生きてる……？）

　それは、曖昧だが確信としてあった。

（気絶させられて運ばれた？）

　身を起こし、徐々に暗闇に慣れてきた視界が、世界を明めい瞭りようにしていく。そこは物置のような場所だった。自分の身体を見ると、薄汚れてはいるが、服装にさして乱れもない。

「だからよぉ。あの女は多分、伯爵の関係者だ。もしかしたら娘かもな。だとしたら、色々と使えるだろうが？」

「……ふん。計画の支障になったらどうする？　伯爵の娘が行ゆく方え不ふ明めいとなれば、警察も血ち眼まなこになって捜すぞ」

「いいんだよ、それで。それより例のブツは──」

　時間は、どうやらなさそうだ。使う、というのが何を意味するのかは分からないが、ロクでもないことは分かる。

「っ……」

　身体を起こすと、腹部に鋭い痛みが走った。腹部にかけていた魔術は解け、血が少しずつ流れ始めていた。

　だが今ここで魔術を使えば、察知される可能性もある。隠いん匿とく式しきに自信はなかった。

　痛みを無視して身体を丸め、腕を回転させ、縛られた手を前に出す。

（靴を脱がさないなんて、馬鹿ね）

　手間を惜しんだか、それとも余裕の証あかしか。靴に仕込んだエッジを使い、ゆっくりと、手を縛っていた紐ひもを切る。手で靴を脱がし、同じくエッジを使って足の紐も切った。

　──先生に教えられた脱出術。

　これだけじゃない、先生に教えられたことは山ほどある。

　なのに、さっきの格闘はあまりに無様だった。格闘の基礎、その何一つとしてできていなかった。

　──ユキト先生。

　彼なら、どうするだろう。今の私を彼が見たら……。

（迷っている時間は、ない）

　そっと身体を動かし、音を立てないように動く。物置を物色し、武器になるものを探す。

（あった）

　物置にあった箱から剣を静かに抜き取り、鞘さやから取り出すと、確かな白刃が目の前に現れた。

　まさか本当にあるとは。この時ばかりは、神に感謝を捧ささげたくなった。

　剣を手に、そっと隣室を覗のぞく。

　そこには、気絶する前に見たガラの悪い男と、私がつけていた不気味な男の二人が、何やら話をしていた。

「──計画については支障ないだろうな」

「ああ、問題ねぇよ。こいつで闘技場はドカンだ」

「ふん……」

　それは、長方形の物体だった。ドカン、という言葉から、すぐに爆弾を連想する。

（まさか、闘技場を爆弾で吹き飛ばすつもり？）

　だとしたら、どうなる？

　決まっている──

　父も、会長も、アイーゼ先輩も、レーヴ君も、……ユキト先生も。

　こいつは、その全員を殺すつもりなのだ。

（また、奪われる──）

　こいつらは、私から全てを奪っていく。

　私が大切にしているもの、すべてを……！




　──殺す。

　ああ、そうだ。

　殺さなくちゃいけないんだ。

　そのために、私は──




「ま、ご苦労だったな。コイツはもらってくぜ」

「ああ……」

　瞬間。転がり出た私は、不気味な男の背中に剣を突き刺した。

「がっ！」

　まず一人。男を蹴り飛ばし、剣を構える。

　ガラの悪そうな男は、「へぇ」と口元をほころばせて、腰の剣に手をかけた。

「やるねぇ嬢ちゃん」

「……黙りなさい。その爆弾、渡してもらう」

「クク、そいつはできねぇ相談だなぁ」

　息が荒い。

　苦しい。

　こんなヤツに、兄様は殺された。

　それを思うと──今にももう、叫び出しそうで。

「わかるぜぇ。その目、殺したくて殺したくてしょうがねぇんだろう？」

「……黙りなさい」

「復讐か？　ククッ、おい、教えてやろうか？　あのガキの最期──」

「黙れッ!!」

　ピシィッ、と音を立てて、部屋が凍こおった。

　──氷乱ダンスオンアイス。

　部屋中に生じた氷の破片は鋭く尖とがり、男に向けて殺到する。

　本気の、殺すつもりで放った魔術。だがその氷は一度たりとも男の肌に触れることなく、避けられ、叩たたき落おとされた。

「甘あめェ──」

「甘いのは、そちらよ！」

　抜き打ちの斬撃。地を這はうようにして一いつ閃せんを放つ。足元の一撃は極めて避けづらい。特に無数の魔術によって意識を散らされた後は。

　だがそれさえも。男の刃に阻まれ、甲高く音を立てた。

　床に突き立てるように、刃を阻んだ剣。それが跳ねあがり、私の顎あご先さきを撫でるように空を裂く。どうにか避けて、転がりながらも立ち上がった。

「へえ、悪くはねぇ。やっぱりお前、あのガキの妹だなぁ。行儀のいい剣がソックリだ」

　その言葉がノイズとなって、思考をかき乱す。

　男は、邪悪に満ちた顔でにっこり笑って。

「同じように殺してやったら、どんな顔をするんだ？　オイ」

「黙れ──！」

　踏み込む。一歩でも早く。殺せと、剣を振れと、私の底から叫ぶ声に従って、剣を叩き落とした。

　だが。

　それでも、届かない。

「あ、あああぁぁああああ──！」

　斬る。斬る、斬る、斬る、斬る───!!

　夢の中の光景が、走馬灯のように頭の中で回る。こんな男に奪われた、あんなにも愛いとおしく穏やかだった日々を。

　兄の言葉が。手のぬくもりが。

　その尊厳のすべてと、頭さえも失った、兄の亡なき骸がらが。

「──悔しいなぁ」

　地の底から響くような男の声。歪んだ笑み。そして──

　唐突に地面から生えた槍やりのような岩が、私の腹を裂いて、突き飛ばした。

「がっ──！」

　壁に叩きつけられ、肺から空気が抜ける。

「お前の兄貴の最期を教えてやるよ」

　男の足音が、ひとつ、またひとつと響く。聞きたくなくても、それは耳に滑り込んでくる。

「だま、れ……」

　だが、ニヤニヤとした笑みを浮かべたまま、男は滔々と兄の最期を語り始めた。

「奴やつの率ひきいる部隊は必死に戦った。それはもう必死にな」

　だが抵抗むなしく、兄は捕まり──そしてその眼前で、一人ずつ、自分の部下を処刑されていった。

「最初のうちは、覚悟はできているだの、早く殺せだの言っていたがなぁ。最後のほうなんて、もうやめてくれって泣き叫んでよぉ」

　やめろ。

「首を刎はね落おとしてやる頃には、父さんだの母さんだの、助けてだの。ああそういや……何て言ったかなぁ。女の名前も呼んでたな。確かそう、イリアだ」

　なんで。

　どうして。

「あんまりにも傑作だからなぁ！　首を落として、服も剝いじまった！　オイ、どれがアイツの死体かわかったか!?　なぁ！」

　必死に、必死に磨いてきたはずだ。

　どうして私の剣は、こんな男にさえも届かない。

「残念だなぁ」

　響く足音。

　首元に突きつけられた剣先が、肌に食い込み、血に濡ぬれていく。

「復讐のために、必死になって剣を磨いたんだろ？　全部、何もかも、無駄だったなあ」

　無駄？

　何もかも？

　ああ、なんでだろう。今この瞬間に、思い出すのが、どうして──先生との記憶なんだろう？

　彼に縋すがって、どうする？　この男を殺してくれと縋るのか？

　それだけは、ダメだ。あんなにも美しいと思えた剣を、そんな風に穢けがすのだけは。

「安心しろ。殺しやしねぇ。ちょうど都合が──」

「……わたしは」

　復讐を果たすのなら……自分の手で。

「もう、なにも、いらないから──」

　ピキリ、と凍る音がした。

　剣に滴したたる私の血が。

　驚きよう愕がくに染まる男の顔が。

　なにもかも──すべて。

　ただ荒れ狂うような魔力の奔流が、宙を迸ほとばしった。吹き荒れる風が、すべてを凍らせていく。壁も、天井も、何もかも。

　氷に変わった天井が崩れ落ち、頭上から、いつしか降りだしていた雨が降り注いだ。

　それさえも、すべて、氷に変わる。鋭く尖った、小さな氷の槍に。

　音を立てて、無数の氷が突き刺さった。

　あまりにも無慈悲な雨は、天井を穿うがち、床を貫き、すべてを崩壊させていった。




　……部屋の一角。

　いつの間にか出現していた石の塊かたまりが、ゆっくり崩れていく。

　そこから顔を出したのは、剣を手にした男一人。

「……ちっ、暴走ってやつか？　どんな魔力だっつの」

　その身体に傷はない。が、剣を握っていた右手は凍り付いていた。咄とつ嗟さに剣を離し、魔術で石の壁を作って防いだのだ。

「死んだか？」

　──いや。

　イリアは生きていた。

　身体の半分近くを凍らせながら、なお。

（まさか、あの規模の魔術をギリギリでコントロールしたのか？）

　だとしたら、とんでもないセンスだ。

「生かして帰すつもりだったが……」

　殺すべきか。そう思い、近づこうとして。──こちらに急速に近づいてくる気配に、男は舌打ちした。

　今は自分の仕事を優先するべきである。こう見えて、男は仕事はキッチリやり遂げる主義なのだ。慌てて爆弾のケースを回収し、男はその場を後にした。

　だが、ひとつ。男は見落としていた。

　彼女のほかにもう一人、いたはずの男の気配が、いつの間にか消えていたことに。





　　　◆　◇　◆






　森の中を、男は必死に逃げていた。

（なんなんだ、チクショウ……！）

　毒づく。刺された背中がじくじくと痛み、流れ出る血が、降りだした雨が、嫌になるほど体力を奪っていく。

　……イリアに背中を刺され、蹴飛ばされた男は、それでも生きていた。起きた途端、とんでもない魔術の気配を察知して、取るものも取とり敢あえず逃げ出したのだ。

「ちっ、なぜ私がこんな目に……」

　逃げ込んだ林の中、愚ぐ痴ちを言いつつも止血する。

　傷は深くはない。止血さえすれば、とりあえず死ぬことはないだろう。だが既に流した分の血は返ってこない。おぼつかない足取りで、必死に林の中を進む。

　うっとうしい雨が、容赦なく体温を奪っていく。

「なんなんだ、あれは……くそっ」

　何が起こったのか分からない。だがおそらく、あの女は復ふく讐しゆう者しやなのだろう。

　だが自分には関係ない、と男は思った。何しろ彼は、この数か月の間に組織に加入した新参なのだ。あんな女の『復讐』など、彼に心当たりなどあるはずもなかった。

　木の陰に座り込み、深く息を吐いた。

　ここまで逃げれば安全だろう。背中の治療は、いつもの闇医者にでも頼めばいい……そう思っていた彼の耳に、ピキリ、という不思議な音が聞こえた。

　一体なんだとそちらを見れば──木が凍っていた。

「ヒッ」

　ピキリ、ピキリ。

　男のもたれかかっていた木までもが凍り付いていき、転ぶように逃れる。だがそれは、あまりにも徒労だった。

　男が見上げた先に、女がいた。

　剣を手にして半身を凍らせ、まるで亡霊のように自分を見下ろす女が。

「まっ、待てっ!!」

　必死に叫んだ。この状況から逃れるには、もはやこれしかない。

「私は関係ない！　私は新参なんだ！　君の言う復讐には関係していない!!」

　だが。一歩、また一歩と。

　パキリと音を立てながら女が歩き、そして凍っていく。

「頼む!!　なんでもする！　あの男のことも全部話す！　だから──」

　女は、剣を振り上げて。

　そして、振り下ろす──

「そこまでだ、イリアさん」

　迫りくる死。絶対とも思えたそれは、一人の男によって、あっけなく阻まれた。





　　　◆　◇　◆






（この状況は──）

　クロの鼻を使って辿たどり着ついた一軒家は、完全に凍り付いて崩れ去っていた。

　雨によって臭においが完全に辿れなくなる前に着いたのはよかったが……。

　漂う濃密な魔力の気配。強大な魔術が放たれたのだろうということは、知識のない俺でもすぐに分かった。

　まさかと思い、完全に廃墟と化した家のがれきの中を捜したが、誰の姿もない。もちろん、死体も。

「ワンッ！」

　するとクロが、近くの林の先を示すように吼ほえた。探ってみれば、林の中に人の気配──そして同じ魔力の気配。

「イリアさんか……!?」

　クロが高く吼え、駆け出す。それを追って、俺もまた林へと足を踏み入れた。

　そして──ようやく捉えた彼女は、剣を、うずくまった男に振り下ろそうとしていた。

「そこまでだ、イリアさん」

　刀で剣を受け止め、そして彼女を見た。

　……身体の半分を凍り付かせた、イリアさんの姿を。

　茫洋と、ただ男を見下ろしていた凍てついた目が、俺を見て。

　そして明らかに、動揺に揺れた。

「イリアさん。みんな心配している。帰ろう」

「…………」

　答えはない。ただ呆ぼう然ぜんと、剣を手にしたまま俯うつむくイリアさんの全身が震え、そして、唇が震えた。

「なんで……来たんですか、先生」

　その声は、あまりに弱々しい。

「どいてください。その男は、兄を──」

「どかない」

　俺は即答した。

「そんな風に泣く君を見たら、なおさら、どけない」

　降りしきる雨の中で。

　凍りながら、彼女は泣いている。

「──間違ってるなんて、私だって分かってる！」

　それでもと、彼女は叫んだ。

「それでも、どうしても、許せない……！」

　俺は、何も答えなかった。答えられなかった。

　復讐が間違っているなんて、俺には言えない。正しさなんて人の数だけあって、それでしか救われない人もまた、確かに存在しているのだから。

　それでも俺は──

「どかない」

「どいてぇっ!!」

　叫んだ彼女の声が空を裂き、凍った雨が俺の頰を裂く。

　裂かれた頰から、一筋の血が流れ落ちる。

「あ、あああぁぁぁ……ッ!!」

　慟どう哭こくが雨音を裂き。

　氷の魔力は荒れ狂う。

　彼女は剣を振り下ろす。

　その剣は、見る影もなく、あまりにも稚拙だった。

　振り下ろされるその刃に……俺は、ただ目をつむった。




　そして──

　雨の音だけが、聞こえた。




　彼女の剣は、俺の首を切り裂く直前で、止まっていた。ピキリと音を立てて、彼女の剣から伝う冷気が俺の肌を凍らせていく。

　その顔は、ひどく歪んでいて。

　こぼれ落ちる涙が、凍り付いた頰を滑る。

「どうして……」

　震える唇から漏れた声は、ひどくかすれていた。

「私は……この時のため、この瞬間のために、ずっと──」

「……違う」
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　彼女は、なぜ強くなろうとしたのか？　その剣を見続けて、時に手合わせし、それゆえに分かることもある。

　彼女の剣は、兄の生き写しのようだったという。では兄の剣で、兄の仇あだに復讐するため？

　──違う。

「復讐のためなんかであるわけがない」

　じいさんの剣を追い続けてきた俺だから、わかる。

　彼女の剣は真っすぐだった。綺き麗れいだった。

　──それは彼女にとって、兄の剣がそうだったからだ。自分もまたそうありたいと願うから、振るってきた剣のはずだ。

　俺は剣を握るイリアさんの手を取った。とても冷たくて、今にも壊れそうなほどに震える手を。

「君の剣の中に、もう今はそこにしか、君の兄さんはいないんだ」

　だから、どうしても認められない。君の剣をそんな風に穢してしまうのを。

　そんな風に、何もかもを諦めた顔で泣くのを。

「その剣を復讐のためだけに振るうのを、一番許せないのは──君自身じゃないのか」

　だから、泣いている。

　怒りよりも、ただ悲しさで。

「私は……わたしは──っ」

　彼女の掌てのひらから剣が滑り落ちる。

「にいさま……なんで……どうして」

　力もなく、くずおれる彼女を抱きとめた。

　その身体は、とても冷たくて……壊れそうなほど震えていた手が、俺の服をぎゅっと摑む。

「あ、ああぁぁぁ────！」

　スコールのように激しさを増していく雨音は、彼女の叫びも、嗚お咽えつも、そのすべてを搔き消して、押し流していった。





　　　◆　◇　◆






「──にいさま！」

　最初に気づいたのは、いつもと違う、ということだった。

　夢だと分かるのは、いつもと同じ。けれど、いつもと違うかもしれないと思ったのは、今日が初めてだった。

「イリア」

　庭で稽けい古こを終えた兄が、膝をついて私の頭を撫でる。

　その手は大きくて、温かい。私は、そんな兄が大好きだった。

「にいさま！　私にもおしえて！」

「イリアが剣を？　うーん、それはなぁ」

　兄が笑う。どうしてダメなの、と私は頰を膨らませた。

「ダメじゃないよ。でもね、貴族が剣を振るうのは、本当に大変なことなんだ」

「たいへん？　なんで？」

「貴族が剣を振るうのは、帝国の人々を守るためだから」

　帝国の人々を守る。その兄の言葉は、どこか誇らし気で。

「軽々しく振るっちゃいけない。貴族が剣を持つのなら、覚悟と誇りを忘れちゃいけないんだよ」

「……むずかしい」

「だね」

　兄は笑って、また私の頭を撫でた。それが嬉うれしくて、また私も笑う。

　そんな私たちを見て、父と母が笑っていた。

　その光景に──手を伸ばすことができずに立ち尽くす。

　あまりにも、それは……幸せそうで、そして儚はかなくて……触れてしまったら、ガラスのように壊れてしまうから。




　兄が死んで。

　葬儀を終えても、私の生活は──あまり変わらなかった。

　起きて、生きて、寝る。何も変わらない日常の中で、兄の存在だけがなかった。ぽっかりと穴が開いたかのように。




　私は一人、庭へと足を向けた。兄がいつも剣の練習をしていた庭へ。

　やはりそこにも、兄の姿はない。

　……それでも、目を閉じれば、またあの掌が私を撫でてくれる気がした。だから毎日、気がつけばここにいる。

　ふと、庭の片隅にある納屋に目を向けた。

　いつもなら気にも留めない、小さな納屋。なぜかその時、私は開けてみようと思った。理由は特にない。

　特にないが──今思えば、呼ばれたのかもしれない。

　納屋の中。ぽつんと、剣が置かれていた。

　それは、いつも兄が使っていた剣。

　ボロボロで、古めかしい。兄が子供の頃から使っていた剣だ。父は何度も買い替えろと言っていたが、兄はなぜかこだわって、練習にはこの剣を使っていた。

　その理由が知りたくて、触れさせて欲しいと言ったことがあるが、兄は頑としてそれを拒んだ。

　吸い寄せられるように、触れる。

（触れちゃった……）

　どこか悪いことをした気がした。指を引っ込めようとしたけれど……吸い寄せられるように、指が柄つかを撫でる。

　なぜそうしようと思ったのかは分からない。

　私は剣を手にとって、あの日の兄を思い出しながら「えいっ」と振った。

　でも、剣はとても重たくて、指から離れた剣は、音を立てて床を転がった。

「やっぱりダメだ……」

　だから、教えてって言ったのに。

　笑って……そして、頰を涙が滑った。

「どうやって、振ったらいいの……」

　声が、空虚に、納屋の中で残響した。ぽたりと落ちた雫しずくが、床を濡らす。

「ねえ、教えてよ、兄様……」

　なんで。どうして。

　ここに、兄はいないのだろう？

　兄が剣を振るうのを見るのが、好きだった。大好きだった。

　みんなが笑うあの光景を見て、私も笑っていた。




　でも。

　もう二度と──あの光景は、返ってこない。




　涙で滲にじんだ視界の中、私の指が、縋るように剣に触れた。

　いつしか私も、兄を忘れてしまうのだろうか。

　納屋の中で埃ほこりをかぶった剣のように。

　あの幸せだった光景が、幻のように、まるでなかったかのように。




　……ああ。

　それは、

　嫌だ。




　剣を握る。

　兄は死んだ。私に剣を教えてくれる人はもういない。

　でも、それでも……たとえその身体も魂も灰になったとしても、兄がいた証のすべてまで、灰にされるのは、嫌だった。

　剣を振るう。涙をぬぐいながら何度でも。




（なんで、忘れていたんだろう）

　私の『はじまり』は、たったそれだけだった。

（……ずっと、夢を見るのが怖かった）

　どうして息子は死んだと泣く女性の声が。誇らしかった兄を、ただ責める声が怖かった。

　彼女の叫びも、嘆きも、きっと正しい。

　貴族が剣を振るうのは、人々を守るためだと兄は言った。だが、兄は何も守れずに死んでしまった。

　……でも、違うと私は叫びたかった。兄は間違ってなんかいなかったって。

　だから……私はただ、証明したかった。

　──兄の剣が、人々を守るための剣だったということを。

　なのにいつしか、私はそれを忘れて……いや、きっと、ずっと目を背けていた。

　強くなるほど、復讐という言葉がちらついた。それが怖くて、目を背けて、そのたびに何かが欠けていった。

「イリア──」

　不意に、兄の声が聞こえた。

　これはただの夢だ。わかっている。

　けれど夢の中でも。

　その温かい手の温もりを、私は感じた。

「兄さん……私は──」

　弱かった。あまりにも。

　なのにどうして……そんな笑顔で、兄は笑うのだろう。いつか私の頭を撫でてくれた、あの時みたいに。

　彼の唇が、何かを紡いで──




「────」




　夢が覚める。

　いつも見るベッドの天てん蓋がいに、安心ではなく、寂しさが募った。

　兄の顔を見たのは、一体何年ぶりなのだろう。今から眠りにつけば、また会えるのだろうか？

　ごめんなさい、とさえも言えなかった。

　寝ころんだまま、ベッドの脇に立てかけたままの自分の剣を見る。

　──その剣は、兄が使っていたものを鍛え直したものだ。何度も何度も打ち直し、もういい加減ボロボロだ。それでもその剣は、私のそばにあって。

「…………」

　声にならない感情が押し寄せて、腕で目を覆う。

　兄は死んだ。もういない。それでも、兄の遺のこしてくれたものは、まだ残っている。

　いつか兄の剣が折れて、使えなくなったとしても。

（私の剣の中に、兄さんがいるから）

　忘れたりしない。消えたりなんかしない。きっと、どこまでも残り続けていく。私が生きている限り。

「……イリアさん」

「せ、先生？」

　思い出していたものと同じ声に、はっとして起き上がり、思わずシーツをかきよせる。慌てて周囲を見渡すが、先生の姿はない。どうやら扉の向こうからのようだ。

「ごめん、起きた気配がしたから。それより、伯爵が話をしたいって」

「は、はい。すぐに向かいますから」

　そう言って、離れていく気配にほっと息をつく。ほっと？　どうして今私は、ほっとしたんだろう。

　ベッドから起き上がり、鏡台に向かう。首元に、霜しも焼やけのような痕あとが赤く残っていた。お腹には包帯が巻かれ、身体を動かすたびにちくりと痛みが刺す。

（──これぐらいで済んだことに感謝するべきね）

　自じ嘲ちようまじりに息を吐き、私は着替えるべくクローゼットに向かった。




　父の執務室に向かうと、そこには父とユキト先生がいた。

　外はもう暗い。時計は見ていないが、もう夜なのは明らかだ。

　……大会はどうなっただろう。

　会長、アイーゼ先輩……ごめんなさい。

「イリア。本当に無事でよかった」

「父様……ごめんなさい」

「いや、無事ならばそれで十分だ」

　疲れた顔で安堵する父に、どれほどの心労を与えてしまったのかと申し訳なくなる。

「座りなさい。とりあえず、詳しい話を聞きたい」

　促されるまま、私は話し始める。

　バス停で蝶の入れ墨のある男を見かけたこと。それを追跡したが、もう一人の男に気絶させられ、拘束されたこと。だが拘束を自力で脱し、もう一人の男と戦ったが敗北し、魔術を暴走させてしまったこと。

　そして──林に逃げ出した男を追い、殺そうとしたところを、ユキト先生に止められたこと。

　すべてを話し終えると、父は深く、それは深くため息を吐いた。

「……本当に無事でよかった」

「はい」

　危うく殺されかけはしたが。

　不意にユキト先生と視線が合って、霜焼けの痕を隠すように首元に手を当てる。なぜか見られたくなかった。

「ユキト君。今回は本当に助かった」

「いえ……正直、間に合わなかったようなものです」

　もう二度と酒は飲まない、と呟つぶやく彼に首を傾げる。

「それで、その……あの男は」

「イリアが追っていた男なら、ユキト君が確保した。もう警察に引き渡されて尋問が行われている」

　そうですか、と呟いた。

「もう一人については……目下捜索中だ」

「あっ」

　父の言葉に、そうだ、と私は重要なことを思い出した。

「あの男たち、確か戦技大会に爆弾を──」

「それなら警察が把握している。男が尋問で吐いたからね」

　ただ、爆弾の行方は分かっていない。もう一人の男と共に姿を消したままだ。

「警察だけでなく、会場の警備には軍も動員する。万が一にも爆破などさせないよう、万全の警備を敷く。……お手柄だったな。知らずにいたら、どれほどの被害が出たかもわからない」

「いえ……」

「その爆弾がどのような代物かは、まだ聞き出せていないそうだが。あの会場を吹き飛ばすほどとなれば、随分と物騒な威力だ」

　父の言葉に、違和感を覚える。

　父はおそらく──そんな爆弾など存在しないか、それか、元から会場に仕掛けられないと思っているようだった。

「何も、心配はいらない」

　だが父の言葉に、私は口をつぐんだ。それはとても確実性のある言葉だった。父は己の言葉を決して違たがえないと知っている。

「イリアさん」

　ユキト先生が、穏やかな声で私を呼ぶ。ピクリと、身体が無意識に反応して硬直した。

「医者の話によると、凍傷の痕は残らないそうだよ。お腹の傷もね」

　──その言葉に、咄嗟に、私の頰が赤せき熱ねつする。首元に当てた手を見透かされたようで……いや事実、見透かされたのだ。

「……先生。デリカシーがないです」

「えっ!?」

　私の言葉に右往左往する彼の姿に、初めて出会った頃を思い出して、笑みがこぼれた。するとなぜか、父もユキト先生も、ほっと安堵したように笑った。

　そのとき。コンコンと、執務室のドアを叩く音がした。

「旦那様。お嬢様。夜分ではございますが、緊急のお客様が──」

　私たちは、全員が顔を見合わせた。

「失礼します、伯爵さま」

　少女の声を筆頭に、三人の人物が部屋へと入ってくる。

「……会長、レーヴ君、アイーゼ先輩」

「夜分に失礼します」

　三人で深く頭を下げ、父が大丈夫だと頷うなずくと、会長はツカツカと私に近寄った。

　生徒会長──シェリーの顔は、見たことがないほど怒っていて、顔を真っ赤に染めていた。一体どれほど迷惑をかけてしまったのだろう。

「会長、あの──」

「バカ」

　頭を下げようとしたとき──ぽろぽろと、その両目から、涙がこぼれ落ちた。

「バカ……バカじゃない……なんで一人で──！」

「……会長」

「どれっ、だけっ、心配したと──！」

　会長は、泣きながら、私を抱きしめる。強く、ただ強く。それはあの日、アイーゼ先輩を抱きしめていた時と同じように。

「ごめんね……っ、私が、気づいてあげてれば……！」

「──いえ、違います。本当に、私がバカだったから」

「全く同感だ」

　レーヴ君が呆れたように、頭に手を当てた。

「一人で行く奴があるか。端末フイジフオンも自分で切ったんだろう？　頼れる人間だって……いるだろう。俺たちじゃ足手まといだというのなら、そこの男だって」

　レーヴ君が、ユキト先生に視線を向ける。視線を向けられた先生は、意外なものを見るような顔でレーヴ君を見て、その視線に「ちっ」と彼は舌打ちした。

　よほど言いたくなかったんだろうか。それを言わせてしまうほどに、私は心配をかけてしまったのか。

「……まさか、すっぽかされるとは思わなかった」

「先輩……」

　アイーゼ先輩は、いつもの無表情に、かすかに呆れを滲ませていた。

「私との約束は、その程度だった？」

「違います！」

　彼女との約束は、私にとっても大切なものだった。そのためだけに、この一年があったと言ってもいいほどに。

「……冗談。言ってみただけ。でもお詫びが必要」

「それより、試合は──」

「言うまでもない。当然、優勝した」

「そう、ですか」

　良かった、と思うと同時に、終わってしまったんだ……と、分かっていたことを突きつけられて、下を向く。

　すべてが自業自得。私が、私自身の意思で背を向けた結果。言い訳なんて何一つできない。そしてアイーゼ先輩にとっても、その結果が不服なものであったことは、表情を見て分かった。

「イリアに勝って優勝しないと、意味がないよ」

　そう言ってくれることは、素直に嬉しい。応えられなかったことが腹立たしくなるほどに。

「だから、お詫びが必要。明日、私と戦ってもらう」

「え？」

「団体戦のあと、エキシビションマッチ」

　父に目線を向けると、苦笑して頷く。会長もまた、涙をぬぐって、そして頷いた。

「ぐすっ……運営委員会に相談したら、許可を貰もらえたの。イリアちゃんは去年準優勝で、今年の優勝候補でもあったから」

「でも、体調が万全じゃないなら、やめてもいい。傷の具合も──」

「やります」

　即答した。当然、そんなチャンスがあるのなら……私は、戦いたい。

　アイーゼ先輩と本気で戦えるのは、これが最後だから。

　先輩はほっと息を吐いた。その表情に、私は悟さとる。

　エキシビションというが、それを運営に認めさせるのは簡単じゃなかったはずだ。アイーゼ先輩にとって何の得もないのに、それでも、少しでも私が後悔しないで済むように。

「ありがとうございます、先輩」

　うん、と、アイーゼ先輩が頷く。その声は、少しいつもと違って聞こえた。




　明日行われる団体戦の確認だけして、三人は帰宅の途とについた。そして私もまた自分の部屋に戻る途中で「イリアさん」と先生に呼び止められる。

「これはあえて、聞いておかないといけないことだと思う」

「……はい」

「まだ、復讐したいという気持ちに変わりはないか？」

　先生の言葉に、私は、思わず息を吞のんで、

「──はい」
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　そう、答えた。

　きっと、いいえと言うべきなんだろうと分かっている。けど彼の、真っすぐに私を見つめる目に、噓うそはつけないと思った。

　燃えるような憎悪と怒り。正しくないと分かっていても、鎮火することができない。

「君の気持ちは、間違っていないと思う」

　けれど彼は、それが間違いだとは言わなかった。悪だとは、一度も。

「その憎しみも、怒りも、簡単に消えたりしない。それもまた、君の心の一部だから。でも──」

　目線が合う。彼の眼は、どこまでも優しく、私を真っすぐに見つめていた。

「忘れないで欲しい。ただ君を心配し、その無事を願う人がいることを。復讐を願うことは否定しない。でも、君自身を蔑ないがしろにしないでほしい」

　あのとき、私はすべてを捨ててもいいと、願った。

　ああ──きっとそれだけは、間違っていた。

「そしてこれは、俺からの願いだ。……君自身が磨いてきた剣に、恥じない自分であってほしい。その、誰よりも曇りのない剣に」

「……はい」

　誰よりも曇りのない剣。兄を追い、そして今ではたったひとつ、私にとって、兄と繫がれる唯一のもの。

　兄の死を、忘れることはないだろう。その憎しみも、怒りも、きっと消えることはない。

　けれどそれが、兄との記憶すべてを塗りつぶしてしまったら、兄は私の中のどこにもいなくなってしまう。

　それは嫌だと、思った。

　同時に……私の剣を、綺麗だと言ってくれたこの人を、もう裏切りたくない。

「俺が言いたいのはそれだけだ。ごめん、呼び止めて。それじゃ俺も帰るから──」

「先生」

　呼び止める。

「……また、剣を見てくれますか？」

　ただ一言、私のワガママを。

　もう大会は終わってしまった。アイーゼ先輩との試合も、明日で終わる。帝都の本戦は、私にはない。だから本当に、それはただのワガママで。

「もちろん」

　……そう言って彼は、笑った。

　思わず、目を逸らす。その顔が、うまく見られなくて。

　先生を見送って、自分の部屋に戻って、ベッドに寝ころがった。

　それでも収まらない鼓動の音は、とても煩うるさいのに……なぜかそれを心地よく思う、自分がいた。
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　暗い闇の中、光が瞬またたく。

　蠢うごめく影。明滅する青い光に照らされた男たちの顔は、全てが覆面に覆われていた。その息苦しさを物語るように、荒い吐息が闇を撫なでる。

　ピ、ピ、ピ──と、明滅する青い光が、カチリと赤い光に切り替わった。

　男たちは頷うなずきあい、広げた工具を片付ける。

　仕事は、これで終わり。赤い光は、時限式の爆弾が起動した合図である。後はもう、時を待つだけ……。

「よう」

　不意に、闇に声が響いた。男たちが、驚いたように振り向く。

　俺はその五人組を、無表情で見下ろしていた。

「こんなところで会うなんて奇遇だな。この間は、まんまと逃げてくれたじゃないか、なあ？」

　じろりと、一人の男に目線を向ける。

　今は覆面姿だが、顔を見るまでもなく気配で分かる。この中で唯一、銃ではなく剣を持っている男……イリアさんを追い詰めた、例の男だ。

「……何のことか、さっぱり分からねぇな」

　言葉と同時。男の横にいた四人が、即座に拳銃を抜き、発砲した。

　放たれた弾丸を斬り捨てる。音も光も最小限。サイレンサーか。異世界にもあるわけね。

「こんなところで拳銃なんて、危ないと思わないか？」

「思わねぇな。ここはそんなもんでどうにかなるほどヤワじゃない」

「それはよかった」

　確かに火気厳禁、とは聞いてないな。

「……見たとこ、伯はく爵しやくの関係者か？　なんでここが分かった」

「単純な話だよ。来るならここしかなかったからな」

「へぇ。ブラフはバレてたわけね」

「ああ」

　そう。全てはブラフ。爆弾をこれみよがしにイリアさんに見せ、闘技場を吹き飛ばす、と示唆したこと。聞かれていることに気づいていたくせに、だ。

　しかし、そもそも戦技大会中、会場は非常に厳戒な警備が敷かれる。貴族や有力者が集まるこの大会はテロの標的にはもってこいだからだ。

　おまけに、爆弾の威力は会場を吹き飛ばせる規模ではなかった。尋問された男はなぜか、吹き飛ばせると妄信しているらしいが。

「会場に爆弾を仕掛けたところで、せいぜい大会を中止に追い込むぐらいだ。だけど……」

　警備をそちらに注目させ、他を薄くするという狙いであれば、十分に筋が通る。

「だとすれば、もうここしかないだろう？」

　爆弾を仕掛けることで、もっとも致命傷となりうる箇所はどこか。

　それがここ。

　魔導炉エーテリアル。

　前世でいうところの原発……ほどではないが、似た代物だ。もしも暴走してしまえば、甚大な被害が出る。

「だが、もう反応核エーテルコアは回収済み。今さらここを壊したところで、都市機能を麻ま痺ひさせるには至らない。もう無駄だよ」

「……ちっ。あのガキ、やっぱり殺しとくんだったぜ」

　男の言葉に、俺は目を細める。

「ひとつ聞きたいんだが」

「んだよ？　この状況でか？」

「おまえ──イリアさんに殺しをさせるために、わざとあの状況を作ったな？」

　へぇ、と男が口元をゆがめた。

　そもそも剣を保管してある物置に、適当に縛って置いておく時点でおかしい。どんなご都合主義だ、それは？

　この男は最初から分かっていたのだ。イリアさんが伯爵の娘であり、組織に復ふく讐しゆうしようとしていることを。

　イリアさんが男を追ったのは偶然で、この男がそれを見つけたのも偶然だろう。だがその偶然を利用しようとした。伯爵令嬢が殺人事件を起こしたなんてことになれば、間違いなく警察は混乱する。

「アンタは最初から、もう一人の男は消すつもりだったんだろう？」

「当然だ。俺が欲しかったのはヤツの知識だけだったからな。頭がイカれすぎてて、消さなきゃ情報も漏れそうだった」

　最悪、男は自分で殺し、その罪を擦なすり付ける形でもよかったのだろう。だが誤算として、イリアさんは復讐を果たせず、男は生き残った。

「そのおかげで、こうしてアンタの計画は頓とん挫ざしたわけか」

「まったくだ。やっぱり慣れねぇことはするもんじゃねぇ」

　男は、剣を抜き放った。

「さっさと殺しとくべきだった」

　それが得意分野だ、と男は言い放つ。男は覆面を脱ぎ捨てる。剣を構えるその姿には、余裕があった。

「それで、お前はどうして一人で来た？　まさか、お前も復讐か？」

「──いや」

　俺がここに来た理由は、簡単だ。

「依頼だよ」

　瞬間。

　べちゃり、と、粘性の液体が男の頰に張り付いた。そして『何か』が足の爪つま先さきに当たった。

　そして、ようやく、彼は気づく。

　頰についたものは血であり。

　足に当たったものは、誰かの首。それは、さっきまで、彼の真横にいたはずの──。

「……っ!?」

　悲鳴のような呼気が漏れたその瞬間にはもう、ユキトは彼の背後に立っていた。

「がぁッ!?」

　背後から、膝裏を蹴り砕く。勢いよく地面に倒れた男の顔を、足で踏みつけた。

「お前は殺しはしない、ダスト・グレイヴ」

「な、にを……」

「なぜ名前を知っているか、か？　何でだろうな。俺も聞いてみたいよ」

　事件からたった一日。作成された似顔絵モンタージユから身元を特定するまで、まるで噓うそみたいな早業だった。

　……言うまでもないことだが、俺の依頼主は伯爵だ。

　彼は言った。例の男を自分の前まで連れてきてくれと。

「お前たちを待ってるのは、警察でも監獄でもない。人道的な扱いは、正直、期待しないほうがいい」

　こいつらを許せないのは、イリアさんだけではない。伯爵にとっても、息子を殺された仇かたきだ。同時に父として、娘の手を復讐に染めたくないと伯爵は言った。

　だが伯爵は、警察に『組織』の手が及およんでいることを懸念していた。

　実際に組織の人間を捕とらえたことはあっても、その全員が獄中で死亡しているか、あるいは逃亡を許している。だから未いまだに組織の全容は杳ようとして知れない。

　だから確実に捕え、情報を吐かせ、そして始末する。それが伯爵の決定だ。

「……ざけんな。ざけんなよ……テメェ──!!」

　男の手が床に触れると同時、足元から、そして天井から無数の石せき槍そうが生えた。

「無駄だよ」

　一いつ閃せん。ただそれだけで、魔術で生み出された石槍はそのすべてが両断され、ボロボロと土つち塊くれとなって崩れていった。

　その光景に、男の顔が蒼あおから白へと染まっていく。

「バケ、モノッ……！」

　男の声を無視して、通信機のスイッチを入れた。

　この通信機は、今も施設を包囲している伯爵の私兵と繫つながっている。

「こちらユキトです。実行犯を確保、人員をお願いします」

　だが。

　通信機はノイズを立てるばかりでまったく返事がない。思わず首を傾かしげて──瞬間、背筋を走る悪寒に、思わず飛びのいた。

「あばァ──!?」

　血。

　ダストの肌から突き破るようにして飛び出した血は、周囲を鮮血に染めた。

　異常なほどの血の勢いが肌を、服を突き破り、まるでウォーターカッターのように壁を切り裂いていく。

　まさか新手の攻撃かと思ったが、しかし、どう見ても即死。

　ダストは床にくずおれ、穴という穴から血を流して死んでいる。

「……おやぁん？　すんませんなぁ、邪魔してもうたかな？」

　異常な光景に言葉をなくしていると──不意に、男の声が響いた。奇妙な訛なまりの男。言うなれば関西弁か。異世界じゃ関西弁とは言わないのだろうが……。

「誰だ？」

「どーも。ディープ、ちゅうもんや。よろしゅう」

　目ま深ぶかに中折れ帽フエドーラハット子をかぶった、黒ずくめの男だ。

　言葉以上に、あまりにも奇妙なのは……その男に気配らしい気配を感じなかった。ここまで完璧な隠おん形ぎようは見たことがない。

「組織の人間か……？」

　口を封じに来たのか。そう問う俺に、「ちゃうちゃう」と男は手を横に振った。

「ワイはそいつらとは無関係やで。傀儡くぐつ牢ろうのオッサンに頼まれてなあ。目障りやから潰してくれやって」

　はあ、と男は肩をすくめる。

「ワイ、そんなん面倒や、自分でせぇ言うたんやけど……あのオッサン、古い貸しを持ち出してきよってからに……」

　男が少し顔を上げた。帽子の奥に光る眼が、俺を捉える。

　その眼光は──見たことがないほどに深く、昏くらい。

「そないなわけで残念やけど、蛾がの連中は潰してしまいました～♪　もう一人も残っとらんで。そいつらで最後や。あ、蛾やなくて蝶ちようか？　どっちでもええか？」

（この男……）

　危険だ、と。

　直感で理解した。

　今までこの街で会った、きっと誰よりも。

「あんた……外の連中はどうした？」

　俺の問いに、帽子の下で男はにいっと顔を歪ゆがめた。

　──不意に。

　殺気を感じて、咄とつ嗟さに身をそらす。今一瞬見えたのは……水滴か？

「あら。避けられてしもた」

　まさかさっきのが魔法のタネ？　視認すらも難しい小さな水滴。まさかあれだけで、人を殺したのか。

　咄嗟に俺は、体内で気を練り上げる。

　──錬れん気き、陽炎かげろう。

　大気が揺らぐ。気は練りあげるほどに身体からだを強化し、漏れ出た気は強固な鎧よろいともなる。あれに触れてはいけないと直感が叫ぶ。

　触れてはいけないなら、触れられないようにすればいい。

　その様子に、ディープと名乗った男は冷や汗を垂らす。

「……オイオイ。ちょっと待ちぃやって。ワイ仕事に来ただけやのに……なんでこないなバケモンがおるかなぁ」

　はあ、と男が指を弾はじくと、ぼこりぼこりと巨大な水の球が周囲に生まれ、そして浮遊し始める。

「知っとるで。戦技大会に出とったやろ、アンタ」

「だから？」

「いやぁ、参ったなァ。まさかこんなとこで、アンタみたいなバケモンと一戦やる羽目になるとは」

　でも、と。彼は笑う。

「えらい楽しゅうなってまうわ、なぁ!!」

　水球から、唐突に水が迸ほとばしった。

　それはウォーターカッターというよりも、レーザーじみた一閃。瞬く暇もない閃せん光こうのようなそれを回避して、しかし、背後で生じた異音と異臭に眉をひそめる。

　その水は壁を切り裂くのではなく溶かし、強きよう烈れつな煙と臭においをまき散らしていた。

　ただの水ではない。恐らくは酸。

　まさかさっきの水滴も毒か？

「まだまだ行くでぇ！」

　水球が浮遊しつつも無数のレーザーを飛ばす。

　弾丸以上の速度で飛来する酸の群れ。──しかし。

　無数の剣閃が、空間を裂く。放たれた斬撃は虚こ空くうに軌跡を残し、そして停滞した。まさに剣の結界というに相応ふさわしい、斬撃で織られた壁だ。

　その壁に阻まれた酸は、呆あつ気けなくも四散した。

　魔剣。先日、例のエリオット何なに某がしから盗んだ技だ。

「ウッソやろ、オイ」

　半笑いを引ひき攣つらせる男に向けて、俺は地面を蹴った。

　──歩法、白しら水みず。

　突如眼前に出現したようにすら見えたであろう俺に気づき、目を見開く。

　抜き打ちで放つ首元への斬閃。だがそれは、彼が作り出した水の盾で弾かれた。とんでもなく硬かたい。水の盾が竜の鱗うろこレベルとは、どんな強度をしているのやらだ。

「おいおい、冗談やろッ……!!　アンタ、あの試合……手加減しとったわけかい！」

　喚わめき散ちらす男を無視して、地面から突き出した水の槍を回避し、宙に飛ぶ。

　空中で身を捻ひねり、断たち紡つむぎによる斬撃を放つ。だがそれも、水の壁によって防がれてしまった。ダメか。断紡では威力が足りない。

（……これは、無理か）

　長引かせるのは危険だ。どんな搦からめ手てがあるかもわからない。

　だから……俺は諦めた。

　──この男を捕まえるという、その選択肢を。

「こうなりゃ、ワイも全力で──！」

「悪いな」

　俺の声は、男の背後から響いた。

「終わりだ」

　影もなく、音さえもなく。

　男の身体が、水の盾ごと両断される。




　──斬形、落葉。




　それは、ただ斬るという一点のみを突き詰め、昇華させた一刀。

　ゆえにこそ、その一刀は一つの極点たりうる。竜の鱗すら断つ刃を水の盾ごときで防げるはずもない。

　だが──。

「……？」

　残心しつつ、真っ二つになった男を眺めて、胸中で俺は首を傾げた。

　斬った時の感触がおかしかったのだ。

　人を斬る感触ではなかった。思い出したくない感触ではあるが──思い出したくないからこそ明確に分かる差異。

「いやあ、こら参ったわ。降参です、こーさん」

「!?」

　真っ二つになったままの男が、ため息を吐つきながらかぶりを振り、両手を上げた。思わず目を見開く。

「こんなん勝てるわけあるかい。あーもう、また嫌味言われる……」

「あんたは……」

　よく見れば、男の身体は、水でできていた。肉でも血でもなく、明らかに人間のものではない。

「ああ、コレ？　傀儡牢のオッサンに習ったんや。イケとるやろ？」

「なんなんだ、アンタは……」

　しかも、もはや敵意すらも感じない。男はケタケタ笑って、そして、真っ二つになった帽子に手をやり、深々と頭を下げた。

　ずるずるという音と共に、両断されたはずの男の全身がくっつき、その形が戻っていく。

　どうやら……この男の肉体は水で作られた人形らしい。遠隔操作されているのだろうか。

「ワイは暁あかつきの聖杯、第七位。《奈落》のディープ・アウレギアちゅうもんや。よろしゅうな、ユキトはん」

「暁の聖杯……？」

「せや！　兄さん、よかったらウチに来ぃへんか？　ウチはユルいし、生活にも困らんし、気楽にやれるよ？　兄さんやったらすぐに幹部間違いなし！　どや？」

　どや、と言われても。

「あらお断り？　まぁせやろなぁ、こんな怪し気な勧誘をされても、そらお断りですわぁ」
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「ペラペラとよく回る舌だな……」

「それがワイの唯一と言っていい長所やからな！」

　唯一なのかよ。

　周囲を探るが、ダメだ。ほかに気配は見つからない。どれほど遠くから操作しているのか……それとも、隠形があまりに上う手まいのか？

「ほな、この辺で失礼させてもらいましょ。また会いましょうや、ユキトはん。……あいや、できたら会いたくないなぁマジで。あ、予選の決勝リーグ、応援してますさかい！」

　ほな、と男が唐突にステッキを出現させ、床をとんとんと叩たたくと──その全身が崩れ去った。

　バシャッと音を立てて水が床に散らばる。服もステッキも水に変わり、後に残るのは水たまりだけ。しばらく残心しつつ様子を見たが、何も起こらず。はあ、と息を吐いて俺は構えを解いた。

「任務失敗、か」

　もはや原型すらも留とどめていない死体に、チッと舌を打つ。

（蝶の組織が壊滅した……？）

　同じように全員が皆殺しにされたのだろうか。

　自業自得といえばその通りなのだろう。だがあまりに、呆気なさすぎる幕引きだ。

（イリアさんや伯爵は、どうするんだろう）

　彼女たちは復讐相手を失ったということになる。

　……あの時、もし、イリアさんに復讐を果たさせていれば。

　自分の選択に後悔はない。あのままではきっと、彼女は壊れていた。けれどこれでは、あまりに……。

　ぎゅっと剣を握る。

　くそ、と、俺の悪態が死臭の中に響いた。

（後悔なく生きることは、こんなにも難しい……）

　正しい選択なんて、なにひとつ分からない。深くため息を吐いて、その場を後にした。
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　すべてが終わり、後日。

「黒の蝶ノワール・パピオンが壊滅か。それが正しいかどうか、伯はく爵しやくも目を皿にして洗ってんだろうが……」

　酒場でグラフィオスさんたちと杯さかずきを交わしながら──ちなみに俺はノンアルコールだ──彼の言葉に頷うなずいた。

「はい。連中はアジトもないみたいなんで、確認も難しいだろうと」

「だろうなぁ」

　ただ、蝶のタトゥーを入れた人間が各地で死んでいるのが見つかれば、ある程度の確認が取れはする。

　しかしそれが構成員のすべてかどうかまでは分からない。

「幹部とされる連中が全員死んでいるかどうかは確認するそうです」

「ま、幹部全員が死んでるとなれば、確度は高たけぇだろう」

　しかも、《奈落》と名乗ったあの男の行ゆく方えは、完全に分からずじまい。

「暁あかつきの聖杯、ね」

　グラフィオスさんは、小さく呟つぶやいて杯を傾けた。ひょっとして何か知っているんだろうか。だがそれを問とい質ただす前に、女性の声が割り込んだ。

「それでユキト君、君が気にしてるのは、イリアちゃんのことでしょ？」

　同席していた女性──Ａ級ハンターのエミリーさんが、薄く笑いながら問う。俺はそれにむっとしつつも、「ええ」と頷いた。

「入れ込むわねぇ。ひょっとしてそういうことなのかしら」

「そういう勘繰りは失礼ですよ、エミリーさん」

　苦笑交じりに突っ込むシルトさんに、アンタも笑ってるじゃないかと思いながら、俺はため息交じりにかぶりを振った。

「そりゃ入れ込みますよ。自分の生徒で、しかも彼女の復ふく讐しゆうを邪魔したのは俺ですから」

「でも、そのことに後悔はないわけでしょ？」

「ええ」

　ためらいなく頷く。きっとその場面を何度繰り返しても、俺は同じ選択をするだろう。たとえ同じ結果になることが分かっていたとしても。

「ま、復讐相手が知らねぇうちにいなくなっちまった、ってのはキツいわな」

　グラフィオスさんが、ぐっと酒をあおる。それは、思い出した何かごと飲み干すようだった。

「まぁ……そうでしょうね」

　シルトさんもまた、グラスに指をはわせていた。エミリーさんも、少し気まずげな顔だ。もしかして彼らにも……。

「そりゃ、切った張ったの商売やってるもの。大なり小なり、似たようなことはあるわ」

　でもね、と、エミリーさんはワイングラスを片手に持ったまま、俺にその指先を向けた。

「そういうのはね、自分で乗り越えるしかないの。誰の手も借りられない。だって、自分の問題だもの」

　それは、ひどく正論だった。冷たいように聞こえはしても、結局、それ以外の答えなどないのだろう。

「別に逃げたって、目をそらしたって構わないわ。それもまた乗り越えるってことだもの。でもただ引きずって、囚とらわれて、それだけじゃ前には進めない」

「……そう、ですね」

　自分に言われたような気がして、俺もまた杯をあおる。

　ノンアルコールカクテルでは何も流せた気がしなかった。

「でも、僕たちにできることもある」

　シルトさんは、そう言って笑った。

「支えてあげることです」

「支える？」

　ええ、とシルトさんは頷く。

「人が一人でできることなんてたかがしれている。でも、自分のことを想おもってくれる相手がいるというのは、それだけで違うものだと思うよ」

「おい、クセェぞシルト！」

「グラフィオスさんは黙ってください」

「いや、今のは相当よ？」

　笑いあうグラフィオスさんたちに、俺もまた苦笑した。

　でも確かに、そうなのかもしれない。

　自分に手を伸ばしてくれる相手というのは、きっとそれだけで救いなのだ。かつての俺はそれに気づけなくて、だからいつも一人だった。

　けれど、きっとイリアさんは違う。彼女に手を伸ばす人がいて、伸ばされた手をつかみ取る強さも、彼女にはある。

「あー！　いたー!!」

　店内に響いた大声に、全員が驚いたように振り向いた。机の下にいたクロが、何かに気づいたかのように「ワンッ」と吼ほえた。

　振り向いた先にいたのは、シェリーさんだった。それだけではない。

　イリアさんに、アイーゼさん、レーヴ君、他にも大会に出場していた学院の面々が続々と姿を見せる。

「ユキト先生、祝勝会やりましょって言ったじゃないですか！」

「あー、そういえば」

　言ってたような？

「せっかく優勝したのに、こんな酒場で飲んでるなんて」

「オイ、失礼な嬢ちゃんだな」

　酒場のマスターが顔をしかめると、「あっ、ごめんなさい」と彼女は頭を下げた。さらにイリアさんもまた「すみません」と頭を下げると、マスターはふんっと鼻を鳴らした。

　顔が赤くなっている。美人に弱いというのはやはり男性全員、万国共通の摂理だ。

「か、会長。待ってください、あれって……」

「暴獣ベヒモスに風の薔薇ウインドローズ……！　凄すごい、トップハンターが二人も」

「あ、あの銀髪の人も前に確か雑誌で見た！　確か微笑ほほえみの貴公子って……」

　一人の女子生徒の発言に、ブッフゥ、とグラフィオスさんとエミリーさんが同時に噴き出した。

「微笑みの……貴公子……」

「ぶわっはっはっはっは」

　腹を抱えて机に突っ伏すエミリーさんと、爆笑するグラフィオスさんに、シルトさんが青い顔をした。

「ちょ、ちょっと！　やめてくださいよ！　そんなの勝手に言ってるだけで──」

「ククッ……二つ名なんてそんなもんじゃねぇか。気にすんな」

「ププッ……そうよね。どこかの雑誌の編集者とかが勝手につけて、気が付けば広まってるし」

　いやめっちゃ笑っとるがな。

　さらにグラフィオスさんが悪ノリして「微笑みの貴公子でスマイル・プリンスとかどうだ」「いやエンジェル・スマイルね」「貴公子どこいった」「プリンスはまずいでしょさすがに」などと取り留めもなく広がっていく。

　その悪ノリトークに、さしものシルトさんも撃沈し、頭を抱えた。

「あの……すみません。私のせいで……」

「いや……うん……」

　君は悪くない、などという慰めすらも出てこない。

　応援してます！　と女子生徒は言っていたが、それにも「ありがとう」と空虚な笑みを浮かべるしかできないようだった。

　なるほど、二つ名ねぇ。大変だな、ハンターも。

「先生。他ひ人と事ごとみたいな顔してますけど、先生も黒の剣けん豪ごうって言われてましたよ」

　イリアさんの苦笑交じりの言葉に、えっ、と俺も目をむく。するとその隣でアイーゼさんもこくりと頷いた。

「うん、言ってた。確か実況の人が」

「あの女アマァ、マジで許さん」

　絶ぜつ妙みようにダサいのがまたヤバすぎる。

「まぁユキトは今、帝国でもトップクラスに注目されてる一人だからな。二つ名ぐらい付くだろ」

「結局、決勝リーグも圧勝、瞬殺だったしねぇ。あれを解説しろって言われてる身になりなさいよ」

「いいじゃないですか、黒の剣豪。まだマシです」

「よくねぇわ！」

　断じて拒否だ！　抗議の電話入れてやる!!

「シェリー。おなかすいた」

「あーそうだね！　みんなー、しょうがないからここで祝勝会はじめよ～。マスター、パステル牛のローストビーフください！」

「……ったく。しょうがねぇな……」

　マスターがまんざらでもなさそうに準備を始めるのを見やって──ちなみにアイーゼさんの目線は牛肉に釘くぎ付づけだ──シェリーさんはふと思い出したように言った。

「でも先生って、剣豪っていうより剣けん聖せいって感じですけど」

　その言葉に一瞬、全員が固まる。

「いや嬢ちゃん……剣聖はマズいだろ」

　グラフィオスさんの言葉にシェリーさんは、そうなの？　と首を傾かしげた。どうやら彼女には分からない感覚らしいが、武術をかじっている全員がうんうんと頷いている。

　スマン、俺も分からない。

「帝国っつか、大陸で剣聖って呼ばれるのは一人だけだよ」

「ジン・ライドウ老師ね。一度でいいからお目にかかってみたいわ」

　ジン・ライドウ……。

「世界最強の剣士って言われてますよね」

「そうだね。老師の逸話は枚挙に暇いとまがない。武の道に身を置く者なら、誰でも憧あこがれる伝説だよ」

　イリアさんの言葉にシルトさんも頷く。それはまた、どれだけ凄すごい人物なのだろう。

「……会ってみたいな、それは」

「会えるかもしれんぞ」

　グラフィオスさんが、にやりと笑う。

　全員の目線が、彼に集まった。

「こりゃオフレコなんだが、なんでも老師が戦技大会の本戦に顔を見せるんじゃないかって噂うわさがある」

「本当ですか!?」

　ガタッと立ち上がったのはレーヴ君。だがそれ以外の全員も、驚いたように目を見開いていた。

「これはもう、今年の本戦は凄く盛り上がりそうだねぇ」

　熱に浮かされたような皆の表情を見て、シェリーさんが苦笑交じりに言った。よっぽど憧れの存在なんだろうな。もし会えたなら、手合わせしてもらえたりしないだろうか。

　その後、宴えんもたけなわとなって、全員が思い思いに会話を楽しんでいた。

　剣聖ほどではないだろうが、憧れのＡ級ハンター相手に緊張しっぱなしのレーヴ君や、もぐもぐと山盛りの料理を平らげ続けるアイーゼさん、シェリーさんは……笑いっぱなしだ。あれ酒じゃないよな？




「ユキト先生」

　不意に、隣に座るイリアさんが俺を呼ぶ。

「ありがとうございました」

「……いや、俺は」

「先生のお陰で、私はここに戻ってこられたんだと思います」

　彼女はそう言って、穏やかに笑った。

　その笑顔は、とても綺き麗れいで。──一瞬、見み惚とれてしまったほどに。

「私も、もっと強くならないと。アイーゼさんにリベンジしたいですし」

「……試合、惜しかったな」

　彼女とアイーゼさんのエキシビションマッチは、本当に一進一退というか、最後まで息をもつかせぬ接戦だった。

　氷の魔法に、速度と正確さを兼ね備えたイリアさんの剣と、炎の魔法と攻撃力、そして槍やりのリーチを生かした戦術で巧みに立ち回ったアイーゼさん。

　最終的に勝利したのはアイーゼさんだった。疲れによって一瞬だけ見せたイリアさんの隙を、彼女は見逃さなかった。

「本当にいい試合だった」

「よかった。……先生にそう言ってもらえるのが、一番嬉うれしいです」

　彼女の笑顔を見ながら、思う。




　彼女の中の復讐の炎は、まだ消えてなどいない。あるいはそれは、一生消えることなどないのかもしれない。

　今でも、その炎は彼女の中で燻くすぶって、消えることのない痛みとなってその心を炙あぶり続つづけているのだろう。




　それでも、彼女は笑っている。




（強いな）

　彼女は俺などより、よほど強い。

　……俺はふと、シルトさんの言葉を思い出した。

　伸ばした手が、誰かにとって救いになるとして。俺の伸ばした手は、果たして、彼女にとっての救いになれたのだろうか？

　覗のぞき見みた横顔。

　イリアさんの眼は、皆が笑う光景を、どこか眩まぶしそうに見つめていた。




　失ったものは、元に戻ることはない。

　これから先、きっと何度も思い出しては、その痛みに苦しむのかもしれない。

　それでも……一人ではないから。

　時に誰かに手を引かれ、時に誰かの手を引いて、彼女は前に歩いていくのだろう。

　それがきっと、生きていくということだから。




　飲み干したグラスが、からりと氷の音を立てる。

　隣で笑う少女の笑顔に、俺もまた、笑みを浮かべた。









あとがき






　皆さま、はじめまして。山やま形がたくじらと申します。

　まず最初に、この本を取って下さった方に、最大限の感謝を。

　尊敬する大先生方が創つくる超すごいエンタメが世の中に溢あふれる中、拙せつ作さくを手に取っていただき、しかもこのあとがきにまで辿たどり着ついていただけたこと、本当に感謝しかありません。

　そして、イラストレーターの中なか西にし達たつ哉や先生にも、多大な感謝を。正直むちゃくちゃ注文多かったと思うのですが、その全てに完璧に応えていただき素晴らしいイラストを描いていただけて本当にありがとうございます。そして編集のＩさん。僕のワガママを事細かに聞いていただいて、本当にありがとうございます。




　この『剣けんよ、かく語かたりき』は、ＷＥＢ小説としてスタートしました。もともとは大賞に応募しようとか、書籍化したいとかは考えておらず、ただ単純な趣味で書きたいものを書いていただけでした。

　それがまさか、書籍として形になるとは……本当に驚きと、ただ感謝ばかりです。




　元々、この話を描く際に決めたことが二つあります。最初に決めたことは「インフレはさせない」こと。もうひとつは「世界を救うような壮大な話にはしない」ことです。

　私が書きたいのはこの世界に生きるキャラクターです。

　だから登場人物を掘り下げて、彼らの想いや願いを主しゆ軸じくに描いていこうと決めました。

　もし続きが出せるのであれば、その時はまだ触れられていないキャラクターたちのこともしっかり描いていきたいと思います。




　それから、この作品を書籍化するにあたって、多くの変更を行いました。

　それはまず何より、ＷＥＢ版を読んだ方にも楽しんでいただきたいという理由です。

　最大の変更点として、ユキトが学生として学院に通うという設定が追加されました。本来は講師としてだけだったので、結構思い切って追加した部分になります。

　かなり大きな変更になるので、次巻以降では、さらに書き下ろしの部分が増えることになると思います。ぜひ楽しみにしていてください。




　長々と語ってしまいましたが、『剣よ、かく語りき』一巻はいかがだったでしょうか？

　少しでも楽しんでいただけたのなら、それに優る喜びはありません。

　どうか、またお会いできることを願いつつ、この辺りで筆を置かせていただきます。
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